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ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか４
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　がやがやと、朝のギルド本部は喧騒けんそうに包まれていた。

　朝から正午までの間、このだだっ広いロビーでは冒険者達の出入りが激しい。ダンジョン探索の前に担当官のもとで今後の打ち合わせを行う者もいるが、多くは昨晩から更新された情報を巨大掲示板の前や同業者の口から収集に来ている。

　商業系派閥の新商品発売告知から特定のドロップアイテム買い取り依頼に始まり、他【ファミリア】の勢力状況もあればダンジョン内で未確認であった稀少種レアモンスター目撃報告など、ギルドを通じて公開される情報は冒険者にとってぶれない価値がある。

　明日あすの命運を左右する、あるいは明日の千金になるやもしれない情報収集に、彼等は大概──当然と言えば当然──抜かりがない。

　強い朝日がロビーに差し込む中、種族入り乱れる亜人デミ・ヒューマン達は足と口を頻しきりに動かしていた。

「うわ～。冒険者の人達、今日は一段と押し寄せちゃってるね」

「こら、職務中。話しかけてこない」

　窓口で椅子に腰かけているエイナは、隣から耳打ちしてくる同僚、ミィシャを軽く注意する。

　彼女の言った通り、本日の朝はいつにも増して多くの冒険者達の姿が見受けられる。エイナを含めた受付嬢達は何かと対応に追われており、忙しさにも拍車はくしゃがかかっていた。先程まで冒険者の案内をしていたエイナ自身も、今ようやく小休止を得たところだ。

　毎度のように見目麗みめうるわしい受付嬢達を白昼堂々と軟派ナンパしてくる輩やからなど、今日ばかりは全く相手にされず追い払われている。

「神会デナトゥスが間近だし、【ランクアップ】続出の話が冒険者達の間でも持ちきりになってるみたいだけどさぁ……やっぱり極めつけはアレみたいだね、９階層にミノタウロスが出たっていう」

「……うん、そうみたい」

　三日前、Ｌｖ．１の冒険者達の目の色を変えさせる情報が出回った。

『ミノタウロスの上層進出』である。

【ロキ・ファミリア】からもたらされたこの報しらせは、オラリオの過半数に及ぶ冒険者を震え上がらせ、今日までギルドへ詳細を求める声が後を絶たたない。

　モンスターの階層間の移動は度々確認されている現象だが、それも精々せいぜい上下２階層までというのが一般見解だ。今回のミノタウロスの目撃情報は『上層』の９階層、彼かのモンスターが出現し出す『中層』の15階層から少なく見積もっても６階層分もの道程どうていを上がってきたことになり、その異常さが際立きわだってくる。

　何よりミノタウロスの上層出現は今回が初めてではないという点が、冒険者達の不安を倍増させていた。

　まだほんの一か月前──ベルとアイズが邂逅かいこうしたあの日──だ、件くだんのモンスターが上層へ姿を現したのは。

　後者の一件は【ロキ・ファミリア】の『遠征』帰りの事故アクシデントであるとギルドは再三にわたって説明しているのだが、冒険者達はそう簡単に納得しない。中には迷宮の構造が変化し、ミノタウロスを上層に産むようになったのではないかと言う者もいる。

　大仰おおぎょう過ぎる、とはエイナ達は言えなかった。

　Ｌｖ．１の冒険者達からすればそれこそ死活問題だ、中層のモンスターが上層をうろついてもらってはおちおち探索もできない。日々触れ合っている分、彼等の心の内は痛いほどわかるので、こうして冒険者達が押しかけてくるのも仕方のないことだとギルドは受け止めている。

（……あの日から音沙汰おとさたないけど、大丈夫だよね？）

　そんな中で、ベルからの連絡が途切れていることが、エイナを酷ひどく不安にさせていた。

　彼が最後にギルドへ訪れてからまだ一週間も経っていないので、杞憂きゆうに過ぎないと理性は訴うったえているのだが……少年はあのモンスターに一度殺されかけている。ミノタウロスという単語を聞いて必要以上に反応してしまうのも無理もないことだった。

　ベルのことを一度考え始めてしまったエイナは途端にそわそわし出し、落ち着くことのない感情を胸の中に持てあます。

「あ、エイナのお気に入りの冒険者君、はっけーん」

「！」

　友人の間延まのびした声にエイナははっと顔を上げた。

　見れば、あの見慣れた白髪頭が、密集した冒険者達の間を右へ左へと忙せわしなく縫ぬって来ている。こちらの視線に気付くと、ベルは、ぱっと頰ほおを染そめながら笑った。

「あれれ、今日は何だか一段と機嫌良さそうだね、あの子？」

「……」

　今度は、ミィシャの言葉も左から右に流れてしまった。胸を温あたためる安心感とともに笑みが顔一杯に広がり、すぐにそれを引っ込めるが、桜色の唇はどうしても緩ゆるみかけてしまう。

　兎うさぎが跳とびはねるように嬉々ききとした様子で近付いてくるベルに、こっちの気も知らないで、と小憎こにくらしく思いはすれど、やはり安堵あんどの方が勝った。

「おはようございます、エイナさん！」

「おはよう、ベル君。久しぶり。探索は頑張ってる……なんて、聞くまでもないかな？」

「はい、頑張ってます！　今は、最後にもぐった日から間あいだが空いちゃってますけど！」

「ふふっ、休息も大事だからね。休む時はしっかり休まないといけないから、ちょうどいいんじゃないかな？」

　顔を綻ほころばせながら、エイナは上機嫌なベルと会話を進めた。

　隣の窓口の席ではミィシャもまた微笑ほほえましそうに彼のことを見やり、エイナに気を利きかせようとしたのか席を離れようとする。溜まっている書類を一旦運び出そうと準備を始めた。

　エイナは目尻めじりを柔やわらかくして、言葉を続けた。

「それで、何かいいことでもあったの？」

「わ、わかりますか？」

「そんな顔してちゃあ、誰でもわかっちゃうよ？」

　にやけている頰ほおに手をやるベルに、エイナは苦笑をこぼした。

　指摘された『いいこと』を喋しゃべりたくてうずうずしているのが簡単に見て取れる。「話してごらん？」と緑玉色エメラルドの瞳ひとみで伝えると、彼は冒険者登録を済ませたあの始まりの日のように顔を輝かせて頷うなずいた。横でミィシャも笑みを嚙かみ殺し、小山になった書類を抱え椅子から立ち上がる。

　本当に噓うそがつけないなぁ、と実の弟を見るような穏おだやかな気持ちで、エイナはベルの次の言葉を待つ。

「じ、実はですねっ……」

「うん」

　そして、見ていてこっちまで嬉うれしくなるような笑みを浮かべて、ベルは言った。

「僕、とうとうＬｖ．２になったんです！」

　──バサバサバサッ、とミィシャが書類の山を落下させた。

　ベル達に背を向けた体勢で、石のように固まっている。

　エイナを通してベルのことを知っているミィシャは、彼が冒険者になって『二ヶ月も経っていない駆け出し』であることを、知っている。

　エイナは笑っていた。

　綺麗きれいに笑っていた。

　そしてその綺麗な笑顔は、ぴくりとも動かなかった。

　正確には、時間が止まっていた。

　彼女達を取り残して、これまでと変わらない喧騒がロビーを包む。

「……ん？」

　聞き間違いかな？　と言うようにエイナは、笑みは維持したまま小首を傾かしげてみせる。

　彼女の頰は、小さく引きつりかけていた。

「だから、Ｌｖ．２になったんです、僕！　三日前に！」

　その様子に全く気付かないベルは、元気よく同じ言葉を繰り返す。

　ぷるっ、とエイナの笑みが全身と一緒に揺れた。

「Ｌｖ．２？」

「はい！」

「三日前？」

「はい！」

「噓なんかついてないよね？」

「はい！」

「ベル君、冒険者になったのいつ？」

「一ヶ月半前です！」

　言葉はそこで打ち切られた。

　ヒューマンとハーフエルフの間で、無言の笑みが交わされ続ける。

　再び窓口で列をなそうとしている冒険者達が、彼女達を見て怪訝けげんそうな顔を浮かべた。

　石像となったミィシャを傍かたわらに置くその光景が、膠着こうちゃくすること少し。

　エイナは、ぎしっと音を鳴らして椅子から立ち上がり──爆発した。


「一ヶ月半で、Ｌｖ．２～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　周囲のざわめきを丸呑みにする大音声。

　本部にいた者全てを振り向かせる叫び声が、雷鳴らいめいのように響き渡る。

　そしてエイナの目の前にいたベルは、身を大きく仰のけ反ぞらせるのだった。
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「ごめんっっ！」

　両手をぱんっと鳴らし、エイナは頭を下げる。

　場所はギルド本部ロビー、面談用ボックス。一対一で使用する分にはそれなりに広いこの部屋は、内装は質素であるが、防音などの機能面は充実している。

　机と椅子が揃そろえられた一室で、エイナは対面にいるベルに謝罪していた。

「他の【ファミリア】の人達がいるあんなところで叫んじゃって……本当にごめん！」

　数分前のロビーにて、エイナが衝動的に声を張り上げてしまったことにより、ベルの【ランクアップ】はあの場にいた全員が知るところとなった。

　いくら取り乱していたとはいえ、驚愕きょうがくと奇異きいの視線に集中砲火されたあの光景を思い出すと、今からでも顔から火が出る思いだ。

　冒険者の情報を不用意に暴露した大失態と、何より羞恥心しゅうちしんに焦こがされ、エイナはそのほっそりとした耳を赤く染そめてしまう。

「い、いいですよ、エイナさん。Ｌｖ．はどうせ公開されちゃうんですし……早いか遅いかの違いだけじゃないですか？」

　顔を上げようとしないそんな彼女に、ベルは困惑気味に言った。

　全く気にしていないと告げる少年の言葉に、エイナは気まずそうに視線を戻す。

（その通りなんだけど……問題は【ランクアップ】自体じゃなくて、そのかかった時間なんだってば……）

　Ｌｖ．２到達が約一ヶ月というのは異例の最短期間だ。言葉で説明するのがもはや馬鹿馬鹿しくなってくるほどの。

　Ｌｖ．の上昇には『偉業』──格上の相手を打破するなどして、より上位の【経験値エクセリア】を獲得することが不可欠だ。ベルの成長速度を知る数少ない者の一人であるエイナは、いくら能力値アビリティの伸びが著いちじるしくてもＬｖ．までは……と半なかば祈るように高をくくっていたのだが、見事に裏切られてしまった。

　いずれ明るみに出るとはいえ、やはり、できることなら隠しておきたかった事柄である。

　破天荒はてんこうな内容なので、眉唾物まゆつばものだと言って真まに受けない者達の方が多いと楽観できなくもないが……『前例がない』という文句は、娯楽ごらくに飢うえている神々かみがみの大好物だ。

　彼等のあのニヤけた顔を想像するだけで、エイナは頭が痛くなってくる。

「あの、エイナさん……？」

「……ううん、何でもないよ。ごめんね、ぼーっとしちゃって」

　神々に付き纏まとわれるベルの姿を思い浮かべていたエイナは、難しい顔を浮かべていた後、何とか苦笑を作る。浅く吐息をして、どうにか意識を切り替えた。

「ベル君、ごめん、先にこっちのお願いを聞いてもらっていいかな？　せっかく来てもらったのに悪いんだけど……私もお仕事しなくちゃいけなくて」

「あ、はい、大丈夫です。何ですか？」

「今日までの冒険者の活動記録を教えてほしいんだ」

「えっと……？」

「大雑把おおざっぱでいいよ。どんなモンスターと戦ったとか、こんな冒険者依頼クエストをこなしてみたとか」

　羊皮紙ようひしと羽根ペンを机に用意しながらそう告げる。

　冒険者の質の向上に繫つながるならば、ギルドは各【ファミリア】に不都合が生じない範囲で情報を公開する。莫大な利益を生む『魔石』の収集率を高めるためだ。

　異例の【ランクアップ】を実現させた今回のベルの場合は、その【経験値エクセリア】の傾向が焦点となってくる。恐らく、名前は伏ふせられその活動記録が他の者達の目に晒さらされるだろう。

　要は、『ベルの成長を参考にして他の冒険者もどんどん強くなってください』ということだ。

　冒険者の水準が上がるということは犠牲者の数の低下にも繫つながるので、こればかりはエイナも積極的にこなす。私事を決して犯さないよう注意しながら、少年の軌跡きせきを聞き出していった。

　そして、ベルの話が三日前まで遡さかのぼった時だった。

　二度目の頭痛がエイナを襲う。

「ミ、ミノタウロス……」

　くらっ、と後方によろける頭を右手で押さえる。

　──三日前、９階層、ミノタウロスと遭遇エンカウント、これを撃破。

　順々と発されていく言葉に、エイナは今度こそ卒倒そっとうしそうになった。【ロキ・ファミリア】の末端構成員がギルドに知らせにきた報告と、ベルの証言が、条件の上で全て合致がっちする。

　だからモンスターの処理をどの派閥はばつの者が行なったのか尋たずねられた時、あの構成員はああまで言葉を濁にごしていたのかと、エイナは当時の光景を振り返りながら思い至った。Ｌｖ．１らしき冒険者がミノタウロスを倒したと言っても、誰も信じはしない。

　目眩めまいに耐えるエイナは、重くなっていた瞼まぶたをこじ開けて、怒ったようにベルを見据みすえた。

　あれだけ冒険するなって言ったのにっ、というその非難ひなんがましい視線に、彼は汗をダラダラと流した後、体を小さくする。

（もうっ、どんな魔法使ったのよ、キミはっ）

　どうすればＬｖ．２にカテゴライズされるミノタウロスをＬｖ．１の冒険者が一騎打ちで倒せるのか、小一時間ほど問い詰めたくなった。

「……はぁ。大体わかったよ、ベル君が私の言いつけを、ち～っとも守ってくれる気がないってことは」


「ええっ!?　いや、それはっ…………ごめんなさい」



　両目を瞑つむりつんっとそっぽを向くエイナに、ベルは慌てて弁明しようとしたが、声は次第に尻すぼみになり、最後は謝罪とともに頭を垂れる。

　片目を開き、落ち込んでいるベルをちらと見やったエイナは、少し溜飲りゅういんが下がるのと並行して、少し大人げないかと反省を胸の中で一つ。

　けれど、自分のやったことをきちんと自覚してもらわなくては困るというのも本音だ。

　一歩間違えていれば、ベルはここにいなかったのだから。

「……ベル君。その場にいなかった私の言葉は見当違いかもしれない。安易あんいに逃げようとしなかったキミの判断は、もしかしたら最善だったのかもしれない」

「エイナさん……」

「私には何も言う資格はないのかもしれないけど……でもね？　これだけはどんな時でも忘れないで。……死んじゃったら、何も意味がないんだよ」

　お願いだよ、とエイナはベルのことを見つめる。

　生きて帰ってくるのが一番大切なのだと、自分の心情を包み隠さず伝えた。

　身動きを止めていたベルはややあって、神妙な顔で頷うなずいた。

　しばらくお互いの視線を絡からませた状態が続いたが、エイナはおもむろにこほんと咳せきをつく。

　少々しんみりした空気を入れ替えるように、ぴっと指をベルの目の前に伸ばした。

「とにかく、いい？　無茶は絶対ダメ。わかった？」

「は、はいっ」

　最後に鼻の先を押してうぐっと少年を呻うめかせた後、エイナは椅子に座り直し、ふっと笑う。

　今日はもう、これ以上の無粋なお咎とがめをするのは止よそうと。

　茶色ブラウンの髪をほのかに揺らしながら、ベルへ優しく微笑んだ。

「……ベル君、Ｌｖ．２到達おめでとう。頑張ったね」

　鼻を押さえていたベルは目を見開き、やがて本当に嬉うれしそうに、くしゃっと破顔はがんした。

　自惚うぬぼれでなければ、自分のこの言葉が、今のベルが一番言ってもらいたかった言葉の筈はずだ。

「ありがとうございますっ」と頰ほおを染める少年を見ていると、今日まで世話を焼いてきたエイナも、何だか万感のようなものが胸を過よぎった。

「じゃあ、今日は【ランクアップ】の報告だけってことだけでいいのかな？　まだ私に用事があったりする？」

「あ、そうだった……実は、ちょっとエイナさんの意見を聞かせてもらいたいんですけど」

　一段落ついてエイナが今後のことを確認すると、ベルは忘れていたと用件を切り出す。

　エイナは「いいよ、何でも聞いて」と笑いながら快諾かいだくした。

「その、『発展アビリティ』のことで……」

「ああ、そっか。ベル君、Ｌｖ．２になったんだもんね」

『発展アビリティ』は既存の『基本アビリティ』に加えて発現する能力だ。

　発現する時機タイミングは【ランクアップ】時。Ｌｖ．が上がる都度、【ステイタス】に追加される可能性がある。基本アビリティとは毛色が異なり特殊的スペシャル、あるいは専門職プロフェッションの能力を開花、強化させる。

「それじゃあ、もしかして、選択可能のアビリティが複数出てきちゃったのかな？」

「はい。神様とも話し合ったんですけど、エイナさんの意見も参考にしてから慎重に選んだ方がいいって……」

　なるほどね、とエイナは頷いた。

　発展アビリティが発現するか否いなかもまた、積み重ねられてきた【経験値エクセリア】に反映される。どのようなアビリティが生まれるかは、『神の恩恵ファルナ』を授さずかったその者の行動次第。

　特筆すべき【経験値エクセリア】が存在しなければ例え【ランクアップ】しても発展アビリティは発現せず、逆に見合った【経験値エクセリア】さえあれば、候補として複数のアビリティが選択可能になる。一度の【ランクアップ】につき得られる項目は一つで、発現はあくまで任意なのだ。

　発展アビリティは【ランクアップ】を経た【ステイタス】上に発現する。

　なので、厳密にいえば、ベルはまだＬｖ．２に到っていない。

　今はアビリティを選ぶための猶予ゆうよ期間。最後の能力更新を終え、後はヘスティアの手で【ステイタス】が一新されることを残す、いわば保留の状態だ。

「選択可能なアビリティはいくつ？」

「三つ、ですね。それでちょっと、よくわからないアビリティがあって……」

　ふむふむ、とエイナは頷きながら、ベルの発展アビリティの詳細を羊皮紙に記していく。

　まず一つ目は『毒』を始めとした症状を防ふせぐ『耐異常』。地味ではあるが、迷宮で何かと異常効果アクシデントに襲われる冒険者には重宝ちょうほうされる。ダンジョン上層にて『パープル・モス』の毒鱗粉りんぷんを浴あびる機会の多いオラリオの冒険者は、比較的早い段階でこのアビリティを入手しやすい。

　次に、対モンスター専用の『狩人』。一度交戦し【経験値エクセリア】を獲得したことのある同種のモンスター戦に限り、能力値アビリティが強化される。Ｌｖ．２の【ランクアップ】時にしか発現できず、短期間の内に大量のモンスターを撃退するという達成条件から手に入れるのは極めて厳しい。貴重なアビリティとして数えられており、冒険者達は勿論もちろん、神々からも人気の高い項目だ。

　そして、三つ目が……。

「……『幸運』？」

「はい……」

　エイナは筆記していた羽根ペンを止め、瞬まばたきを繰り返す。

　仕事柄【ステイタス】全般の知識に精通する彼女も、聞いたことのないアビリティだった。

　効力はなんとなしに察せる。字のごとく『運が良くなる』のだろう。

　問題は、運が向上していかなる効果が表れるかだ。

「えっと、神ヘスティアは何も言ってなかった？」

「ちょっと見当がつかないって……」

　まぁ当然か、とエイナは胸の中で一言。

　今日まで判明している【ステイタス】の全ての情報は、神が下界に降臨した遥はるか昔から検証、解析されてきたものだ。

【ステイタス】を発生させる神自身にも、子供達に己の『恩恵』を授けることでどのような能力が生まれるかは見通せない。初期能力を除けば、全て【経験値エクセリア】に依拠する【ステイタス】は、言わば下界の者達の可能性を示すものだ。それこそ我が子の成長を見守る親の心境と同じで、こればかりは神さえも知りえない世界と言えるだろう。

　だからこそ、神々もレアスキル等とうと聞いてあそこまで大はしゃぎするのだ。多くの神達にとって『未知』とは何にも代かえがたい『ごちそう』なのである。

　参ったな、とエイナは素直すなおに思う。

　ギルドには登録されておらず一度も耳にしたこともないアビリティ。

　つまり、正真正銘しょうしんしょうめいの『レアアビリティ』。

　恐らくは、ベルがこの発展アビリティを発現させた第一号となる。

『耐異常』と『狩人』だけならば自分の考えも織り交ぜて助言できたが、流石さすがに勝手のわからないものに対しては憶測くらいしか言えない。

「あっ、でも……」

　うーんと思考の森を彷徨さまよっていると、ベルが何かを思い出したように声を上げた。

「神様は勘かんって言ってましたけど……『加護』に近いかもしれないって、そうおっしゃってました」

　どんな神物じんぶつであれ、神の洞察は侮あなどれないものがある。ヘスティアがベルのアビリティを見てそうこぼしたなら、核心に近い部分をついているのかもしれない。

『加護』……つまり、本人のあずかり知らないところで働く超常的な護まもり。神助しんじょめいた力が対象者を外部的な作用から守るのかもしれない。

　推測の域は出ないが、そのように考えると、確保しておく価値は十二分にあるように思える。

　ふむ、とエイナはざっと自分の考えをまとめた。とりあえず、上層部ギルドに報告するのは黙っておこうと、ベルのこれ以上の注目回避に配慮してそう決める。

「んー、そうだなぁ。他の可能性を探るなら、『幸運』っていうくらいだし、冒険者の場合だと……ドロップアイテムがよく出るようになるとか、かな？」

「あ、なるほど」

「でも、これはちょっと現金すぎるね。ごめん、私じゃ役に立てそうにないや」

「そ、そんなっ！」

　ベルは胸の高さで両手を振る。

　大した力になれないことを申し訳なく思いながらも、エイナは【ヘスティア・ファミリア】としてはどう考えているのかを尋ねてみた。

「ベル君と神ヘスティアは何か希望はあるの？」

「神様は『幸運』を勧すすめてました。こう、[image: 拳]を作って、『君にはこのアビリティが必要だ！』って」

　まぁ危なっかしいしなぁ、とエイナは目の前の少年をじっと直視して思う。

　今更いまさらながら、このアビリティが発現するに至った経緯を非常に知りたくなった。

　エイナのじろーという探るような目つきに、ベルはよくわからないまま気圧けおされる。

「……じゃあ、ベル君は？」

「僕は、『狩人』の方が格好いい……じゃないんですけど、無視できないというか、その……」

「ふふっ。うん、言いたいことはわかるよ。それで？」

「は、はい。でも、神様の言われている通り『幸運』の方も捨てがたくて……」

　煮にえ切らない態度だが、ベルが思っていることは大体わかる。

『狩人』はその効果からいっても強力なアビリティだ。ダンジョンの恐ろしさを日々ひび肌で感じている冒険者は、発現可能であるならまずこのアビリティに飛びつく。

　一方の『幸運』は過去に例がないだけに、言ってはなんだが、得体が知れない。だが、レアアビリティという言葉に敏感に反応してしまうのもまた人の性さがというものだ。ましてや誰も持っていないというのなら、尚更なおさら。

　次回にも入手できる可能性がある『耐異常』は今回選択肢にない上で、ベルの中では、少々『狩人』寄りに傾かたむいているといったところか。

　本音の本音を代弁するなら、どちらも欲しい、だろう。

　まかり通らないがそう思う気持ちは理解できる。エイナは苦笑せずにはいられなかった。

「いつも言ってるけど、あくまで決めるのはベル君だから、私の感想に誘導されちゃうようなことはしたくないんだ。だから、アビリティを選択する上での考え方みたいなものを言うね？」

「は、はい」

　居住いずまいを正すベルを待ってから、エイナは口を開いた。

「一番簡単なのは、目指すものの違いで考えてみることだと思う」

「目指すもの？」

「うん。着実に堅実にダンジョンを攻略したいっていうのなら、『狩人』っていうアビリティはこの上なくベル君の力になってくれる。ベル君がしっかりコツコツと進んでいきたいって言うなら、私もぜひそっちをお勧めしたい」

　一旦いったん言葉を切って、その深紅ルベライトの瞳ひとみの奥に語りかける。

「でも、ベル君の目標がもっと上に、ずっと高いところにあるって言うなら……その道のりには実力とは関係ない、『運』っていうものも味方につけなきゃいけない時が訪れるかもしれない」

「……」

「だったら、『幸運』っていうアビリティはキミに必要なのかもって、私はそうも思う」

　そこで一度、静寂せいじゃくが訪おとずれた。

　ベルは目を少し見張った後、自分の手の平に視線を落とす。

　そっと、握られる彼の[image: 拳]を視界に映して、手応てごたえはあったようにエイナは感じた。

「どっちのアビリティを選んだって間違いじゃない。だから、ベル君が自信をもって決めてごらん？　その選んだアビリティが、きっと今のキミに必要なものの筈だから」

「……はいっ、ありがとうございます」

　ベルは顎あごを持ち上げて、すっきりした表情で頷いた。

　Ｌｖ．２になろうが、今までのように必死に悩んで、躓つまずきながら答えを出す少年の姿を見て。

　もうちょっと面倒を見てあげた方がいいのかな、とエイナは少し嬉しく思ってしまった。
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「帰りました、神様ー！」

　僕はホームである教会の隠し部屋の扉を開けた。

　大きな声で挨拶あいさつすると、ソファーで本を読んでいた神様が顔を上げ、にっこりと微笑んだ。

　テッ、テッ、と跳ぶような歩調でこっちまでやって来て、帰宅した僕を迎えてくれる。

「お帰り、ベル君。それで、決まったかい？　君の選ぶアビリティは」

「はい。僕、『幸運』のアビリティにします」

　エイナさんの話を聞いて決めた。

　現状維持じゃない、僕は前進を取る。

『幸運』っていうアビリティが本当に僕に必要なものなのかはわからないけど、エイナさんの言葉を受け入れた自分の直感を、信じることにした。

　答えを出した僕に、神様はご自分の瞳を優しい線で縁取ふちどって、「そっか」と呟つぶやいた。

「じゃあ、早速やろうか。君の【ランクアップ】を」

　目の前で見上げてくる神様に、僕は緊張した面持おももちで同意した。

　二人一緒に定位置となっている神様のベッドへ移動し、【ステイタス】の更新を始める。

「とうとうベル君もＬｖ．２かぁ……なぁんて普通なら言うんだろうけど、君の場合、感慨を感じる暇もなかったね」

「そ、そうですか？」

「ああ。ボクの【ファミリア】に入ってすぐ、君がゴブリンに勝てたって大はしゃぎで帰ってきたことを、昨日のことのように思い出せるよ。何だか不思議な気分だなぁ……」

　神様はいつもの調子で話を振ってくれたけど、僕は「え、ええ」とか「は、はい」とか、おぼつかない返事しかできなかった。

　Ｌｖ．２に、なるんだ。

　肌を通してシーツの上を滑すべる鼓動こどうの響きがうるさい。ベッドに寝そべっているのに体がふわふわしていて、気持ちが馬鹿みたいに高ぶっていることが嫌でもわかってしまう。これはまだまだ通過点に過ぎないのに。

　頭は全然回らず中身は真まっ白しろ、逆に首から下はこみ上げてくる熱で真まっ赤かにあぶられている。

　ウズウズでもハラハラでもない、ただ静かに心臓の音に翻弄ほんろうされていると……あっさりと、その瞬間は訪れた。

　神様が手の動きを止めた。

「！」

「……終わったよ」

　神様が腰から降りるのと合わせて僕は上半身を起き上がらせた。

　膝ひざを畳たたんだ格好でベッドの上に座り続け、おもむろに両手を見下ろす。

　すぐ横で神様にじーっと見守られながら、僕は手を握ったり開いたりを繰り返した。

「……特に、何も変わらないですね」

「『ち、力が溢あふれてくる……！』……なんて起きると思ってたのかい？」

　わなわなと震える演技をした後に笑いかけてくる神様を、器用だなぁと少し失礼かもしれない感想を抱きながら、僕は正直に頷いた。

【ランクアップ】を終えた僕の体に著しい変化はなかった。

　体が軽くなるだとか、世界が変わったような感覚だとか、そんなものは一切なし。数分前の自分とあまりにも変わらな過ぎて、Ｌｖ．２になったっていう実感が湧わかない。

　拍子抜けなんて言ったらあれだけど……何だか肩すかしを食らった感じ。

「体の構造が作り変わるわけでもないしね、劇的な変化なんて期待させていたなら悪かったよ」

「あっ、いえ、そんな風にはっ……」

「ふふっ、でもね？　【ステイタス】の昇華は本物さ。君という『器』は高次の段階に移った。神ボク達に近付いたって言えばわかりやすいかい？　ベル君が意識できていないだけで、いざスイッチを入れればさっきまでとは比べ物にならない動きができる筈だよ？」

　おかしそうに笑う神様はそう言うと、いつものように共通語コイネーに書き換えた【ステイタス】を用紙へ記していった。

【ランクアップ】すると基本アビリティと熟練度は一度初期数値リセット、Ｉ０から再出発スタートとなる。それまで積み上げてきたアビリティの数値が消失するわけではなく、潜在値エクストラポイントとして【ステイタス】にちゃんと反映されるらしい。神様達は『隠しぱらめーたー』とか何とか言ってたっけ。

　Ｌｖ．が上がった直後の【ステイタス】が初期値ぜろに変わったことはもうわかっちゃってるから、共通語コイネーに翻訳したものを見る意味もないような気がするけど……自分の目でも確認しろってことなのかな？

　僕は少し首を傾かしげながらベッドから立ち上がった。ミノタウロスとの戦闘でボロボロになったインナーの予備スペアに腕を通していく。

　そしてすぽんと首を出したところで、【ステイタス】を書き終えた神様と目が合った。

「驚かせようと思ったけど、先に言っておこうかな」

「？」

　嬉しそうに微笑んでいる神様は、用紙を渡しながらそんなことを言った。

　僕が紙を受け取って突っ立っていると「朗報ろうほうだぜ、ベル君？」と言葉が続けられる。何がですか？　と尋ね返す前に、神様は種明かしをしてくれた。

「スキル、さ」

「へっ？」

「君の二つめぇ──じゃなくてっ！　……うん、ほら、アレだ。君の待望だった、スキルの発現だよ」

　ぽかんとしていたのは数秒くらい。

　神様の言葉をゆっくりと受け止めて、きちんと意味を理解した瞬間、僕はがばっと勢いよく用紙に視線を落とした。文字通り血眼ちまなこになって神様の筆記を視線で追う。

　そして、




　ベル・クラネル

　Ｌｖ．２

　力：Ｉ０　耐久：Ｉ０　器用：Ｉ０　敏捷：Ｉ０　魔力：Ｉ０

　幸運：Ｉ

《魔法》

【ファイアボルト】

　・速攻魔法。

《スキル》

【英雄願望アルゴノゥト】

　・能動的行動アクティブアクションに対するチャージ実行権。




　目を、見開いた。

『スキル』のスロットが、埋まっている。

　僕は慌てて前を見た。小柄な神様は、年長者の笑みを浮かべ、こちらの視線の問いかけを肯定こうていしてくれる。間違いないよ、と。

　笑みが、弾はじけた。すぐに顔は喜びの色で上塗りされていき、今日一番の興奮を手に入れる。

　頰の筋肉が言うことを聞いてくれない。用紙を見ながら自分でもわかるくらい瞳を盛大に輝かせていると、ふと、「ん？」と気付くことがあった。

　……【英雄願望】？

　スキルの発現を手放しで喜んでいた状態から抜け出して、その名称に着目する。

　そのご大層な名前を見て、浮き立っていた頭の隅の隅が、驚くくらいに冷え込んできた。

（……ちょっと、待って）

　急速に笑みが消え失せていく。

【ステイタス】に表れる『スキル』や『魔法』は、【経験値エクセリア】は勿論のこと、『恩恵』を授かった者の本質や望みなどにも影響されることがあると聞く。

　名称も同様で、それは恐らく本人の心を鏡で映す行為に等しい。

　つまり、【英雄願望】なんて名前が自分の背中ステイタスに刻きざまれた暁あかつきには……こんな年にもなって『英雄になりたい！』なんて心の奥底で妄想していることが、筒抜けになってしまうわけで……。

　あっという間に耳を真まっ赤かにさせた後、僕は、ギギギッと用紙から首を持ち上げた。

　真正面には、すごく生温なまあたたかい眼差まなざしをする神様の姿が──。

「──う、うぁあああああああああああああああああああああああああ!?」

　めちゃくちゃ微笑ましそうにこちらを見守る神様に、僕は絶叫ぜっきょうした。

　用紙を宙に放り出し一回転、両手で耳を塞ふさぎ、神様に背を向けてドスンッと墜落ついらくするようにしゃがみ込む。
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　うわぁ、うわぁーっ!?

　バレた！　いい年してお伽噺とぎばなしの英雄に本気で憧れていることが、神様にバレたああああ!?

　僕は悶もだえた。アイズさんの前で犯した失態の数々と同レベル、とんでもない赤あかっ恥ぱじ。想像を絶する焦熱しょうねつが僕をタコ殴りにする。

　死ぬっ、本当に死んじゃうーっ!?

「ベルくん」

　びくっ、と体が震えた。

　優しい声が耳をくすぐったかと思うと、小さくて柔らかい手が、ぽむっと肩に置かれる。

　すぐ後ろにある気配に、僕は涙目のまま恐る恐る振り返る。

　神様の笑みは、慈愛じあいに満ちていた。

「──可愛かわいいね」


「うわァぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　神様の馬鹿ぁ──────────!?






「うぅぅ……」

「おいおい、いつまでそうしているつもりだい？」

　部屋の角で両膝を抱え込みながら呻く。

　天国から地獄に突き落とされた僕の傷は深かった。一生消えない傷痕きずあととなって心の中に残るかもしれない。

　神様の声を背中で聞きながら、しくしくと熱い滴しずくを流していく。

「いい加減立ち直りなって。いいじゃないか、英雄に憧あこがれるくらい。今時こんな純粋ピュアでいられる『子供』なんて、そうはいないぜ？」

「思いっきり顔がにやついてますよ、神様ぁ!?」

『子供』の部分の言い方にそこはかとない悪意を感じてしまう！

　打ち上げた叫び声が地下室に響く。心の均衡がいよいよ危なくなってきてるよ、僕。

　神様は苦笑いして「傷付けたなら謝るよ」と背中をさすってきた。外見は幼女の神様に慰なぐさめられる今の僕は、きっとすごい情けないやつに見えるんだろうと想像して、更にへこんだ。

「もう大丈夫かい？」

「はい、何とか……」

　やがて僕は立ち直った。いや実際全然立ち直れてなかったけど、埒らちがあかないので。

　気を抜けばがっくりと折れそうになる首を我慢しながら、床に放り出した用紙を拾い、あらためて【ステイタス】を読む。

【英雄願望アルゴノゥト】……もう名前の方は置いておくとして、肝心のスキルの中身を理解しようと努めるけど……いまいち要領を得ない。詳細情報も少な過ぎる。

【ファイアボルト】の時もそうだったけど、僕の発現する魔法やスキルはやたらと解説が不親切のような気がした。これじゃあ何が起きるのかもわからない……。

「神様、このスキルの効果わかりますか……？」

「んー、これだって断言することは難しいね。常時発動している類たぐいじゃないみたいだけど……能動的行動アクティブアクション、つまりベル君が意識的に動いた時に、何か効果が表れるんじゃないかな？」

「意識的に動く……？」

「要するに、攻撃とか自発的な動きさ」

「この場合だと、反撃なんかは当てはまらないのかな」と神様は付け足した。

　うぅん？　わかったような、わからないような……。

　ダメだ、僕の頭じゃあスキルの正体に見当がつかない。

「ま、これも実戦の中でおいおい探ってみるしかないね。ちょっと無責任な言い方だけど」

「いえ、気にしないでください。僕の『スキル』ですし……」

　結局、スキルについては様子見という結論に落ち着いた。

　消化不良な思いを抱いだきながらも、僕はもう一度だけ用紙を見る。

　スキル自体はさっぱりだけど、この【英雄願望】……『アルゴノゥト』っていう単語はよく知っている。いや、記憶に残っていると言った方が正しいのか。

『アルゴノゥト』。

　牛の怪物にさらわれた美しい王女様を、何の取りえもない青年が助けにいくお伽噺。

　主人公は他人に騙だまされてばっかで、それでいて騙されていることにも気付かない。どこか道化どうけじみた雰囲気ふんいきで物語を進行させていき、そしてあれよあれよとモンスターのもとまで辿たどり着く。最後には、救出に向かった筈の王女様にも助けられちゃうんだっけ？

　他の英雄譚えいゆうたんの主人公達と比べてみても、群を抜いて冴さえない英雄のお話だ。

　恐らくは喜劇寄りの物語だったんだろうけど、当時その絵本を読んだ幼かった僕は、口をへの字に曲まげてしまった。格好良くなかったし……『英雄を夢見る英雄なんてあり？』って。

　この物語がお気に入りだと言っていた祖父は、『まだまだコイツはこれから』とかっかっと笑っていて、それに対して僕は、もうお話は終わっちゃったよと唇を尖とがらせていたことを今でも覚えている。

　思いがけないところで再会を果たした幼少の頃の思い出に、僕は正直混乱していた。

「ごめん、ベル君。ボクはそろそろ出かけるよ」

「え？　神様、今日お仕事あったんですか？」

　記憶の海から上がると、神様から外出がいしゅつの予定を告げられる。

　すっかり今日はバイトの定休日だと思い込んでいた僕は、つい問い返してしまった。

「今日はね、三ヶ月に一度開かれる『神会デナトゥス』の日なんだ」

「『神会デナトゥス』って……も、もしかしてっ？」

「ああ、そうさ。暇ひまな神達の会合だよ……【ランクアップ】した者の称号ふたつなを決める、ね」

　二つ名、と聞いて僕はぐっと肩を緊張させた。

　アイズさんの通り名である【剣姫けんき】。この称号も神様達から命名されたものだ。

　そしてもとをたどれば称号は、他ならない神会デナトゥスという神様達の論争の中から生まれる。

　そんな集会に、神様が出席するってことは……。

「ベル君がＬｖ．２になったからね、ボクもあの席の末端に入ることを許されたんだ。今日、君の二つ名も恐らく決めることになる」

　やっぱり！

　神様の言葉が予想を肯定する。僕は何度目とも知れない興奮を全身で味わった。

「わっ、わっ、わっ！　それじゃあ僕も、アイズさんみたいな通り名を頂いただけるんですよね!?」

「……偉く乗り気だね？」

「そりゃあそうですよ！」

　二つ名って言ったら冒険者の代名詞！

【ランクアップ】した者だけにしか与えられなくて、言っちゃえば神様達に実力を認められたってこと！　とても名誉であることに間違いない！

　あと、それに……！

「神様達が決める称号はどれも洗練されていて、格好いいじゃないですか！　【漆黒の堕天使ダークエンジェル】とか、聞いただけでも強そうって思っちゃいますよ！」


「…………ああ、そういうことか」



　僕が意気揚々いきようようとそう語ると──神様は訝いぶかしげな顔から一転、力のない笑みを向けてきた。

　具体的に言うと、すごい悲しそうな笑み。神様が、すごく遠い。

　あ、あれ？

　何でさっきより生温かい目で見られてるんだ……？

「そうだね。下界の者こどもたちにはまだ早過ぎる……」

「え……そ、それってどういう……」

「いや、何でもないよ。いつかベル君達にもわかる日が必ず来る」

　意味深なことを言い残して、神様は無言で支度をし始めた。

　僕はうろたえた顔で疑問を浮かべることしかできない。

『神会デナトゥス』って、僕が思っているものより……ち、違ったりするのかな？

　神様達が神意をぶつけ合う、厳粛げんしゅくな雰囲気のもとで進む会議って聞いてたんだけど……？

「じゃあ、行ってくるね」

「は、はいっ」

　準備を終えた神様がドアの前で振り返る。

　その姿がどこか死しに軍いくさに臨のぞむ戦士のように見えて、僕は声を上擦らせた。

　最後に神様は僕のことを見据え、キッと決然けつぜんとした表情で口を開く。

「ベル君、ボクは泥水をすすることになっても、必ず無難な二つ名を勝ち取ってくるよ……！」

　君のために……！　と神様はそんな誓いの言葉を言い残した。

　ギィィ──と音を立ててホームの扉が閉じる。

　やる気というか、是が非でもという必死さが滲にじみ出ていた神様の背中を、僕は汗を流しながら見送った。
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　神会デナトゥスとは、もとをたどると一部の神々が退屈しのぎに企画した一種の集会だった。

　ある程度自派閥ファミリアの実力と地盤を築き上げた神は、今を生きるという苦労を忘れ堕落期に突入しがちとなる。時間を持てあますようになった彼等は戯たわむれに同郷の者同士で集まることを覚え、些細ささいなことを喋しゃべり合っては暇を潰すようになったのだ。

　要はただの歓談であったのだが、ここで重要なのは、奔放ほんぽうな神達が一定周期で一ヶ所に集まる場が設もうけられたということだった。

　やがてその集会は参加する神が多くなるにつれ規模を広め、時代を経へるごとに目的を変えていった。ただの駄弁だべんは最新ホットな情報の共有となり、また意見を交わすことで相互の【ファミリア】だけでなく、ギルドと提携ていけいして都市全体を巻き込む『催もよおし』を企画するまでに至った。

　ほぼ有名無実とは言え、諮問しもん機関として認められている神会デナトゥスは一定の力を有し、その影響力は冒険者達にも及およんでいる。

　称号の進呈もその一端で、今ではもう恒例のものとなった。

「今回【ランクアップ】した子供は多いらしい」

「ああ、豊作って聞いた。楽しみだな」

　神会デナトゥスの会場は都市中央に位置する摩天楼バベル、その地上三十階。

　塔を改装し一つの階フロアを丸々まるまる使った大広間は、存在していた全ての仕切りが取り払われ、太く、長大な列柱が整然と並び遥か上の天井を支えていた。広い空間には巨大な円卓えんたくが中央にぽつんとあるだけで、他には何も設置されていない。奥の壁際には巨大な硝子がらすが周囲に張り巡めぐらされており、地上三十階の空に囲まれている。

　天井が異様に高いこともあって、まるで空に浮かぶ神殿しんでんにいるかのようだ。

「ここに顔を出す神もかなり増えたか」

「ひひっ、いなくなったやつも多いけどなぁ」

　一定間隔を空け円形の卓につく神の数は、ざっと数えただけでも三十は超える。つまりその数だけ、上級冒険者──Ｌｖ．２以上の冒険者──に匹敵ひってきする構成員を保有し、実力を認められた【ファミリア】がオラリオの中に存在するということだ。

　出席している顔ぶれは様々だった。口を真一文字まいちもんじに引き結び緊張の色を隠せない男神。巨大な象の仮面を被った謎の存在。両目を瞑り、微笑を浮かべながら会の始まりを待つ銀髪の女神。

　正装を指定されている『神の宴』と異なり各々おのおのが自由な服装でいる中、ヘスティアは、用意された席の上で周囲の者達を軽く眺ながめていた。

「案外落ち着いてるわね？」

「緊張する理由もないだろ？」

　ヘスティアは返答しつつ、隣の席にいる紅髪紅眼の神、ヘファイストスを見やる。

　煌きらびやかな紅髪を背に流す彼女の格好は薄手な上衣と黒のスラックス。男装に近い姿はその美貌びぼうもあいまって、異性同性問わず視線を引き寄せる魅力に溢あふれている。

　右眼に眼帯をした女神は緩慢かんまんに肩を上げてみせた。

「もっと張り詰めているかと思ったわ。いつもみたいに、ぐぬぅ～、って顔をして」

「……何かが変わるんならいくらでも呻いてやるさ。でも、そんなところを見せるだけ、周りのやつ等を楽しませるだけだろう？」

「ちがいないわね……」

　ヘファイストスの苦笑を肩で感じる間にも、いくつもの視線がヘスティアのぷにぷにとした頰にぐさぐさと突き刺さってくる。視線の出所である神達は、飛んで火にいる夏の虫と言わんばかりの嫌らしい笑みを作り、全く隠そうともしない。

　ヘスティアでなくとも彼等の考えなど見透みすかせる。奇跡とでも言うべき弱小【ファミリア】の成り上がりを、彼等なりのもてなし方で歓迎してくれるつもりなのだ。

「先に言っておくけど、私の発言なんて期待しないでよ。多数決の前じゃ、こっちの意見もたったの一票に過ぎないんだから」

「わかってるよっ」

　ヘスティアの語気が少し荒くなったところで、「じゃ、始めるでー」と間延びした声が響いた。

　ざわついていた円卓がすぐに静まり返る。声の主は立ち上がり、その朱髪を揺らした。

「第ン千回神会デナトゥス開かせてもらいます、今回の司会進行役はうちことロキや！　よろしくなー」

『イェー！』とやんやの喝[image: 采]かっさいと一緒に拍手が巻き起こる。大盛況だ。

　朱色の髪を後ろに結ゆわえたロキは、糸目がちの瞳を笑みの形に緩ゆるませながら手を上げた。

　ヘスティアは遠く離れた位置にいる彼女をじろっと見つめつつ、不満げそうに呟く。

「何でロキが司会進行役なのさっ」

「自分から買って出たらしいわよ？　何でも、『遠征』で【ファミリア】の団員ほとんどがホームから出払っちゃったから、手持無沙汰てもちぶさたらしくて」

「ふんっ、暇なやつ」

　日頃の仲の悪さも手伝ってヘスティアは悪態をこぼす。

　そんな彼女の愚痴ぐちを知ってか知らずか、ロキはその細い目をちらりとヘスティア達のもとに飛ばしたが、今は無視するかのように自分の役目に従事する。

　いつもと異なりすぐ突っかかってこない彼女に、ヘスティアは少し訝しげな顔をした。

「よぅし、サクサクいくで。まずは情報交換や、面白いネタ報告するもんおるかー？」

「ハイハーイ！　ソーマ君がギルドに警告食らって、唯一のご趣味を没収されたそうです！」


『なんだってぇ────────────────────────────!?』



「で、ソーマの趣味ってなに？」「全く知らねえ」

「あー、もしかせんでも、エイナちゃんの仕業しわざかぁ……」

「まさかの孤独神ソーマ様ネタが来たー！」

「続きは、続きはどうなったんだ!?」

「膝を抱えて部屋の隅から動かないらしい！」

「見てぇえええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

「俺ちょっとソーマ君くん慰めに行ってくる！」

「オイ」「傷口に塩ぬる気満々じゃねーか」

「すまない。話の腰を折るようで悪いんだが、真面目な話、王国ラキアがまたオラリオに攻め込む準備をしているらしい」

「ほんと突然だな」

「ていうか、また軍神アレスかよ」

「あのバカ神そろそろ何とかした方が良くないか？　正直うっとおしいぞ」

「何で国の中じゃあんな信仰あるんだ、アイツ」

「どこか憎めない性格してるからかな。子供達はああいうの好きそう」

「容姿が抜群だからだろ。普通に『美の神』ともためを張れる。あ、俺はフレイヤ様一筋ですよー！」

「脳ミソは筋肉なのにな」

　ふざけた内容から真剣な話まで、円卓の上で行き交う話題は忙せわしなく、二転三転していく。

　弛緩しかんした空気はそのまま、神達は各々の話を好き勝手に喋っては他の意見に嚙かみ付いていった。

　目の前の無秩序むちつじょな光景に、前もって予想されていたことではあるが、神会デナトゥスに初参加のヘスティアはうんざりした顔をする。

　収拾などとてもではないがつきそうもなかったが──「よし一回黙れ！」と司会が一喝いっかつすると、周囲の声は噓のようにすぐ途絶とだえた。

「うっし。まとめとくと、今気にしとかなあかんのは王国ラキアの方やな。一応ギルドに報告しとく。まぁウラノスのジジイのことやから、独自に情報は摑つかんでそうなもんやけど。ここにいるもんの【ファミリア】は召集かけられるかもしれんから、よろしくな？」

『了解』

　ロキは提供された情報を簡潔にまとめ、要点だけを抽出していった。神会デナトゥスはオラリオの主要な【ファミリア】の主神が集まるだけに、注目度の高い情報を伝達する役割も持っている。

　その後もロキは淡々たんたんとその場を進めていき、もうあらかた話題が出つくしたことを確認すると……彼女は一拍いっぱくあけて、ニッと口を吊つり上げた。

「なら、次に進もうか。命名式や」

　緊張が走る。

　ロキのその発言を皮切りに、それまで口を閉ざしていた数名の神が一気に顔色を変えた。押し黙るヘスティアもその中の一人だ。

　他方、ニマァ、と。

　神会デナトゥス常連である一部の神々が、これみよがしにゲスな笑みを作った。

　悲劇うたげの始まりである。

「資料は行き渡ってるなー？　なら行くでー？　んじゃあ、トップバッターは……セトのとこの、セティっちゅう冒険者から」

「た、頼む、どうかお手柔らかにっ……!?」


「「「「「「「「「断る」」」」」」」」」

「ノォォォォォォォォォォォォォォォォォ！」



　神と下界の者達の感性は、神々が下界の文化を享受きょうじゅしているところからわかる通り、ほぼ似たり寄ったりだ。超越存在デウスデアだからといって人知を超えた感覚を有しているなど、そういった感受性の齟齬そごというものもなく、子供達のそれと大差ない。

　しかしである。

　命名の感覚センスだけはその限りではない。

　神がおかしいのか、子が愚おろかなのか。

　神々が前衛的すぎるのか、子供達の時代が追い付いていないのか。

　真偽しんぎは定さだかではないが、ともかく、子供達が目を輝かせる裏で神達は身悶えてしまう『痛恨つうこんの名』が確かに存在する。

『──決定。冒険者セティ・セルティ、称号は【暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター】』

「イテェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッ!?」

　そして神会デナトゥスではそんな『痛恨の名』が大量生産される。

　性根の悪い特定の神達が、酸欠に陥おちいりかねない笑いの衝動を得たいがために、子供達には畏敬いけいさえ抱かれている二つ名を連発するのだ。

　称号を授かり誇らしげにする子供と、発狂する神々、彼等はその両名に指をさし、今日も床を転げ回るのである。十中八九、後世で語り継がれるであろう『神話』の一つだ。

「狂ってる……」

「あんたの気持ちはよーくわかる……」

　悚然しょうぜんと呟つぶやくヘスティアに、「私も最初そうだったし」と同調するヘファイストス。紅くれないの左眼がどこか遠くを見つめていた。

　神会デナトゥス、とりわけ二つ名の命名式では、新参の神の扱いは大概酷い。

　上位【ファミリア】を率いる格上の神達が、神会デナトゥスでは一日の長があるのをいいことに、ここぞとばかり新人嬲なぶりを始めるのだ。絶叫してはバタバタと崩れ落ちていく者達と、ゲラゲラと笑い声を上げる者達、両極端の陣営を見て、ヘスティアは惨むごいと顔を背そむけた。

「ほい、次。タケミカヅチんとこの……おおぅ、めっちゃ可愛えぇ、この子。えーと、極東の方の生まれで名前が後やから……ヤマト・命ミコトちゃんやな」

　あらかじめギルドに請求していた、手もとの資料にロキは目を落とす。

　資料には名前の他に人物情報プロフィール、そして冒険者登録の際に描かれた写実的な似顔絵が貼り付けてある。周囲の神達もぱらぱらと羊皮紙の束をめくりながら「ほぅ？」と口を揃えた。

「こいつは……レベル高いぞ」

「やっぱ黒髪はいいなー」

「うーん、流石にこの子にはちょっと……」

「そうだな、こんないたいけな娘こに残酷ざんこくな真似まねをすると……胸が熱くなる、じゃなかった、良心が痛むな」

「ほ、本当かっ!?」

　神会デナトゥスにて悪意だらけの二つ名を回避する方法はいくつかある。

　手っ取り早い方法は会の始まる前から有力者達に金品を貢みつぎ回ることだが、これは大抵法外な額を要求されるので、発展途上で財産力が整ってない【ファミリア】には難しい。

　総そうじて多いのは、今論議が起こっているように、構成員の人物像キャラクターがよっぽど神達に気に入られた場合だ。こちらは比較的、女性の方が見込みは高い。

　暗雲に差し込んだ一筋の光明に、頭髪を角髪みずらにした男神、タケミカヅチは慌てて席から立ち上がる。

「だが、タケミカヅチ、てめーがダメだ」

「この天然ジゴロがぁ……」

「女神だろうが子供達だろうがぞっこんさせやがって……」

「このロリコンめッ！」

「な、なに言ってんだ、お前等!?」

「きっと命ちゃんも……」

「ああ、この想い届かぬというのならいっそこの手で……フヒヒ」

「てめぇ等ぁ……!?」

　神ほど気まぐれな存在はない。

　ぬか喜びに終わったタケミカヅチは思い切り歯を食い縛る。

「よし、命ちゃんに引導いんどうを渡すのはオレだ！　【未来銀河フォーチュンギャラクシー】！」

「ミコトちゃん、君はいい女の子だったが、君の主神がいけないのだよ。【零落聖女ラストヒロイン】」

「おい、よせっ、止めろ！　命はっ、命は手塩てしおにかけてここまで育ててきたんだぞ!?」

「【天使テ・シーオ】」


「「「「「それだ」」」」」



「もう許してやれよ」

　始まってから最高潮の盛り上がりを見せる神会デナトゥス。

　ヘスティアやヘファイストスも何度も意見を口にするのだが、まるで相手にされない。

「じゃあ、命ちゃんの称号は……【絶ぜつ†影えい】に決まりで」

『異議なし』

「うわぁ、うわぁあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　頭を両手で抱え慟哭どうこくを散らす気のいい神友しんゆうを、ヘスティアは気の毒そうに見やった。今夜は酒を奢ってやろうと心の中で約束する。

　武神ぶしんとまで言われた男神おとこが血涙けつるいを流したその後も、犠牲者は絶えることはなく。

　阿鼻叫喚あびきょうかんの光景はしばらく続き、そして中小【ファミリア】があらかた出つくすと、今度は都市上位の【ファミリア】の出番となる。

【ヘファイストス・ファミリア】に続き【ガネーシャ・ファミリア】、【イシュタル・ファミリア】と、そうそうたる【ファミリア】の団員名が列挙れっきょされていった。

「……フレイヤぁ、今期はおたくの子は【ランクアップ】していないみたいだけど、暇を持てあましているわけ？　こんなところにわざわざ顔を出すなんて、あの天下のフレイヤ様が？」

「ええ。天界の時もそう、退屈は私達を殺す毒だわ。つい足を運んでしまったの、イシュタル」

　一度神会デナトゥスに参加した者ならば、その後の会議にも出席できる権利がある。

【ランクアップ】した構成員がいなければ別段この場に居合わせる意味もないのだが、暇を潰したい神達は進んで参加しようとする。率先そっせんして二つ名を決めようとする神々がいい例だ。

　言葉の端々はしばしに嘲弄ちょうろうを臭わせる『美の神』イシュタルに、同じ美神であるフレイヤは涼しく微笑を向けた。

「へぇ、そうかい。暇って言えば、おたくの子も相当なんだねぇ。中層にとどまってミノタウロスと来る日も来る日も格闘していたんだろ？　子は神おやに似るのかい？」

「ふふ、そうかもしれないわね」

「あぁ、そういえば、上層にミノタウロスが紛まぎれ込んだって聞いたけど……まさかぁ、おたくのところの仕業だったりするのかい、フレイヤぁ？　もしそうだったとしたら、ギルドは何て言うだろうねぇ？」

「それが聞いてちょうだい、イシュタル。私の眷属こがミノタウロスと遊んでいたら、覆面ふくめんをしたアマゾネス達が襲いかかってきたらしいの。そのどさくさに紛れてミノタウロスは暴走してしまって……全く、不躾ぶしつけだと思わない？　神おやの顔を見てみたくなってしまう……」

「……ッ！」

　褐色かっしょくの肌の上から極めて煽情せんじょう的な服装を纏まとうイシュタルが、その顔を盛大に歪ゆがめた。一方でフレイヤはクスリと笑った後、話はもう終わりというように両の瞼を閉じる。

　今、巷ちまたで冒険者達を騒さわがしている事件の真相しんそうは闇やみの中となった。少なくとも、この場にいる神達の認識ではそうなった。

　絶世ぜっせいの美貌びぼうを誇る美神同士のやり取りを、周囲の神達は含み笑いをして見守る。

（アマゾネスってことは、またイシュタルがフレイヤにちょっかいを出したのかしら？）

（さぁね。まぁ、似たようなことはあったんだろう。イシュタルがフレイヤを目の敵かたきにしているのは今更だし）

（それでフレイヤの方は軽くあしらってる、と。……どっちが綺麗かだなんて、あの二人のところまでなると不毛のような気がするんだけどね）

（イシュタルに言ってあげなよ）

　耳を寄せ合ってヘファイストスと小声で話す傍かたわら、ヘスティアの瞳はフレイヤにそそがれた。

　ミノタウロスの事件はベルが巻き込まれただけにヘスティアにとって他人事ではない……が、フレイヤの言葉も、イシュタルの言葉も鵜呑うのみにはできない今、問い詰める真似もできない。濡ぬれ衣ぎぬはヘスティアの望むところではなかった。

　視界の中で笑っている女神が気にはなりつつも、彼女は勘繰かんぐることは止めにした。

「ほいほい、茶番はそこまでにしとき。話もとに戻すでー。今度の冒険者は……ぬふふっ、大本命、うちのアイズや！」

「【剣姫けんき】キタァー!!」

「姫ひめは相変わらず美しいな」

「ていうかもうＬｖ．６かよ……」

　脱線しかけていた命名式が、アイズ・ヴァレンシュタインの名前で再び勢いを持ち直す。

　神達がぺらりと資料をめくると、羊皮紙に描かれている似顔絵が現れ、一人の少女が精緻せいちな人形のような表情で真正面を向いていた。

　下界の者につけられる二つ名は【ランクアップ】する度に改名する余地を得る。一度おかしな名をつけられたとしても、次回の神会デナトゥスまでに何かしらの策を講こうじていれば、文字通りの汚名返上も可能ということだ。

「アイズちゃんは別に無理に変えなくていいんじゃないか？」

「だな」

「変えるとしたら、【剣聖】とか？」

「え～？」

「アイズたんのイメージとはちょっと違うだろ、それ」

「まぁ、最終候補は間違いなく【神々オレたちの嫁】だな」


「「「「「「「「だな！」」」」」」」」



「殺すぞ」


「「「「「「「「すいませんでしたぁぁぁ!!」」」」」」」」



　恥晒はじさらしの称号を回避する手段の一つとして【ファミリア】の勢力拡大も挙あげられる。

　早い話、『あの【ファミリア】に因縁いんねんをつけられたら不味まずい』と周囲に思わせればいいのだ。報復が待っていると知って自爆する神はいないからである。

　ロキの射殺すような眼光に、調子に乗っていた神達は全員、円卓へ額ひたいを振り下ろした。

「ったく、喧嘩売る相手は選べっちゅうに。まぁええ、進むで。……ん、次で、最後やな」

　ヘスティアはぐっと息を吸って、溜ためた。

　手もとの資料は残すところあと一枚。神会デナトゥスが始まる直前、最後の最後に滑すべり込んだこともあって、その冒険者の関連情報は申し訳程度しか記載されていない。

　ついこの間まで完璧に無名であった、【ヘスティア・ファミリア】所属。

　ベルだ。

「本当にＬｖ．２になったのね、あんたのとこの子は……」

　確かに【ランクアップ】を認めたというギルドの印影が羊皮紙に施ほどこされているのを見て、ヘファイストスが目を細める。

　親友の呟きを聞くわけでもなく耳にしながら、ヘスティアは視線を周囲に走らせた。

　沢山の笑みがある。料理の豪華献立フルコースを締しめくくるデザート、それを待ってましたと言わんばかりの、意地汚そうで、下品な笑みだ。

　最初で最後の正念場だとヘスティアは己おのれに言い聞かせる。

　ベルにああ言った手前、碌ろくな対策も用意していないのだが、「そこはボク達の愛と勇気の力で……！」と気概を募つのらせていた──その直後。

　ロキが静かに席から立ち上がった。

「……ロキ？」

「二つ名決める前になぁ、ちょっと聞かせろや、ドチビ」

　周囲の反応は一切無視し、普段にはない棘とげを滲にじませながら、彼女はその細い目をすっと開く。

「一ヶ月半でうちらの『恩恵』を昇華しょうかさせるっちゅうのは、一体どういうことや？」

　バンッ、と。

　ベルの資料の上から手の平を卓に叩きつけ、ロキは瞠目どうもくするヘスティアを鋭く見据えた。

「うちのアイズでも最初の【ランクアップ】を迎えるのに一年、一年かかったんやぞ？　それをこの少年は一ヶ月やと？　なにアホ抜かしとんねん」

　八年前だ。

　当時八歳の少女が、身のほども弁わきまえない異常な速度でＬｖ．２に登りつめたことは記憶に新しい。しかもそれも、他種族と並べて身体能力や叡智えいちが遥かに劣おとるヒューマンがだ。

　過去のＬｖ．２到達最高速度と同記録であったその偉烈は、オラリオを、世界を大いに騒がせたのである。

「うちらの『恩恵』はこういうもんやない。一ヶ月そこそこで子供らみんなが器を一変させたら、世話ないっちゅう話や。それができへんから、どいつもこいつも苦労しとるんやろうが」

『神の恩恵ファルナ』は決して即席の力ではない、とロキは言う。

【ステイタス】はあくまで切っかけに過ぎない。その者の生涯の内で具現化することのない可能性を掘り起こし、形にすることで明確な能力として発現させる。

　アビリティ、スキル、魔法。それら全ての能力はその者の内側に潜在する『素質』という名の刃だ。それが積み上げられる様々な歴史──【経験値エクセリア】を通してもとの姿からかけ離れ、進化、あるいは頽廃たいはいし、変容する。土の中に埋まる種は環境によって異なる花を咲かすのだ。

　故に、促進剤。

『神の恩恵ファルナ』は外部からもたらされる万能の力ではなく、誤解を恐れずして言うならば、究極的な自己実現の鍵かぎである。

「おいこら、ドチビ、説明せえ」

「……」

　凄すごみを利かせてくるロキに、ヘスティアは胸中でだらだらと汗を流す。

　不味い、非常に不味い、と。

　ベルのスキル【憧憬一途リアリス・フレーゼ】の存在が明るみになった瞬間、この場は祭りとなる──そもそもそれを恐れていたからこそ、ベル本人にも背中ステイタスに未だしっかりと刻まれている【憧憬一途リアリス・フレーゼ】の情報を内密にしていたのだ──。最速記録レコードを樹立じゅりつしたという事実と相乗そうじょうして、この場にいる神全員がベルのもとに殺到するかもしれない。

　守秘義務を貫つらぬくか。しかしそれではベルに何かがあると言外に告げているようなものだ。ロキを納得させるだけの上手い言い訳を差し出すのが一番の得策だが、そんなものすぐに思いつく筈はずもない。

　既にはまってしまった蟻地獄ありじごくから、懸命けんめいに腕を振って脱出しようとする己の姿を、ヘスティアは頭の中で思い浮かべてしまった。

「言えんのか？　まさか神うちらの力を使ったんじゃないんやろうな？」

「そ、そんなことするわけないだろうっ！」

「じゃあ、ほれ、言ってみい。後ろめたいことがなかったら、楽勝やろう」

「うっ……」

　禁止されている『神の力アルカナム』の行使……ベルを『改造』したのかという指摘に声を荒あららげ反発するが、言葉巧たくみにまんまと誘導され返答を促うながされる。

　隣にいるヘファイストスも流石に口を挟はさめないようで、非常に困った顔をしていた。

　今や円卓中の視線という視線がヘスティアに集中していた。興味を覗のぞかせ、一言一句も聞き逃さないようにしている神達の姿勢に、発汗はっかんがいよいよ最高潮に達する。

　万事休ばんじきゅうすか、とヘスティアが諦めかけた、次の瞬間。

「あら、別にいいじゃない」

　美しいソプラノの声が響き渡った。

「……ぇ？」

「あぁん？」

　ヘスティアに向けられていた視線が離れ、一斉いっせいに声の主のもとへ引き寄せられる。

　椅子に深く座るフレイヤは、動じることもなく、あっけらかんと言葉を続けていった。

「ヘスティアが不正をしていないというのなら、無理に問いただす必要はないでしょう？　【ファミリア】の内部事情には不干渉、とりわけ団員の能力ステイタスは禁制タブーなのだから」

　一筋の銀髪をすくい、耳へ流す。

　大して関心もなく、ありのままの事実をただ告げるかのように、フレイヤはロキの言及に歯止めをかけた。

「……一ヶ月やぞ？　この数字の意味わかっとんのか、色ボケ女神」

「ふふ、どうしてそこまで強情になっているの、ロキ？　私には、今の貴方あなたの態度の方がよっぽど不思議に思えるけれど。……もしかして、焼やき餅もち？　自分のお気に入りの子供の記録が、ヘスティアの子に抜かれたから？」

「んなわけあるか」

　吐き捨てるロキに対し、フレイヤは「本当かしら？」と微笑を崩さない。

　眉まゆを逆立てたロキは口を開きかけたが、寸前で踏みとどまった。あたかも先程のヘスティアとのやり取りを巻き戻すかのように、自分の発言が誘導され上手く丸め込まれる光景を、フレイヤの笑みから読み取ったからだ。

　ちッ、と舌打ちをした後、胡散うさん臭げな顔で、ロキは旧知の女神にじろじろと視線を送る。

「確かに数字単体を受け取れば耳を疑ってしまう……でも、この子は奇跡的にもあのミノタウロスを倒したのでしょう？　Ｌｖ．という差を覆して」

「……」

「強引に推理をしてもいいのなら、このミノタウロスが因縁の相手だった場合、獲得した【経験値エクセリア】はこの子にとって特別な意味を持つ……【ランクアップ】することだってありえるかもしれない……と、私は思うけれど？」

　フレイヤの一言一言によって神会デナトゥスが翻弄される。

　神達が読み進めていく【ベル・クラネル】の資料には、過去の特筆すべき出来事として、ミノタウロスとの二度に渡る遭遇そうぐう、うち一回はこれを撃破とある。理にはかなっているフレイヤの見解に周囲の神は「ふむ」と同調の意を示しかけ、ロキさえも口をへの字に曲げた。

　神が下界の者に『恩恵』をもたらすようになって約千年。

　自分達さえまだ知らない可能性が眠っていることは否定できない。今回のような逸脱いつだつした成長の現象が起こっても、何ら不思議はないのではないか──と、フレイヤは遠回しに告げる。

　それから暫時ざんじの空白を置き。

　興味は湧くが、少なくともベル・クラネルの実態を無理に暴あばく必要はない……と派閥間ファミリアの規則ルールにも則のっとった声が上がるようになり、やがて一部を除いたこの場の総意となった。

　フレイヤは静かに一笑し、優艶ゆうえんな仕草しぐさでヘスティアに流し目を作る。

　そっと向けられた銀の視線に、ぽけっと状況に取り残されていたヘスティアは、瞬まばたきを繰り返すことしかできなかった。

　間を置かず、フレイヤは用意されていた席から立ち上がる。

「あれ。フレイヤ様、帰んの？」

「ええ。今から急用があるから、失礼させてもらうわ」

「せっかくだし、ロリ神の眷属この二つ名を決めてからにしない？　最後の最後だしさぁ」

「ふふ、悪いけれど、そういうわけにもいかないの」

「でも、そうね……」とフレイヤは立ったまま資料を手に取り、ベルの似顔絵を見下ろして、言った。

「どうせなら、可愛い名前を付けてあげてね？」


「「「「「「「「「「「「「「オッケーッ!!」」」」」」」」」」」」」」



　美神の今日一番の微笑みに、男神達は清々すがすがしい笑みとともに満場一致まんじょういっちしてみせた。女神達は生塵なまゴミを見るかのような白けた視線を彼等に送る。

　フレイヤは最後にもう一度笑みを漏もらし、円卓に背を向けた。

「よし、ちょっと本気出して二つ名決めるか」

「おうとも」

「しかしこのヒューマン……完全にノーマークだったなぁ」

「むしろ見越してたやつがすごい」「噂も評判も何も入ってきてないぞ」

　俄然がぜん真面目に、そして積極的にベルの二つ名について論じ合う神達。

　ヘスティアは先程までの雰囲気とは一変した神会デナトゥスを前にしばらく黙っていたが、首を回して隣のヘファイストスを見上げた。どうなっているの、と。

　彼女は少々うんざりした顔で、わからないわよ、と肩をすくめてみせた。

「というか情報少な過ぎ。参考にならん。ギルド手抜きにもほどがあるだろう」

「【ランクアップ】したのが神会デナトゥス直前で、滑り込み参加らしいからな。しょうがない」

「外見、特徴……白髪に赤い眼……ウサギ……兎吉ピョンきちとかは？」

「いや、それ既に中古。ヴェル何なんとかとか言う鍛冶師スミスが自分の防具さくひんにつけてた」

「神より先に行くとか……!!」

「ヴェル何なんとか……一体何者なんだ」

「うーん、ガネーシャ様、なんか意見ないー？」

「……俺が、ガネーシャだ！」

「ハイハイ、ガネーシャガネーシャ」

「いざマシな名前決めようとすると、中々ピンとくるもの出てこないなー」

　男神を中心にあーでもないこーでもないと論じ合いが続いていく。

　取りあえず危機は回避されたのかと、ヘスティアは首を傾げていたが、そこに。

　ふっ、と彼女の体に影が差した。

「……ロキ？」

「……」

　側で立っていたのはロキだった。己の席から離れ、ヘスティアを真まっ直すぐ見下ろしている。

　むっつりとしていて、そしてどこか機嫌の悪さを滲ませながら、彼女はぼそっと呟いた。

「……注意しとけよ、ドチビ」

「えっ？」

「目を光らせとけって、そう言っとるんや。ドチビにこんな忠告するような真似すんのも癪しゃくやけど……あのアホに好き勝手やられるのは、今のうちにはよっぽど我慢ならん」

　コケにしおって、とロキは顔を上げて忌々いまいましそうに口にする。

　彼女の視線を追うと、フレイヤが銀の長髪を泳がせ、ちょうど部屋を後にするところだった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。注意しろって、一体何を言ってるんだよ？」

　言っていることが摑つかめず、思わず聞き返すと、ロキは眉根を寄り合わせた。

　わからないのかと言うようにヘスティアを一頻ひとしきり見つめた後、ぐっと自分の鼻を彼女のものに近付ける。

「アホウ、気付け。あの女神オンナが、子供オトコを庇かばったんやぞ？」

「っ……？」

　しばし思考が追い付かず、ヘスティアは眼前の眼差しにたじろぐことしかできなかった。

　ロキは顔を上げ、呆あきれたかのように鼻を鳴らす。

「かっ、本当にわからんのか。幸せなやっちゃ。……まぁええ、そもそもうちには関係ないし」

　あほくさ、と呟いてロキは自分の席に戻っていく。

　一部始終を目の当たりにしたヘファイストスに見守られながら、ヘスティアはロキの背中を見つめ、それからフレイヤの出ていった扉の方に目を向けた。

　ロキの言葉を反芻はんすうする。

　そして美の神が自分に向けた、あの意味ありげな笑みを思い出す。

　……フレイヤが庇った？　……あの子を？

　とある可能性が、ヘスティアの胸の中に芽生めばえかけようとしたその時。

　彼女の思考を遮さえぎるように、円卓がドッと爆発した。


『『『『『『『『『『『決まったぁー!!』』』』』』』』』』』
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　異様、と言えるほどではないが。

　ギルド本部の広い室内は、ある種の緊張感に包まれていた。

（みんな殺気さっき立ってる？）

（そんなんじゃないと思うけど……）

　ほっそりと尖った耳に口を寄せてくるミィシャに、エイナは小声で答えた。

　場所は彼女達の仕事場であるロビーではなく、いくつもの作業机デスクが並ぶ広い第二事務室だ。

　広い室内は普段とは異なり、低い静けさを滞留させている。

「チュール、聞いているのか？」

「あ……す、すいませんっ、班長」

　目の前の呼びかけにエイナははっと意識を戻す。隣にいるミィシャも慌てて姿勢を正した。

　彼女達の前には、椅子に腰かけた獣人の男性がおり、エイナの作成した数枚の書類を片手に冷静な視線を向けてきている。

「繰り返すが、これでは……Ｌｖ．１の冒険者に『死ね』と言っているようなものだ」

「はい……」

「提出させておいて悪いが、ギルドとしてはこんな情報を公開するわけにはいかない。……冒険者ベル・クラネルの成長模範モデルはお蔵入くらいりだ」

　ですよね、とエイナは恐縮そうにしゅんと立ちつくす。

　──単独迷宮探索ソロ・プレイを行い、『キラーアント』を中心にひたすらモンスターを狩り続け、最後には『ミノタウロス』を一対一で真まっ向こうから撃破せよ。

　ベルのＬｖ．２到達の秘訣かていの要約は、このようになる。

　この活動記録をそのまま短期間【ランクアップ】条件と銘打めいうって冒険者達に公開した暁あかつきには、非難殺到間違いなしである。

　舐なめているのか、と。

「……この件は誤魔化ごまかしておく。上は私が説得しておこう」

「申し訳ありません……」

　線が細い顔付きの上司は、エイナの作成した報告書をもう一度見やって、自分の作業机デスクにしまい込んだ。恐らく、人目に晒されることは以後ないだろう。

　頭に生える毛並みのいい獣耳をくりくりとかきながら、彼は何とも言えない顔を浮かべた。

「チュール、それと」

「何でしょうか？」

「あまり軽率けいそつな真似はしないように」

「……はい、今後は注意します」

　最後に朝の一件──個人情報を大声で叫び散らしたこと──を注意され、エイナは深く頭を垂たれた。大目に見てもらっている、と部下思いの上司に感謝すると同時に、己へ溜息ためいきをつく。

　一拍置いてからエイナ達の上司は顔の向きを変え「次に、フロット」とミィシャを呼ぶ。

「は、はいっ」

「……神会デナトゥスへ提出する資料のできが酷い。特に最後のベル・クラネルのものは」

「は、班長～っ。あんな直前に【ランクアップ】申請されて、時間なかったんですよ～!?　私だってあの土壇場どたんばで頑張ったんですから、手抜きだとか言わないでくださぁ～い」

「お前の言い分もわかるが……全体的に雑だった。神達から苦情から届いた場合、フロット一人で対応しろ。流石に私も助けられん」

「ふぇ～ん、エイナァ～」と泣きながら肩に抱き付いてくるミィシャに、エイナは二度目の溜息をつく。上司に背を向けられた後「行ってよし」と告げられ、その場を離れた。

　彼女達はロビーにはすぐに帰らず、部屋の隅に備そなわっている給湯室へ寄っていく。

　使い慣れた魔石装置を操作し、すぐに湯気ゆげの立つ紅茶が二人分できあがった。

「はぁ。やってくれたよねぇ、エイナの弟君……」

「弟って……でも、ミィシャの場合はベル君だけのせいじゃないでしょ？」

「聞こえないよっ、何も聞こえなーいっ」

　サッ！　と小さな背を向けるヒューマンの友人に、エイナは呆れた顔。

　桃色の髪が揺れ、今は少し丸まっている背中が紅茶をすする。

　学区がっくに所属していた時から何も変わらない友人の姿に、思わず苦笑が漏れた。

「話変わるけどさぁ、やっぱり班長達落ち着きがない感じ？　そわそわ～、って」

「うん、まぁ、いつもとは違うよね……」

　部屋の隅から眺めると、室内にいる者達からは落ち着きが感じられなかった。

　多くの職員が同じ場所を歩き回っており、椅子に座る者も頻りに時計を確認している。普段ならば絶たえることのない羽根ペンの走る音が、今はすっかり消えてしまっていた。

　実のところ、エイナ達はこの雰囲気の原因に察さっしをつけているのだが。

「十五時過ぎてるし……終わってるよね、神会デナトゥス？」

「多分ね。結果報告はもう届いていると思うけど……」

　神会デナトゥスの後は恒例的に目の前の光景を見かけるようになる。

　この時の職員達の興味関心は、ずばり冒険者達の二つ名だ。神々が授ける称号は下界の者を打ち震わせ脱帽させるものばかりで、誰もが神会デナトゥスの結果を自分のことのように待ちわびる。

　上司達も浮かれ立つものなのかと、いつもはロビーでこれと全く同じ光景を見ているエイナとミィシャは、そんな感想を抱いていた。

「エイナも気になる？　今度はどんな称号が出てくるか」

「私は……ううん、そうだね、今回はちょっとだけ気になってるかな」

「やっぱり？　私もさ、担当してる冒険者が【ランクアップ】したから楽しみにしてるんだぁ」

　二人が会話に花を咲かせていると、やがて前触れなく、バタンッと。

　勢いよくドアの開く音が鳴り、部屋にいる者達は一斉に振り向く。

　扉の前には、息を切らしている職員が書類の束たばを持って立っていた。

「来た、届いたぞっ！　神会デナトゥスの結果！」

「やっとか！」

「おい、見せてくれ！」

　彼等の行動は速かった。

　業務そっちのけで、我先にと部屋の出入り口へ押し寄せる。群むらがりはやがて円になり、二つ名の記された何枚もの羊皮紙が目まぐるしく沢山の手に渡っていく。

　すぐに讃嘆の声があちこちで漏れ始めた。

「おい見ろよっ、この二つ名」

「おお、すげぇ……」

「流石だ」

「ああ、まるで敵かなわん」

「やはり神は俺達とは違う。【美尾爛手ビオランテ】だなんて……鳥肌が立ってきた」

「ゾクゾクするよな」

「神は簡単にこんな称号を頭からひねり出すんだろうな。やっぱり敬うやまうべき存在だよ、彼等は」

　男性職員を中心に賑にぎわい出すギルド本部。

　何か通じるものがあるのか互いに意気投合し合い、エイナ達の上司もさりげなく輪の中に交ざり声を唸うならせていた。別の部署からいつの間にか来た女性陣の黄色い声も後を絶たない。

　弾む多くの声に、ぽつんと置き去りにされたミィシャははっと肩を揺らした。

「で、出遅れた……！　行こう、エイナ！」

「あ、うん」

　駆け出すミィシャの後に続く。人垣ひとがきをつついて二つ名の一覧リストを見せてもらえるよう交渉する彼女を視界に、エイナはベルの顔を頭の上に描いた。

（う～ん、あんまりごつい名前じゃない方がいいかなぁ……）

【鮮血の冒険者ブラッディ・ガイ】とか命名されていたらどうしよう……と、エイナは今度ベルに会った際の光景──胸を張る少年と汗を湛たたえ言葉を慎重に選ぼうとしている自分──を想像する。

　名ばかりとまでは言わないが、そういった方面の二つ名は少しベルに似合わないような気がした。苦笑を浮かべつつ、質実なところに落ち着きますようにと、エイナは少々そんなことを願ってしまう。

「エイナ、もらったよー！　ほら、早く～！」

　手招きするミィシャから一覧リストを受け取る。

　冒険者とその二つ名がずらっと書き記される数枚の羊皮紙。上から順に目で追っていき、二枚目、三枚目、と紙をめくり。

　そして最後の頁ページに辿り着いたところで、一番下にお目当ての名前を発見した。

「──あははっ」

「ん、ベル君のやつ？」

　思わず笑声がこぼれた。

　頰を緩め、小振りな唇が柔和にゅうわな笑みを作り上げる。

　肩越しから覗き込んでくるミィシャを隣に、エイナはその二つ名を読み上げた。

「【リトル・ルーキー】だって」
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「……」

　ぼんやりと、白い天井を見上げる。

　一人しかいない教会の隠し部屋で、僕はソファーに寝転がっていた。

　何をするわけでもなく、仰向あおむけのまま無為むいに今を過ごしていく。チクチク、チクチク、と一定の間隔で降ってくる秒針の音が、淡々と時間の経過を告げてきた。

　ミノタウロスと対決してから三日。

　少し、癖くせになっている。こんな風に取りとめもなく、ぼーっと時間を過ごすのが。

　僕はあの闘いの後、二日間バベルの治療室で眠り続けていた。

　戦闘の反動……肉体の酷使こくしと精神力マインドの急激な消費に頭と体は付いていけず、完全に音を上げてしまったのだ。まるで死人のように、それこそ泥のように眠っていたらしい。半分目覚め切っていない視界に映った、神様と、リリの安堵あんどの表情は今でも鮮明に思い出せる。

　それから神様とリリにこっぴどくお叱りを受け半日、そしてもう半日を休息──今みたいな体勢で過ごした。

「レベル、２……」

　Ｌｖ．２に到達した。

　素直に嬉うれしい。これは本当。

【ランクアップ】したって聞いた時は浮かれ切っていた口だし、何より憧憬あのひとに近付けたっていう証あかしが、背中を頻しきりに熱くさせる。

　……ただ、あのモンスターを、ミノタウロスを倒したという実感の名残りが消えない。

　熱さとは無縁の透明な余韻よいんにずっと浸っている。無気力とかじゃなくて、泉の水面に浮かぶように、不思議な感情に身を任せ続けている。

　達成感と言うには少し乱暴で、解放感って言うには少しずれてる。

　喪失感……って感じるのも、間違いじゃないような気がする。

　言葉じゃ上手く言い表せないけれど、確かなのは、ミノタウロスという存在はそれほど僕の中で大きかったということだ。

【ランクアップ】したという事実より、ミノタウロスを倒したという意味の方が重いと、そう思えるほどに。

「……」

　腰の辺りをまさぐって、目当てのものを摑つかむ。視界の上にそれを持ち上げた。

　鋭い突起とっき。砕けて、ひび割れて、今は長い短刀のように形状を変えた一本の角。

　ドロップアイテム『ミノタウロスの角』。

　全てが灰に還かえったミノタウロスの体の中で、これと『魔石』だけが残ったらしい。『魔石』の方はもう換金してしまったけれど、僕はこれだけは手もとに残しておいた。

　魔石灯の光を浴びる角の表面を軽く引っかいて、削けずる。

　白い粉がぱらぱらと降ってくると、もともと中身がそうだったのか、それとも僕の魔法の影響なのか、赤緋に染まった内部の芯があらわになった。

　剛強ごうきょうな片角。

　最後まで僕に襲いかかってきたミノタウロスの武器。

　耳の裏側で、頭のどこかで響き続けていたあの猛牛の咆哮ほうこうが、今は遠い。

　もう何も物言わなくなった角が、静かに決別を言い渡してきたような、そんな気がした。

「……うん」

　立ち上がる。体は軽かった。

　たった今からまた気持ちを切り換えようと、最後に紅色の角へ視線を落とし、僕はぐっと顎あごに力を込めた。感慨に耽ふけるのは、もう終わり。

　行動を起こす。僕はまず時計を見上げた。

　実は今日、これからパーティーに参加させてもらえることになっている。場所は僕の行きつけの酒場、『豊饒ほうじょうの女主人』だ。

　いやまぁ、パーティーそのものは僕が【ランクアップ】したお祝いなんだけど……。

　今日の朝、シルさんにバスケットを返しに行って、ついでに【ランクアップ】したことを報告したら、いつの間にか『豊穣の女主人』で祝賀会を開くことになったのだ。

　ちゃっかりお金はもらっていく辺り、らしいと言えばらしいし、そう気兼きがねする必要もないのかもしれないけど……どうもこそばゆいなぁ。

（どうせなら、神様も来てほしかったけど……）

　神様は来れないらしい。何でも神様達の方でも飲み会というか慰め会というか、とにかく神様同士のお付き合いがあるのだそうだ。

　さっき帰ってきた時に、【リトル・ルーキー】という二つ名と一緒にそう告げられた。

【リトル・ルーキー】……うーん、神様は「やったぞベル君、無難だ！」と僕に抱き付いてきてご満悦まんえつそうだったけど……いやいや、神様が喜んでくれてるんだから不満なんてない不満なんてない、不満なんて……ない。

　そうこうしている内に時計の針は六時を示していた。もういい時間だし、出発しよう。

　地下の隠し部屋から階段を上り、半壊した教会を後にする。

　外に出ると西の方角が茜あかね色の光に染まっていた。夜が間近に迫せまってきている。

　入り組んだ路地裏の小径しょうけいを出ると、そこは活気に満ちたメインストリートだ。

「──見っけぇえええええええええええええええ!!」

「え」

　目の前の人込みに加わろうとした瞬間だった。

　突如とつじょとして大声が僕を襲う。

　な、なにっ？　と顔を左右に振る暇もなく、僕は数人の神様達にババッと囲まれた。

　って、神様……!?

「ロリ神んとこのホームがちっとも見つからなくて苦労したぜぇぇ……」

「近辺をはっていた甲斐かいがあったというものよ……」

「待ち伏せは狩猟ハントの基本」

「やっと出てきやがったな、子兎こうさぎちゃん☆」

　──悪寒おかんが。

　僕を取り囲んでくるいくつもの目に、理屈抜きで怯おびえた。最後にやられたウィンクなんて顔から血の気を奪われた。

　状況が、見えない。

　次々と告げられる意味のわからない言葉は僕の混乱に拍車をかける。

「先手必勝！　ベル君オレの【ファミリア】に入んなーい!?　今だったら【ファミリア】総出で大歓迎するよ！」

「あっ、てめっ!?　必死過ぎるだろ、節度持てよ！　これだから弱小【ファミリア】は……！」

「有象無象うぞうむぞうどもは引っ込んでいろ！　ベル・クラネル、こっちに来い！　お前は俺のハートを奪っていった！　ふふっ、罪作りなバニーちゃんだぜ！」

「お前この子になに着せる気だ」

　一歩近付いてくる神様達のただならない形相に、ひっ、と僕の喉のどが怯える。

　……ファ、【ファミリア】の勧誘？　なんで、今更いまさら？

　僕がこの都市に最初に来た時は、どの派閥からも門前払いを受けていたっていうのに……。

「あ、あのっ、僕は神様の……ヘスティア様の【ファミリア】にもう入っていてっ……!?」

「愛の前に他者の存在なんて関係ない。そうだろう？」

「ロリ神にはちょっともったいないんだな！」

　き、聞いてくれない……！

「真剣な話、お前の成長速度の正体は体質か？　スキルか？　それともイカサマなのか？」

「レアスキル、レアスキル？　ねぇ、ねぇ!?　やっぱりレアスキル!?」

「ちょっと気になるあの子の背中」

「もし良かったら、その服脱いでくれない？　上半身だけでいいからさ、お金も奮発しちゃうよ？　……むふっ」

「ていうか、剝はいでいい？」

「無理矢理というのもオツですなぁ」

『──フヒヒ』

　──僕は、全速力で逃走した。
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「あ、やっと来たニャ！」

「あはは、よく遅れるねえ、冒険者君」

　僕が『豊饒の女主人』に辿たどり着くと、空はすっかり月夜に移り変わっていた。

　入口の柱に手をついて、乱れに乱れている呼吸を床に落とす。ぜぇぜぇという荒い息が止まらない。

　路地裏に逃げ込んで沢山の神様達を撒まいたのは、ほんの少し前のことだ。

　身体能力は完全に勝っている筈はずなのに……何なんだ、アレ。本当に捕まりそうになった場面もあって、命からがら逃げのびたって感じ。神様達が怖いと初めてそう思ってしまった。

　どうして、あんないきなり……。

「シル達はずっと待ってるニャー。厨房ちゅうぼうの方もクソ忙しいのに融通ゆうづうきかせているんだから、さっさとするニャ」

「す、すいません……」

「主役がいないようじゃ始められないからね、早く行ってあげな」

　キャットピープルの店員の一人であるアーニャさんに、僕は非難ひなんの声と一緒に出迎えられる。ヒューマンの……確か、ルノアさんにも笑われてしまった。

　汗を拭ぬぐってから中腰を止めて、僕は酒場に足を踏み入れる。

「ベル様ー！　こちらですよー！」

　全席に客が埋まり店内は相変わらず繁盛を見せる中、奥の方でリリがぶんぶんと手を振ってきた。椅子の上に立って、心なし嬉しそう。

　今日のパーティーにはリリも出ることになっている。せっかくだからリリも誘ってみたら是非という返事をもらったから、前もってシルさん達に頼んでおいたのだ。

　……ふと、アイズさんもここにいてくれたら、なんていう思いが胸の中を過ぎった。今頃あの人はダンジョンの深層部へ『遠征』中で、そもそも呼べる筈なんてないのに。欲張りな考えを消すように、僕は軽く頭を振った。

　準備されたテーブルは、僕の特等席であるカウンター隅の近くにある。テーブルにはリリの他にシルさんとリューさんがついていて、格好はお店の制服のままだ。

　微笑ほほえんでくるシルさんと目線で挨拶あいさつをするリューさんに、僕は遅れてしまった非を詫わびるのも兼ねて頭を下げた。

『ベル……？』

『【ヘスティア・ファミリア】、か？』

　足早に彼女達のもとへ向かっていると、顔の辺りに刺ささってくる、複数の視線に気付く。

　賑にぎわっていた店内の一部が、少し趣おもむきの異なるざわめきを灯ともしていた。

　僕は首を傾かしげながらも足は止めなかった。

『白髪はくはつのヒューマン……間違いねえよ。何つったか……【リトル・ルーキー】？』

『あんなガキがか』

『世界最速兎レコードホルダー、らしいな』

『おいおい、決まりかよ？　神の野郎どもが騒いでるだけだろ？　一ヶ月はいくらなんでもねぇって』

『ちげぇねえ』

『でも、ミノタウロスをやりやがったのは本当らしいぞ。ほれ、例の９階層のヤツ』

『たかがミノタウロス一匹殺しただけだろ。ぴーぴー騒ぐな』

『ならてめぇはＬｖ．１でミノタウロスをやれんのか？　ソロでだぞ』

『ひひっ、んな血迷ちまよった真似、誰がするかよ』

　……いくつものテーブルを縫ぬって進んでいく間、あちこちでちらりと横目を投げられ、その度に声をひそめた囁ささやきが生まれる。

　多くの人の意識が向けられていることを肌で感じ取り、僕はうろたえた。挙動不審になりかけて、我慢できず視界を横に開くと、目の合った冒険者の一人にクッと口を吊つり上げられる。

　僕は意味もなく緊張し、姿勢をできるだけ低くして、逃げるようにテーブルへと急いだ。

「一躍いちやく人気者になってしまいましたね、ベル様」

「そ、そうなのっ？　何だかすごく落ち着かないんだけど……さっきも、知らない神様達に追いかけ回されちゃって……」

「名を上げた冒険者の宿命みたいなものです。ベル様に限った話ではありませんし、どうか我慢してください」

　笑いかけてくるリリに、僕は情けない顔を浮かべる。

　首の後ろに右手を回しながら身じろぎを繰り返してしまった。

「ふふ、じゃあベルさんもいらっしゃったことですし、始めましょうか」

「あの、シルさん達はお店の方は……？」

「私達を貸してやるから存分に笑って飲めと、ミア母さんからの伝言です。後は金を使えと」

　リューさんの落ち着いた声に、僕は苦笑いをした。

　カウンターの奥では女将さんであるミアさんが、不敵に笑いながら手をぱっぱっと振っている。こういう日くらい羽目はめを外せ、ということなのだろう。

　それからすぐ、僕達は乾杯とそれぞれのグラスをぶつけ合った。

　ミアさんの勧めもあり、僕はお酒に挑戦した。取りあえず、ジョッキのエール。

　シルさんは柑橘かんきつ色の果実酒、リリはお酒は苦手になってしまったと言って果汁ジュースを、そしてリューさんはお水だけをと言って貫き通した。って、僕とシルさんしかお酒頼んでない……。

　料理が運ばれてくるようになるとこちらに向けられていた視線も消え、ほっと一息。アーニャさんやクロエさんのちょっかいをかわしながら、僕達はこの時間を楽しんだ。

　リリは前の泥棒騒ぎもあってリューさん達に苦手意識を持っているようだけど、そんなことはおくびにも出さずころころと笑っていた。シルさんの方もにこにこと、リューさんははっきりと受け答えをする。

　僕が来る前に何かあったのかな、とリリの横顔を見ながらそんなことを思った。

「さぁ、ベルさん。沢山お飲みになってください。今日はベルさんが主役なんですから。それとも、何かお食べになりますか？」

「あ、ありがとうございます……」

　いつの間にか隣に来て、シルさんは甲斐甲斐かいがいしく僕の世話を焼いてくる。

　酌しゃくを取って、料理を小皿に盛もって、頻しきりに声をかけてきて、せっせっとせっせっと……。何故か普通に笑っているリリが怖い。

　僕が思わず面食らっている間も、シルさんはとても嬉しそうだった。

「何だか……すごい機嫌が良さそうですね、シルさん」

「そう、ですか？」

　少し興奮しているようにも見えたシルさんは、うっすらと上気させている頰ほおに手をやった後、くすぐったそうにはにかんだ。

「私のお手柄てがらというのはおこがましいんですけど……あの本を渡して、ベルさんのお役に立てたのかな、って。そう思ったら、何だか嬉しくて」

　本とは『魔導書グリモア』のことだろう。熱っぽい視線が僕に直撃する。

　こちらの瞳を見つめて上目づかいに微笑ほほえんだシルさんは、強烈きょうれつだった。

　そして横から伸びてきたリリのつねりも痛烈だった。
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　色んな意味で顔面が引きつる。今いま僕の顔どうなってんだ。

「ですが、本当におめでとうございます、クラネルさん。よもやたった一人で【ランクアップ】を成なし遂とげるとは……どうやら、私は貴方あなたのことを見誤みあやまっていたようだ」

「い、いやぁ……」

　向かい側、正面の席からも祝いの言葉を頂く。

　リューさんの表情は全く変わらなかったけど、それでも僕は照れ臭くなった。

「い、色々な人に助けてもらった、そのおかげですよ。リューさんにだって、僕は……」

「謙遜けんそんしなくていい。Ｌｖ．２にカテゴライズされるモンスターの中でも、ミノタウロスを倒したことは壮挙と言うべきです。クラネルさん、貴方はもっと自分を誇ほこっていい」

　リューさんは真剣な声音こわねでそう告げた。凛々りりしい眼差まなざしが僕をじっと見つめてきている。

　今更気付いたけど、僕は、誉ほめちぎられるのがどうやら苦手らしい。

　少し赤くなった顔をうつむけて「ハイ……」と呻うめいたような声を絞しぼり出すのが精一杯だった。

　シルさんにはクスクスと笑われちゃうし……。

「リリは心配で心配で堪たまりませんでしたけど。何度この胸が張り裂けそうになったことか……」

「ご、ごめん、リリ……」

「……でも、格好良かったですよ、ベル様？」

　も、もういいよぉ……。

　僕の肩にぐっと顔を寄せて、可愛かわいく微笑んでくるリリにとうとう弱り切ってしまう。

　頰が少し朱に濡れていて、大きな栗色の瞳がとても近い位置から僕を見上げてきた。

　お酒も手伝っているせいか、ちょっと体が熱くなる。

「クラネルさん、今後はどうするのですか？」

「？」

「貴方達の動向が、私はいささか気になっています」

　リリ達との会話の後、凄すごく苦いという感想が先に来るお酒と格闘していると、リューさんから声がかかった。彼女の質問に対して、僕は特に何も考えず明日からの予定を言う。

「えーと、取りあえず明日は、リリと一緒に装備品を揃えに行こうと思っています。防具とか一杯壊れちゃったんで」

「……それが、ベル様」

「なに、リリ？」

「実は下宿先の仕事が急遽きゅうきょ立て込んでしまって……明日、リリはご同伴どうはんできそうにないのです」

「え、そうなの？」

　リリは申し訳なさそうに体を縮ちぢめる。でもお世話になっているならそれはしょうがないことだし……気にしないでとリリには伝えて、僕は明日の予定について考え込んだ。

　そろそろダンジョン探索も再開したいし、そのためにも防具だけは準備しておきたい。

　僕一人でも装備品を購入することくらいできるし、平気かな？　明日行っちゃっても。

　目利きはまぁ、上手くいかないかもしれないけど……勉強だと思って。

「それじゃあ、ベルさんは明日一人で買物に行かれるんですか？」

「そう、なっちゃいますかね」

「でしたら、私も付いていっていいですか？」

「えっ!?」

　シルさんの提案に僕は素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。

　隣にいるリリはぎょっとして、すぐに眉を斜ななめに構え出した。威嚇いかくめいた雰囲気が……。

「ど、どうしてまた？」

「私もそろそろ買い出しに行かないといけなくて……お邪魔かもしれないですけど、ベルさんがよろしければ、一緒に買物をして回りたいんです」

「いけません、ベル様！　シル様はきっと勝手のいい荷物運びが欲しいだけです！　ええ、リリにはそんな魂胆こんたん見え見えです！　このままではベル様は骨の髄ずいまでしゃぶりつくされてしまうでしょうっ、断ってください！」

「な、何もそこまで……」

　詰め寄ってくるリリに汗を流しながら、僕はシルさんの方を見やる。

　彼女はリリの言葉に動じることなくにこっと笑った。『私はそんなことしませんよー？』と薄鈍うすにび色の瞳が一段と優しく語りかけてくる。

　ど、どうしよう……？

　買物に付き合うくらい全然構わないし、一方的に断るのも気が引けてしまう……あー、でも一応、シルさんって前科持ちなんだった。この酒場に最初に招待された時のやつ……。この前もお皿洗いを手伝わされたし。

　リリの抗議とシルさんの微笑みに板挟みにあいながら、判断に窮きゅうしていると──ぬっ、と。

　シルさんの背後に大きな影が現れた。

「馬鹿言ってんじゃないよ」

「うきゅぅ!?」

　斜め下に振り下ろされたトレイが、ズパァン、とシルさんの頭を鳴らす。

　ミアさんだ。容赦なくシルさんの後頭部を叩はたいて、頭を押さえる彼女を見下ろしていた。

「そう簡単に休まれちゃこっちも堪たまったもんじゃないんだよ、この不良娘。調子乗ってるんじゃないよ」

「アタシに話も通さないでサボろうだなんてどういう了見だい」とミアさんは続けた。

　テーブルに伏せて痛みに耐えていたシルさんは、ゆっくりと起き上り、ミアさんを見上げる。

　お団子だんごにまとめ尻尾しっぽの垂れた薄鈍色の髪が僕達の方を向く。顔は見えないけど、恨うらみがましい目で抗議してるんだろうなぁ、と容易に察しがついた。

「そんな目をしても無駄むださ。ここじゃあアタシが法なんだからね。リュー、明日はシルを見張っておきな」

　鼻を鳴らすミアさんはリューさんの返事も待たず踵きびすを返し、カウンターに戻っていった。

　他の客の気持ちよさそうな大声が押し黙る僕達を包み込む。

　しばらくばつが悪い沈黙が続き、やがてシルさんは僕達の方に振り返った。

「ベルさん、私、傷物にされました。どうか頭を撫なでて慰なぐさめてくれませんか？」

「さぁベル様！　何はともあれ明日はお一人で良品りょうひんを見つけてきてくださいね！　リリは期待していますよ！」

　僕はリリとシルさんが不仲にならないか心配だ。

「クラネルさん、その後は？」

「え？」

「装備を整えた後、どうするつもりなのか、そう聞いています」

「どういう……意味ですか？」

「そうですね、端的に聞きましょう。クラネルさんとアーデさん、貴方達はダンジョン攻略を再開させる際、すぐに『中層』へ向かうつもりですか？」

　その言葉を聞いて、やっと僕はリューさんの意図を摑みかけた。

　パーティを組んでいるリリと顔を見合わせてから、彼女に向き直る。

「ひとまず、11階層で今の体の調子を確かめようと思っています。もしそこで攻略が簡単に進みそうだったら、12階層までは足を伸ばすつもりです」

「ええ、それが賢明でしょう」

【ランクアップ】した自分の力を確認することと、『上層』の区切りである12階層までは突破する手筈てはずを伝える。まずは肩慣らしをして様子を見てから『中層』へ向かうことを、リリと僕は相談して決めていた。

　そしてリューさんは、多分、そんな僕達を心配してくれている。

「差し出がましいことを言うようですが……中層へもぐることはまだ止めておいた方がいい。貴方達の状況を見るに、少なからず私はそう思います」

「つまりリュー様は、ベル様とリリでは中層に太刀打たちうちできないと、そうお考えなのですか？」

「そこまで言うつもりはありません。ですが、上層と中層は違う」

　今更口にすることではないと思いますが、とリューさんは後に続ける。

「各個人の能力の問題ではなく、ソロでは処理しきれなくなる。中層とはそういう場所です。アーデさんがどれほど助力できるのか私はわかりませんが、クラネルさん一人では、モンスターやダンジョンの地形に対応が追い付かないでしょう」

「では、リュー様は……」

「ええ。貴方達はパーティを増やすべきだ」

　ダンジョン攻略には、三人一組スリーマンセルの形式が基本だと言われている。少なくともギルドはそれを推奨している。

　三人一組……つまり攻撃、防御、支援の連携が機能する体系だ。

　前衛ぜんえいが攻撃を仕掛ける際に中衛は敵の反撃に備えて守備、時には前衛の補助を務め、後衛は長距離からの支援攻撃、あるいは傷付いた前線二人の回復役に徹てっする。

　これが受けの態勢になっても同じ。後衛にモンスターをはね返す力があれば、複数から攻め込められても前衛中衛で耐え凌しのぎ、状況を打開することができる。

　これが二人一組ツーマンセルだと一方の負担は大きくなってしまうし、単独ソロはもう例外。引っくり返して言えば三人一組スリーマンセルかそれ以上のパーティでなければ、ダンジョン攻略は難しいという話になる。

　仲間が一人増えるということは、個人の力が大きく向上するよりも、パーティにとって遥はるかに有意義ゆういぎになるということだ。

　リューさんは僕とリリだけのパーティでは、これからのダンジョン攻略に差し当たって厳しいものがあると、そう判断したのだろう。

「でも、リュー？　ベルさんとリリさんだけなら、逃げ出すことは簡単なんじゃないの？　人数が多いと、逃げ遅れる人も出てくるんじゃあ？」

「シルの言うことも一理ありますが、逃走を図はかるということは、既に追い込まれた後という意味です。最初から窮地きゅうちのことを考えるより、その局面に遭遇そうぐうしないことを考えた方が建設的だ」

　思わず感嘆かんたんの声を漏らす。

　昔、冒険者だった経験者かのじょの言葉は、今の僕達に大いに説得力と納得を預あずけるものだった。

「万全は期きすべきです。貴方達は少なくともあと一人、仲間と呼べる者を見つけた方がいい」

　リューさんの言いたいことはよくわかった。隣にいるリリもこくりと頷うなずいて、一考するべきと告げてくる。

　でも……肝心かんじんの仲間に加わってくれそうな人がない。当てがあるなら最初からパーティを組んでいるという話だし。いや、だから「見つけなさい」とも言われているわけだけど……。

　目の前にいるリューさんは訳ありみたいだから論外だし、残る知人と言えばミアハ様のところのナァーザさんくらいだけど……ううん、やっぱり駄目だ。モンスターに心傷トラウマを持つあの人を引っ張り込むことなんてできない。

　やっぱり、【ファミリア】の勧誘をした方がいいのかな？

　こめかみの辺りをつい押さえてしまう。

「はっはっ、パーティのことでお困りかあっ、【リトル・ルーキー】!?」

　へっ？　と、突然の大声に僕は素の声を出した。

　見ると、別のテーブルについている客の一人がお酒をあおりながら声を張り上げていた。

　僕が間抜けな顔をしていると、そのお客──冒険者の男は、仲間の二人を引き連れこちらのテーブルまでやって来る。背を向けているリューさんの真後ろで、彼等は立ち止まった。

　ていうか……い、いかつい。

　額や頰にすごい傷痕もあるし……無条件で尻込みしちゃいそうなくらい。

「話は聞ぃーた。仲間が欲しいんだってなぁ？　なんなら、俺達のパーティにてめえを入れてやろうか？」

「えっ!?」

　今度こそ驚いた。

　見も知らずの筈の赤の他人が、いきなり自分のパーティに誘い出したのだから。

「ど、どういうことですかっ？」

「どうもこうも、善意だよ、善意。同業者が困っているんだ、広ひれぇ～心を持って手を差し伸べてやってるんだよ。ひひっ、こんなナリじゃあ似合わねえかぁ？」

「い、いえっ、別にそんなことは……」

「だぁろぉう？　助け合いってやつだ、助け合い～ぃ。それに今、話題かっさらってるお前さんなら、俺達のパーティに入れても構わねえし……なぁ！」

「うっ……!?」

　お酒、臭い……！

　強烈な吐息といきが僕の方まで来て思わず仰のけ反ぞりかけた。隣でもシルさんは苦笑を浮かべ、リリに至っては不機嫌そうな顔を隠してもいない。って、そうか、冒険者アレルギー……。

　冒険者を背後にするリューさんは僕より被害が甚大じんだいの筈だけど、そこは慣れているのか、顔色一つ変えずに椅子へ座っている。

「それで、だ！　俺達がお前を中層に連れてってやる代わりによぉ……」

　……ん？

　雲行き、が……？

「この嬢ちゃん達を貸してくれよ!?　こんのえれぇー別嬪べっぴんのエルフ様達をよっ！」

　……うわぁ、うわぁー。

「俺もエルフに酌しゃくを受けてみてぇんだよ、なぁわかるだろ？　お前さんがいくら払ったかは知らねえけどよぉ、仲間なら助け合い分かち合いが基本だ！　そうだろう!?」

　いや、確かにお金は結構払うことになってるけど……どうでもいいか。

　真ん中で喋しゃべり続けているこの人の他にも、後ろの二人はシルさんとリリに、なんていうか、その、すごくいやらしい視線を送っていた。リリなんてもう嫌悪感丸出しだ。

　……駄目だ、これは駄目だ。

　女の人をこんな目で見る相手と、手なんか繫つなげられない。

　こういう場は相変わらず苦手だけど、シルさん達がいるんだ、僕が『男』を見せないと……！

　言い返す言葉も整理できないまま、僕はとにかく彼等の要求を突っぱねようとした。

「いい。結構です。貴方達の手は、彼に必要ない」

　けれど、それより早く。

　黙っていたリューさんが口を開いた。

「……おぉ？　何でだい、妖精さんよぉ？　俺達じゃあソイツのお守もりを務まらないかい？」

「ええ、だから帰りなさい」

「ひひっ、おいっ、聞いたかぁ！　ぽっと出の新人ルーキー相手に、俺達は足手纏まといだとっ！　逆じゃなくてよ、はっはっ!?」

　男達の哄笑こうしょう。僕は立ち上がる機会を失ってしまい言葉を挟めない。

　椅子から浮かせかけていた腰が、上がるのか下がるのか判断に悩んでいる。

「嬢じょうちゃん、俺達はこれでもずっと前から中層にこもってるんだがよ？」

「そうでしたか」

「ああ、Ｌｖ．２さ。俺達全員、な」

「わかりました。では、失せなさい。貴方達では彼に相応ふさわしくない」

　ピクリ、と豪快に笑っていた男の顔が揺れた。

　笑みを一旦いったん消して、もう一度笑う。目を軽く細めた仮面みたいな笑顔。

　不穏ふおんな空気が立ち込めるのが僕でもわかった。

「……嬢ちゃん、そんなに俺達は頼りねえかい、そこのカスみたいなクソガキよりよぉ？」

　一歩近付いた冒険者の男は、自分の左手をリューさんの肩に置こうとした。

　あっ、と僕は咄嗟とっさに立ち上がる前に、ある言葉を思い出してしまった。

　──エルフは、認めた相手じゃないと肌の接触を許さない。

「触れるな」

　そこからのリューさんの行動は、電光石火でんこうせっかだった。

　僕の飲みかけのエールが入った大ジョッキ、それを閃ひらめくような速度で摑み取り、右肩に担ぐかのように後ろへ振った。

　次の瞬間、ガポッと。

　肩に触れかけていた手が見事容器ようきの中に収まってしまい、「は？」と男は目を丸くする。

　そしてリューさんは立ち上がる動きと並行して、ジョッキをひねった。

「いっ、でででででででででででででぇぇっ!?」

　腕をとんでもない角度に曲げられた屈強くっきょうな男が、悲鳴を上げる。

「いえ、すまない。これは我儘わがままで、独善的な感情のようだ。私はクラネルさんに、貴方達とパーティを組んでほしくない」

　苦悶くもんする男の眼前でリューさんは声を打つ。

「そして蔑さげすむことも許せない。彼は私の友人だ」

　彼女はたじろぐ冒険者達を強く睨にらみつけ、更にジョッキをねじった。

　叫び声が倍増する。慌あわてふためく仲間の助けもあって、男の手はようやく容器から抜けた。

　ドタッと音を立て、床に尻餅をつく。

「……て、てめえぇ!?」

「このアマッ！」

「何しやがる!?」

　リューさんの言葉に僕が胸を打たれていると、激昂げっこうした男達はものすごい剣幕で彼女に襲いかかろうとする。

　リューさんは瞬時に小太刀を装備。大男三人を一人で迎え撃とうとしたけれど、その前に。

　ガツンッ！　と鈍い音が彼等の頭の裏に炸裂さくれつした。

「「はゲっ!?」」

　男の仲間が地面に叩たたきつけられる。

　愕然がくぜんと硬直する男の背後で、二人のキャットピープルが半壊した椅子を肩に担かついでいた。

「──ニュフフ、後頭部がお留守にニャっていますよ、ニャ」

「男ってーのは本当にめんど臭いニャー」

　神様達みたいな笑みをするクロエさんと、獣耳をちょいちょいと前後させるアーニャさん。

　彼女達が後ろから殴りかかったのは明らかだけど……一撃!?　Ｌｖ．２の冒険者を！

「お客さん。うちのエルフは凶暴だから、そこまでにしといた方がいいよ？」

　使用済みのお皿やジョッキを大量に抱えるルノアさんが、一人残った男に淡々たんたんと告げた。

　一目見ただけでも戦える状況じゃないのに、臨戦態勢へ入っているように映るのは、僕の目がおかしいからなのか。

　周囲からは『あーあ、やっちまった』という声が聞こえてくる。他の客はこうなることがわかり切っていたかのように笑っており、すっかり孤立してしまった男へ視線を送っていた。


「……なっ、何なんだってめえ等はぁぁぁぁぁぁ!?」



　男が腰に手を伸ばし、白刃はくじんを魔石灯の光の下に晒さらした。

　短剣だ。動揺している冒険者の男はいつその武器を振り回し出すかもわからない。

　そしてそれを見た『豊饒の女主人』の店員達は、一斉に目を細めた。

　ぞっ、と僕の背筋が反射的に震えた。

　冒険者の男が凄惨せいさんな結末を迎えるだろう、次の瞬間。

　別の方向から大爆発が起きた。

（こ、今度は何っ!?）

　目まぐるしい展開に付いていけず、半なかば混乱して振り向くと……今度こそ言葉を失った。

　カウンター……水平だった細長い卓テーブルが、Ｖの字に変形してしまっている。カウンター席に座っていた客達は口を半開きにしていた。

　台の真まん中なかが床に陥没かんぼつしており、その場には、握り[image: 拳]を振り下ろしたミアさんの姿が。

　ルノアさん達が、びくっと一斉に怯え出す。

「騒ぎを起こしたいなら外でやりな。ココは飯を食べて酒を飲む場所さ」

　店内は静まり返っていた。ルノアさん達は巨身のドワーフから目を逸らすと、自分達の仕事にこそこそと戻り始める。

　ミアさんは最後に、青い顔をして立ちつくしている冒険者を真正面から見据えた。

「で、そこのアホンダラ。そこに転がってる馬鹿どもを連れてさっさと行っちまいな。もし今度面倒を起こしたら──この店の下に埋めるからね」

　店の下は不味いんじゃないんですかと僕が汗を流す傍かたわらで、男は一言も喋れないまま顔を上下に振った。

　仲間を抱え込んで、足をもつれさせながら出口へと急ぐ。

「アホタレエェッ、金は払っていくんだよぉ!!」

「は、はいぃぃっ!?」

　ミアさんの怒号に殴り付けられ、男は有り金を全て置いていったようだった。大量のヴァリス金貨が詰まった袋が床の上に放置される。

　転げるように店を後にした冒険者達が消えた後、客達は徐々に喧騒けんそうを取り戻していった。何事もなかったかのように、小人族パルゥム達の飲み直しの声が、賑やかに響き渡る。

　Ｌｖ．２のパーティが、裸足はだしで逃げ出していく酒場……。

　僕、見ていることしかできなかった……。

「すいません、せっかくの場に水を差すような真似をしてしまって」

「い、いえ、大丈夫です……」

「ふふっ、リュー様はやはりお強いのですね……リリも蹴られたお腹が疼うずいてきました」

　狼狽ろうばいが抜け切らない僕とは対照的に、リリはけろっとして謝罪するリューさんを称たたえた。

　こういうの慣れてないの、僕だけなのかな……。

　乱闘騒ぎの尾を引いてちょっと気まずい空気が流れ出していたけど、そんな中でシルさんが立ち上がり、ぱんっと両手を鳴らす。

「それじゃあ、仕切り直しをしましょうか？」

　……強いよなぁ、この人も。

　新しく飲み物を頼んでそれぞれにグラスを渡す笑顔のシルさんを見て、僕は苦笑する。

『豊饒の女主人』の店員達はしたたかであることを、あらためて見せつけられた格好だった。

　それから僕達は、夜遅くまで美味しい料理とお酒に興じた。





[image: ]






　空が青く澄すみ渡り、気持ちいい風が吹いている。

　あの祝賀会から一夜明けて、朝。

　僕は燦々さんさんと照る太陽に対し手で傘を作り、そっと目の前の建物を見上げた。

　白い巨塔。『バベル』だ。

　装備品を購入するということで、僕はまた【ヘファイストス・ファミリア】の武具屋を利用するつもりだった。

　ここの販売している武具の品質は言うまでもなく折紙おりがみ付き、目利めききもできないのに背伸びして他のお店で火傷やけどする理由もない。何より、以前エイナさんと訪れたことがあるので入りやすかった。

　値段の方も今日はあまり気にしない。これまで溜めてきたお金はかなりの額になってきているし……それに、先日換金したミノタウロスの『魔石』、あれが何と五〇〇〇〇ヴァリスもしたのだ。換金所の人もかなり驚いていたから、きっとあのミノタウロスが特別だったんだと思う。……大剣を装備してたくらいだしなぁ。

　とにかく、手持ちの予算は何と一〇万ヴァリス以上。ついつい笑みを浮かべながら、僕はバベルの門をくぐった。

　魔石昇降機エレベーターには乗らず、階段を使って目的地である八階まで自分の足で上っていく。

　たまに点在する窓から見える、青いオラリオの風景は綺麗きれいだった。

（着いた）

　八階。

　最上階まで昇降機が伸びている中央部分は吹き抜けで、円周に沿ってぐるっと商店が並んでいる。剣や槍といった様々な武具をかたどる看板が、店の出入口に飾られていた。

　通りかかるテナントの前で一々足を止めながら、僕は防具のお店にやって来た。

　身を守るライトアーマーが完全に壊れてしまったから、まずはここからだ。

　店内は相変わらず鎧の森。トルソーが装着するアーマーの多くが、前に来た時より色彩を地味なものに変えているような気がする。黒とか、灰色とか。

（この階フロアの防具なら、もうほとんど手を出せる……かな？）

　視界に入る値札を次々と確認する……二一〇〇〇、三五〇〇〇、六四〇〇〇……うん、何とかなりそう。防具だけを買いにきたわけじゃないから、自重しないといけないけど。

　ちょっと前じゃあ、こんな日が来るなんて想像できなかったよなぁ。

（……もう、売ってないのかな）

　堅実そうなところから絢爛けんらんそうなところまで、高級な鎧がより取り見取りのくせに、僕は一人の鍛冶師スミスの作品を探していた。

　ミノタウロスに壊こわされるまで使っていた軽装けいそう。名前はうん、まぁ、『兎鎧ピョンキチ』とかアレだったけど……軽く、堅固けんごで、何より僕の体と嚙み合っていった。

　店内をくまなく歩く。以前見つけ出したように、店の片隅に置かれまともに飾られていない、鎧のパーツが山積みされたボックスを覗き込んでは確認していく。

　収穫は……ゼロ。

「……」

　お腹の辺りが消化不良を起こしている感じ。別にこだわる必要なんてないのに。

『ヴェルフ・クロッゾ』、かぁ。

（……一応、聞いてみようかな）

　往生際おうじょうぎわ悪く、僕は店のカウンターに進路を取った。

　前の鎧よりも優すぐれている防具なんてここには沢山ある筈なのに、踏ふん切ぎりがつかない。

　いつの間に得意客ファンになっていたんだろうか、僕。

『何でっ……あんなっ……！』

「？」

　ちょっと進むと、既に見えているカウンターから怒鳴どなり声が届いてきた。

　二つあるカウンターの内の一つで、【ヘファイストス・ファミリア】の店員と、どうやら客が揉もめごとを起こしているようだった。何だか言い争っている感じ。

「何でいつもいつもっ……あんな端はしっこに……！　俺に恨みでも……！」

　目前までくると声がはっきり聞こえてくる。

　弱り果てた店員の前にいるのは男性のヒューマンだ。身に付けているのは黒の着流きながし……というより、ぼろ衣に見える。

　炎を連想させる真っ赤な髪。年上に感じられる。身長も僕よりちょっと高くて、中肉中背。

　髪型は少し伸びた短髪で、ただ邪魔だからいい加減にはさみを入れたような感じ。

　カウンターの上には軽装のパーツが詰まれたボックスがあり、苦情を吐き散らしているところから、どうも冒険者のようだ。購入した防具に欠陥けっかんでもあったんだろうか。

「こちとら命懸いのちがけでやってんだぞ！　もうちょっとマシな扱いをだなぁ！」

「ですが上の決定ですし……せめて売れるようになっていただかないと……」

「おまっ、それを引き合いに出すのか!?　だったら尚更なおさら──!!」

　着流しの冒険者は声を荒らげ食い下がっている。

　隣のカウンターの店員も傍迷惑はためいわくそうな目をしていたけれど、そこで僕の存在に気付いたようだった。「いらっしゃいませ」と笑顔をもらう。

　結構気になるけど、僕は彼等の隣のカウンターに入り、目の前の店員に質問しようとした。

「何かご用ですか？」

「はい。ヴェルフ・クロッゾさんの作品って、今は売られてないんですか……？」

　──ぴたり、と声が止やんだ。

　正面の店員が啞然あぜんとしたかと思うと、隣でやり合っていた二人も呆然ぼうぜんとなり、僕の方を向く。

　え……な、何？

　三方向からじっと凝視され、僕はたじろいでしまった。

「……あ、あのぅ、ヴェルフ・クロッゾ氏の作品を、お求めですか……？」

「は、はい。ヴェルフ・クロッゾさんの防具を、使いたいんです……」

　恐る恐るといった感じで尋ねてくる店員に、僕もどもりながら返事をする。

　そして次に反応したのは、目の前の店員ではなく、先程まで抗議していた青年だった。

「ふ……うっはははははははははははは!?　ざまぁーみやがれっ！　俺にだってなぁ、顧客こきゃくの一人くらい付いてんだよ!!」

　高らかに笑い始めたかと思うと、その人はさっきまで食ってかかっていた店員の方に向き直り、ばんっとカウンターの上を叩く。

　店員は何も言い返せないようで、居心地いごこち悪そうに視線を左右にやった。

　何が起きてるのか僕が戸惑とまどいを隠せないでいると、青年はすぐにこちらを振り返る。

「あるぞ、冒険者。ヴェルフ・クロッゾの防具ならな」

「えっ!?」

「これだ」

　ずい、と鎧よろいの詰まったボックスが眼前のカウンターにまで寄せられる。

　中身は白い光沢に溢あふれた鉄色のライトアーマー。

　ついこの前まで僕が使用していたものと、とてもよく似た防具だった。

　細部はちょっと形状を変えているけど……見間違う筈ない、本物だ！

「どうだ、使ってくれるか？」

「え？　こ、これ、貴方のものじゃないんですか……？」

　僕の質問をどう捉えたのか、彼は瞳を瞬まばたかせた後、くっと子供のように笑みをこぼした。

　そのまま僕に、にっ、と笑いかけてくる。

「ああ、俺のものだな。……俺の打った作品だ」

「──ぇ」

「どうせだから名乗っておくぜ、得意客ファン一号。俺はヴェルフ・クロッゾ。【ヘファイストス・ファミリア】の、今はまだ下っ端の鍛冶師スミスだ」

「サインいるか？」とまるで面倒見のいい実兄のように笑う青年……クロッゾさんを、僕は呆気あっけに取られながら見つめ続けた。
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「じゃあ、お前があの【リトル・ルーキー】か!?　記録を塗り替えた世界最速兎レコードホルダー！」

「こ、声大きいですっ……それに、世界最速兎レコードホルダーって……？」

　戸惑いつつ、対面のクロッゾさんに声を抑えるよう言う。

　八階に設もうけられた小さな休息所。魔石昇降機エレベーターの近くにある空間で、僕とクロッゾさんは話を交わしている。

　あの後、少し話をしないかと僕はこの場所に誘われた。

　何でもクロッゾさんの作品は過去二回しか売れたことがなく、その内の一つを買いなおかつまた自分の防具を探していた僕に、彼は興味を持ったそうだ。

　これまでの苦労話……経営陣にはしっかり評価をもらっておきながら店頭では粗末そまつな扱いを受けたり、一度は購入してもらった作品を返品されてしまったり、【ファミリア】の同僚は陰険な人ばっかりだったり……まぁ、色々聞かされた。

　自分に客が現れたということで柄がらにもなく興奮してしまったらしい。どこか大人びつつ頻りに笑いかけてくるクロッゾさんは、まだ出会って間もないけど、気前のいい職人気質かたぎの人という印象を僕に与えた。

「本当に俺より年下なんだな。いや、冒険者に年齢なんてそれこそ関係ないか？」

　言う暇もなかった僕の自己紹介を済ませると、クロッゾさんは首を軽く傾かしげた。動作に合わせてその赤い髪が揺れる。

　美形というより男前という言葉がしっくりくる顔立ちは整っていて、意志の強そうな──それこそ一度言ったことは曲げない職人のような──眼差まなざしや引き締まった眉は、何かと受け身がちな僕からすると格好良く見えた。

　体付きはたくましいと言えるほどではなく、むしろ細身に近いけれど、開けている襟元えりもとから覗のぞく首筋や胸間きょうかんは鍛冶仕事に従事しているだけあってよく鍛きたえられている。

「えっと、クロッゾさんの年は……？」

「今年で十七だ。で、そのクロッゾさんっていうのは止めてくれ。家名かめい、嫌いなんだよ」

　会話の途中でそう告げられる。

　名前で呼んでくれという申し出に少し困りながらも、お言葉に甘えさせてもらった。

「えーと……ヴェ、ヴェルフさん？　それで、僕に用って……？」

「おいおい、さん付けか？　……まぁ、今はいいか。じゃあちょっと話を聞いてくれ」

　備え付けてあった椅子から立ち上がり、ヴェルフさんは僕を見下ろす格好になる。

　足もとには新作の鎧が入った例のボックス。「俺の打ったものなんだから、別に持っていってもいいだろう？」と店から勝手に持ち出してきたのだ。

「単刀直入に言うとな、俺はお前さんを離したくなかったわけだ」

「？」

「俺の作品は剣だろうが鎧だろうが全く売れない。自分で言うのも何だが、いい作品ものを出している自信がある。けど、からっきしだ。購入されるあと一歩で返却されるらしい。解げせねえ」

「……」

　兎鎧ピョンキチ……武具の名称に問題があるんじゃあ、なんていう素人意見は、口にできなかった。

「だが、そこにお前が現れた。俺の防具の価値を認めてくれた、冒険者がな」

「えっと、それで……？」

「お前は二度も俺の作品を買いにきてくれた。俺の顧客、本物だ。違うか？」

　そう言われてみると……そうなんだろう。

　あの鎧の森に入っても、何だかんだでヴェルフさんの防具が気になっていたんだし。

「結局な、下したっ端ぱの鍛冶師スミスの俺達は客を奪い合っているんだ。有名になれば誰も彼も寄ってくるが、無名だとそうはいかない。俺達の作品は、同じ未熟な冒険者が懐ふところと相談してたまたま買い取っていく。そんなもんなんだ」

「ここまでわかるか？」と尋たずねられ、かろうじて頷く。

　客の奪い合い……つまり顧客になってもらえるか否か。商売業の基本とも言えるし、それに顧客側である冒険者が名を馳はせるだけでも、使われている武具も脚光きゃっこうを浴びることになるかもしれない。例え、鍛冶師スミスの方がまだ燃え燻くすぶっていたとしても。

　広告代わりなんて言ったらそれまでだけど……末端の鍛冶師スミス達にとって、冒険者の繫がりは僕が思っていたよりも重要らしい。

「貴重なんだぜ、冒険者の方から下っ端の作品を求めてくれるってのは。さっきも言ったが、『認めてもらった』、今の俺達にとってこんな嬉しいことはない。俺の初めての『客』だ、だから逃がしたくない……逃がすわけにはいかない」

　不敵の言葉とは裏腹に、ヴェルフさんはまた気持ちのいい笑みを浮かべる。

　眉根を寄せて苦笑してみせるけど、ヴェルフさんの人柄に僕は好感を抱いていた。

　この人、いい鍛冶師ひとだ。

「じゃあ、僕にこれからも顧客でいてほしいっていうことですか？」

「間違いじゃないが……もうちょっと奥に踏み込ませてもらう」

　そして今度こそ、ヴェルフさんはニヤと不敵に笑った。

「俺と直接契約しないか、ベル・クラネル？」

　──直接、契約？

　僕がその意味をわかりかねていると、ヴェルフさんは簡潔に説明してくれた。

　それは鍛冶師スミスと冒険者が結ぶ契約、より強固な『ギブアンドテイク』だと。

　冒険者は鍛冶師スミスのためにダンジョンから『ドロップアイテム』を持ち帰り、鍛冶師スミスは冒険者のために強力な武器を作製し、格安で譲ゆずる。

　持ちつ持たれつ。鍛冶師スミスと冒険者の助け合い。

　そして何より──特定の誰かのために打った武具は、特別な威力を発揮する。

　いつの日にか聞かされたエイナさんの言葉が、僕の脳裏に蘇よみがえった。

「えっ……い、いいんですかっ!?」

「おいおい、それはこっちの台詞だぞ。お前はもうＬｖ．２で、『鍛治』のアビリティも持ってない無名の俺とじゃあ、普通に考えて釣り合わないだろう？」

　そんなことはと言いかけそうになったけど、あらためて自分の立ち位置を見つめると、きっと、恐らく、そうなのだろう。

　ここで違うと言えば謙遜けんそんではなく、多分、ヴェルフさんへの嫌味になってしまう。

　背筋が途端にむずがゆくなったけど、僕は何とか口を閉じた。

　一方、ヴェルフさんは中腰になって僕の首に腕を回し、笑みを近くまで寄せる。

「それにだ、見ろ。剣と、斧と、盾の店の方だ。俺達のことをちらちらと見ているやつ等がいるだろう？」

「あ、はい……」

　種族はばらばらだったけど、数人の亜人デミ・ヒューマンが僕達のことを頻りに気にしていた。

　何だかすごいじれったそうな……。

「あいつ等全員、お前のことを狙っているんだぞ。俺と同じように、契約しましょうってな」

「えっ」

「お前だけじゃない。いい意味でも悪い意味でも、Ｌｖ．２に【ランクアップ】した冒険者は全員目をつけられる。これが下級冒険者と上級冒険者の違いってやつだ」

　ほ、本当に……？

　目を見張る僕はまじまじとヴェルフさんの横顔を見つめた。

　例の鍛冶師スミス達に勝ち誇った笑みを向けていた彼は視線に気付くと、軽く一笑して「まぁ、そういうことだ」と回していた腕を解いた。

「お前さんの専属になれるなら願ったりなんだよ、俺は。ぐずぐずしていると他の鍛冶師スミスがきっと声をかけてくるからな、手に入れかけた顧客も失うことになる。俺としては是ぜが非ひでも契約したいわけだ」

「それに将来有望の冒険者と契約できれば箔はくが付くしな」とヴェルフさんは快活に笑った。

「……こんな話の後じゃあ信じてもらえないかもしれないが、Ｌｖ．云々はどうでもよかったんだ。あんな数ある鎧の中から、俺のものを選んでくれたからな。挙句に、俺の作品を使いたいだなんて言われた日には……な？」

「……」

「こう、グッとこみ上げてくるものがあるってもんだろう？」

　鍛冶師冥利スミスみょうりにつきるって言うのか、とヴェルフさんははにかんだ。

　言葉の裏から、最初から契約するつもりだったという本音を拾い上げて、僕も嬉しくなった。

　買いかぶり過ぎですなんて言いたくもなるけど、まだ未熟者同士、二人三脚をする自分達の姿を思い浮かべて、何だか胸が温かくなる。

　上手く言えないけど……そういうの、いいと思う。

「……わかりました。ヴェルフさんと、契約を結ばせてもらいます」

「よし、決まりだ！　断られたらどうしようかと思ったぞ！」

　差し出される手を取って立ち上がる。

「よろしくな、ベル」という言葉に照れながら笑う。

　僕より大きな手は、まるで炉のように熱かった。

「正式な契約書とかはまた今度に回すとして……」

　ヴェルフさんは口を動かしながら、繫がっている僕の手を掲かかげてブラブラと揺らす。

　自分が勝ち取ったということを周囲に見せつけ、そしてその光景を目にした鍛冶師スミス達は悔しそうにその場を去っていった。

　顔を巡めぐらし同業者が去っていったのをあらかた確認すると、ヴェルフさんは僕の手を離し、ちょっと申し訳なさそうに首をかく。

「で、早速なんだが……俺の我儘わがままってやつを聞いてくれないか？」

　僕はきょとんとしてヴェルフさんを見返した。

「勿論もちろん見返りはするぞ。お前さんの装備、タダで俺が全部新調してやる」

「ええっ!?」

「だから驚くなって。鍛冶師スミスが冒険者にものをねだるんだ、これくらいは当然だろう」

　作品の無料譲渡を約束されるなんて、夢にも思っていなかった。

　これだと全損した装備品を購入して揃える必要が、なくなるんじゃあ……。

　僕はぼけっと馬鹿みたいな顔を晒してしまう。

「本題だ。言うぞ？」

「……」

　固唾かたずを呑のんで、僕は次の言葉を待った。

「俺を、お前のパーティに入れてくれ」
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「やってきたぜ、11階層！」

　腰に手を当てたヴェルフさんが、自分の得物を肩に担かつぎながら快活に言い放った。

　威勢いせいのいいその言葉の通りに僕達はダンジョン、その11階層にいる。

　幅広の階段が中央に伸びているこの『ルーム』は11階層のスタート地点。この階層でも発生する霧は、10階層からの仕様を引き継いで、現在地である始点のみ出ないようになっている。

　視野は十分に確保されている中、靴くつを半なかばほど飲み込む草原が見渡す限り生え渡っており、『迷宮の武器庫ランドフォーム』である太い枯木かれきが辺り一帯に広がっていた。

「ヴェルフさんの到達階層も11階層なんでしたっけ？」

「ああ、そうだ。それにしても悪いな、ベル。昨日の今日でこんな無茶聞いてもらって」

　昨日、ヴェルフさんからパーティに加えてほしいと言われた僕は、最初こそ驚いたものの、その事情を聞いた後はすぐに快諾かいだくした。

　直接契約なんてもの交わしておいて断る理由もなかったし、そもそもパーティの増員を考えていたこちらとしてはそれこそ大歓迎の申し出だったからだ。

「大丈夫ですよ。それに『鍛冶』のアビリティのためなら、僕もまるで無関係っていうわけじゃないですし……」

「そう言ってもらうと助かるな」

　ヴェルフさんの事情というのが、発展アビリティ『鍛冶』の獲得だった。

　このアビリティの有無で鍛冶師スミスとしての能力は大分変わってくる。鍛冶師スミスとしての一生を左右すると言っても過言ではないらしい。同時期に【ファミリア】へ入団し【ランクアップ】した同僚とはもう随分差を広げられてしまったと、ヴェルフさんは悔くやしそうに語っていたし。

　本来なら、どんな派閥も迷宮探索の際は仲間内でパーティを組むのが基本なんだけど……。

「身内の恥なんて晒さらしたくなかったんだが……ったく、あいつ等、いざダンジョンに行こうとすると俺だけのけ者にするんだぜ。信じられるか？」

　……つまり、そういうこと。

　派閥内で仲間外れにあっているらしいヴェルフさんは、【ランクアップ】のため質の高い【経験値エクセリア】を手に入れようにもソロでは下部の階層へもぐれず──言わずもがな危険だからだ──最後の手段として他の【ファミリア】のパーティに協力を仰あおぐことにしたのだ。

【ヘファイストス・ファミリア】の構成員──鍛冶師スミス達は、一人前の職人になるため様々な過程を自己判断、自己解決し、ライバル達と切磋琢磨せっさたくましていくらしい。ただ『鍛冶』のアビリティ、つまり【ランクアップ】の件だけは命懸いのちがけということもあって、同じ【ファミリア】でちゃんと親交もある同僚達とダンジョン探索に臨のぞむそうなんだけど……。

　例外的に仲間外れにされている理由を、ヴェルフさんは「俺の隠れた才能に嫉妬しっとしているんじゃないか」なんて不貞腐ふてくされて言っていたけど、どうなんだろう、実際？

　僕の視線に気付いたのか、髪をかいていたヴェルフさんは眉を下げながら笑ってみせた。

「ま、とにかくだ。感謝してるぞ、ベル。【ファミリア】は閉鎖的だなんて言うが、捨てたもんじゃないな」

「え、えーと……こんなもの頂いただいた後じゃあ、断れるものも断れない気も……」

　ヴェルフさんが気を許した笑みを向けてくるものだから、もらうものをしっかりもらっていた僕は、少し申し訳なくなって控えめに笑う。

　首の下で身に付けている新品同然の鎧よろいが、ピカピカに輝いていた。

「……新しいお仲間が増えたと聞いてみれば、なーんですか、ただベル様はモノで釣つられて買収されただけではありませんか」

　と、会話を交わす僕達の隣で、不機嫌な声が発せられる。

　非難ひなんと不満がこめられた物言いにたらりと汗を流し、耐え切れず振り向くと、リリがバックパックの肩ベルトに両手を添えた態勢で、こちらをじろーと見つめていた。

　誤解があると訴うったえたいけど、傍はたから見れば買収されたのと同じことなのかもしれない。

　今の僕の装備、防具は、ヴェルフさんが作製した例の新作ライトアーマーだ。

　前の軽装けいそうとあまり変更点はない。膝頭ひざがしらを守る膝当ひざあてにブレストアーマー。小さな紅玉こうぎょくが埋め込まれた手甲が手首から肘関節の直前まで及んでいる。ちょっとだけお洒落しゃれになったかも？

　鎧自体の軽さは健在。ヴェルフさんは前作より装甲を厚めにしたって言っていたけど、僕にはそこまで重量感は感じられない。装備の交換で起こる違和感は皆無かいむだった。

　やっぱり体に馴染なじむこの鎧に、欲が働いたなんてことはないけど……うん、まぁ、ちっとも惹ひかれなかったなんて言うと、それは噓うそになるかもしれない。

　半眼をして見つめてくるリリに、僕は空笑いをすることもできなかった。

「はぁー、リリは悲しいです。とてもとても悲しいです。お買い物に行かれただけなのに、見事リリの不安きたいを裏切らず厄介事やっかいごとをお持ち帰りになるなんて……ベル様のご厚意に、リリは涙が出てしまいます」

　痛烈な皮肉が何発もボディブローを放ってくる。ヴェルフさんの鎧でも防ふせげない……！

　いや、でもっ、厄介事っていうのは流石さすがに……！

「言い過ぎでしょ、リリ!?　ヴェルフさんは悪いことしようとしてるわけじゃないし……厄介事なんて、誤解だよ!?」

「──どこが誤解ですか！　『アビリティを獲得するまでの間だけ』なんてっ、リリ達は都合良く利用されているだけです！　しかも完璧に臨時のパーティ要員じゃないですか!?　この誰とも知らない鍛冶師スミスの方が目的を終えてパーティから離脱すれば、ベル様は実質サポーターがいるだけのソロに逆戻りです！　一歩進んですぐ後退してどうするんですか!?　全く不毛です！　ええっ、全くもってお先が真まっ暗くらです!!」

　こちらの反論に、リリはキッと目付きを鋭するどくして反論し返す。

　凄すさまじい指摘の弾幕だんまくに僕はハチの巣にされた。全く言い返すこともできず、リリの剣幕けんまくに仰のけ反ぞりかける始末。

　情けなさ過ぎる……ヴェ、ヴェルフさんの視線がぁ……！

「どうしてリリに相談もなしに、勝手にパーティの編入を決めたんですか、ベル様！」

「だ、ダメだった……？」

「駄目ではありません、駄目ではありませんがっ、こういうことはリリに通してもらわないと困ります！　リリはヘスティア様にもベル様の身の周りのことを頼まれているのですから！」

　そ、そうなんだ。というか神様、そんなことリリに頼んでたんだ……どれだけ信用ないんだよ、僕。

　がっくりとうなだれそうになる傍かたわら、僕は盛大にむくれているリリの姿を見て、何だか怒っている原因はヴェルフさん云々うんぬんじゃないような気がした。

　何ていうか、僕の世話を焼きたがっているような……なんて、違うか。

　きっと危なっかしいとか何とかで、僕の手綱たづなを握ってないと気が済まないんだ、多分。

「何だ、そんなに俺が邪魔か、チビスケ？」

　今まで僕達のやり取りを傍観ぼうかんしていたヴェルフさんが、そこで口を挟んだ。

　ヴェルフさんにもともと良くない感情を抱いているらしいリリは、「チビ」と言われ、栗色の瞳ひとみを一層尖とがらせる。

「チビではありません！　リリにはリリルカ・アーデという名前があります！」

「そうか。じゃあよろしくな、リリスケ」

「……もういいですっ、構うだけ無駄ですね！」

　まるで小馬鹿にするように（いや実際してるんだろうけど）腰を折って笑いかけてくるヴェルフさんに、リリはとうとうそっぽを向いた。

　ヴェルフさんの方は相変わらず面白おかしそうににやついてるし……何だか、前途多難そうなのが目に見えてる感じ。

「……えーと、リリ。今更だけど紹介するよ？　この人はヴェルフ・クロッゾさん。【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師スミスなんだ」

　ひとまず必要なことだけは済ませようと、ヴェルフさんの本名を教えておく。朝、彼と集合場所に向かった時から、リリの機嫌は急激に悪くなって話をするどころじゃなかったのだ。

　リリの名前は、ヴェルフさんも今聞いていたから問題ないだろう。

　返事が返ってくることには期待せず、僕はリリの後ろ姿に語りかけると──。

「クロッゾっ？」

　ヴェルフさんの名を耳にした瞬間、リリは弾はじかれるように振り返った。

　思いもよらない反応に、僕は「えっ」と呟つぶやきを落としてしまう。

「呪われた魔剣鍛冶師まけんかじしの家名？　あの[image: 凋]落ちょうらくした鍛冶貴族かじきぞくの？」

　魔剣、鍛冶師……？

　いやそれより、鍛冶貴族って……。

　リリの言葉に半ば面喰めんくらいながらヴェルフさんの方を見た。

　彼は一転してばつが悪そうな顔を浮かべ、口の形をへの字にしている。

「あ、あの……『クロッゾ』って？」

　別々の表情を浮かべる二人を交互に見ながら、僕はヴェルフさんの家名について尋たずねた。瞳を見開いていたリリは僕の方を向き、何とも言えない顔をする。

「何も知らないんですか、ベル様……？」

「ええっと、その……う、うん」

　否定してもしょうがないので、素直に頷うなずく。

　リリは短い吐息といきをついた後、簡単に説明を始めた。

「『クロッゾ』とは一昔前、とある王家に『魔剣』を献上けんじょうすることで貴族の地位を得た、名門鍛冶一族の名です。『クロッゾ』の打つ作品は全て『魔剣』だったと伝わっており……彼等が世代を通して王族に贈おくった剣の数は、数千、数万に及およんだと言われています」

「すうまっ……!?」

「魔剣の第一人者、大御所と言っても過言ではありません。その威力いりょくは『海を焼き払った』とまで謳うたわれるほどでしたが……」

　そこで言葉を区切ったリリは、ちらりとヴェルフさんを窺うかがった後。

　言いにくそうに逡巡しゅんじゅんしてから、小声で後を続けた。

「……ある日を境に王家からの信を失ってしまい、今では、完全に没落ぼつらくしてしまって……」

　リリが尻すぼみに説明を言い終えると、僕はどんな顔をしていいかわからないまま、ヴェルフさんの方を見やる。

　ヴェルフさんは髪をグシャグシャとかきわけた後、ぱっぱっと手首を振るった。

「……ま、今はそんなこと、どうでもいいだろ？　ダンジョンにもぐってるんだから、することは一つだ。なっ？」

「あ……は、はい」

　一つ高い目線で軽く笑ってくるヴェルフさんは、さらりと話題を流す。

　肩に担かついでいた得物……広刃で長大な射程リーチを誇る大刀だいとうを、ドンッと草原に突き刺した。

　僕がぎこちなく頷く横で、リリは観察するようにじっとヴェルフさんの顔を見上げる。

「──？」

「ん？」

　その時だった。向かい合っている僕達の耳に、ビキリ、という音が届く。

　動きを止めたのは少しだけ。ダンジョンにもぐり慣れた僕達は、何の音か、と考える必要もなくその不吉な裂音の正体を察した。

　ダンジョンから、モンスターが産まれる。

「う、わっ……！」

「……でけえな」

「『オーク』、ですね」

　三者三様の反応をする僕達の視線の先で、ダンジョンの壁が罅割ひびわれ、破れる。

　壁面を内側からこじ開け出てきたのは、既に脂ぎっている茶色の太腕だった。

　砕くだかれたダンジョンの一部は卵の殻からのようにぼろぼろと地面に落ちていく。壁を破壊しながら左腕が現れたと思えば、今度は右手、次には巨大な豚頭とその後を追った。

『ブギッ……ォオオオオオオオオ……！』

　潰れた産声を上げながら、オークは完全にその姿を現した。

（オークが産まれるところ、初めて見た……）

　大型級のモンスター誕生の瞬間に、僕はごくりと喉を鳴らす。

　巨体が壁を破る光景は圧巻としか言いようがない。

　地面に四よつん這ばいになっているオークは、緩慢かんまんな動作でゆっくりと立ち上がる。

「……まだ続く、と。これがあるから10階層からは怖ぇよな」

　更に、壁の罅割れる音はそれで終わりではなかった。周囲から同じ音がいくつも鳴り響いたと思えば、四方八方、ルームの壁から一斉にモンスター達が突き破ってきた。

　主に10階層からは、同地帯エリア上での瞬間的なモンスター大量発生がよく確認されている。

　この現象が起きるとがらがらだった筈はずの地帯エリアはあっという間にモンスターで溢あふれ返るのだ。『怪物の宴モンスター・パーティー』、なんて言われる時もある。

　無論、危険だ。特に『ルーム』の中心にいる時に出くわすと、こんな風に一瞬でモンスター達に囲まれることになる。思わず、僕はひくついた笑みを浮かべてしまった。

「まぁ、そこまで悲観することはないでしょう。幸いこのルームでは霧きりは発生しませんし、面積も広いです。すぐに囲まれる心配はありませんし、いざとなれば10階層に引き返せます」

　リリは落ち着きながら「ほっ」と言ってバックパックを担ぎ直す。

　多くの冒険者パーティと行動をともにしてきたリリは既に11階層を経験済みだ。【ステイタス】は僕達の中で一番乏とぼしいかもしれないけど、中々肝きもが据すわっていた。

　リリの言葉を聞いて、後方に位置する大階段を顧かえりみた僕も、少し緊張を解くことができた。

「よし、オークは俺に任せろ」

「えっ、いいんですか？」

　ヴェルフさんの申し出に目を見張る。

　オークの怪力は凄すさまじい。Ｌｖ．１、いやＬｖ．２の冒険者でも直撃を受ければそれだけで戦闘不能に陥おちいる可能性がある。

　驚いた僕に対し、ヴェルフさんは逆に怪訝けげんそうな顔を作った。

「むしろ大歓迎だろ？　動きはトロイし的まとはでかい。俺の腕でも楽勝に当てられる」

　あっ、そんな風に考えられるんだ……。

　僕が小心者なのかヴェルフさんが剛胆ごうたんなのかはわからないけど、とにかく彼にとってオークは与くみしやすい相手らしい。すぐにヴェルフさんは前方を見て口を吊つり上げる。

【ヘファイストス・ファミリア】は鍛冶の派閥でありながら戦力も高く、構成員の多くがいわゆる戦える鍛冶師スミスだ。ヴェルフさんもその例に漏もれず──『鍛冶』のアビリティを獲得するため仕方なくなんて本人は言ってたけど──道すがら見たこの人の戦いっぷりは、10階層付近でも決して後れを取らないように思えた。Ｌｖ．１の中でも実力はきっと上位に位置するのだろう。

「ベル様はお一人で好きなように動いてください。この鍛冶師スミスの方はリリが微力ながら援護をしましょう。正直に言えば、時折こちらも気にかけてくれると助かりますが」

「お？　何だ、俺のことが気に食わないんじゃなかったのか、リリスケ？」

「嫌っているに決まっています。ただリリはベル様のお邪魔じゃまになりたくないだけです」

　にっこりとリリはヴェルフさんに向かって満面に微笑ほほえむ。僕は苦笑いするしかない。

　リリの提案は、Ｌｖ．２になった僕の能力を考慮した上でのものだろう。【ランクアップ】した今の僕なら一人でいても問題ないと、そう判断したわけだ。

　反対する気はなかった。

　……それに、不謹慎ふきんしんかもしれないけど。

　僕自身、今の自分の力を、試してみたい。

「そろそろ行こうぜ。インプあたりが群れ出す前にな」

「言われるまでもありません。ベル様？　わかっているとは思いますが……」

「うん、大丈夫。油断だけはしない」

　それぞれの武器を携たずさえて準備を整える。

　僕はその場で一度屈伸くっしんしてから、意識をカチリと切り替え、そして一気に駆け出した。




『ヒィエ！』『ヒッギャ！』

　草原を疾走しっそうし、既に集団を作っているインプ達のもとに向かう。

　この11階層に来るまでの道中、何度か経たモンスターとの遭遇戦はほとんどヴェルフさんがこなした。今日僕が本格的に戦闘を行うのは、これが初めてだ。

　殺到するいくつもの視線に放たれる威嚇いかくの声。五対一、数の多寡たか。まだ増える。

　ダンジョンから産み落とされたモンスターは数知れない。僕を迎え撃とうと、周囲から続々と複数のインプが合流してきていた。

　──今日だけは、景気良く突っ込もう。

　上体を更に前傾に。

　彼我の距離が見る見る内に狭せばまっていく中、僕は思い切り右足を地面へと叩たたきつけた。

　次の瞬間、草原が爆はぜる。

『──ヒェ？』

　インプが目の前に現れた。

　違う。

　僕が、敵との間合いを食らいつくした。

　洒落しゃれになってない加速力。耳もとで風が千切ちぎれた。

　けれど、これまでとは一線を画したその速力に、僕の感覚は見事に付いてきている。

　突如とつじょ眼前に出現した相手ぼくに目を丸くするインプへ、一挙、《神様のナイフ》を繰くり出す。

　サンッッ、という快音。

『!?』

　インプの首が宙に飛ぶ。

　飛翔する仲間の頭を仰ぎ見たインプと、走り抜けた紫紺しこんの光に目を奪われたインプは、集団の中でそれぞれ半々くらい。

　一瞬の出来事に棒立ちになるモンスター達に、僕は、動きの流れを緩めず襲いかかった。

　斬り伏せる。

　羽のように軽い体を躍動やくどうさせ、あたかも稲妻いなずまのように敵の間を縫ぬっていく。僕とすれ違う度にインプ達は斬きり裂さかれ、その場に崩れ落ちていった。

　一匹につき一太刀ひとたち。《短刀》と《神様のナイフ》、白い刃と黒い刃が閃ひらめけば、それだけで小柄な体に鋭い斜線が走り、インプ達は戦闘不能に陥った。

（遅い……いやっ）

　常に先制。インプは攻めかかる僕に対し一度も反撃をしてこない。

　敵の動きが鈍い、じゃない。

　相手が目の前の動きに反応できないほど──。

（──僕が、速くなってる！）

　違う。全然違う。これまでとは、次元が違う！

　攻撃も、速度も、反応も桁違けたちがい！

　これが【ランクアップ】！

　神の、恩恵！

「あああああああああああッ!!」

『ガヒッ!?』

　アイズさん直伝の回し蹴りがインプの胸に決まり、次にはとんでもない速度で彼方かなたに吹き飛んだ。何度か地面を擦過さっかした後、小悪魔のモンスターは草原の上でぐったりと力を失う。

　十を優に超えていたインプの群れは瞬またたく間に全滅した。

『ロオオオオオオオオッ！』

「！」

　雄叫おたけびを上げながら新しいモンスターが迫ってきた。

　僕と同等の体軀たいく。短い二本足で立ち上がり、前肢まえあしには丈夫そうな爪が備そなわっている。まるで鎧を背負っているように、体の背部はいくつかの帯に分かれた甲羅こうらで覆おおわれていた。その鱗うろこ状の外皮は頭にまで及び、角ばった形状も相あいまってあたかも兜かぶとを被っているよう。

　全身を震わせ、二匹いる鎧鼠アルマジロのモンスターは僕に真まっ直すぐ向かってくる。

　11階層初出のモンスター、『ハード・アーマード』。

　初見である相手を前に、僕は分厚い辞書を頭の中でぱらぱらめくるように、エイナさんに叩き込まれたモンスターの情報を探り当てた。

　キラーアントと似た性質を持つハード・アーマードは、頑丈がんじょうな甲羅を有する反面、その甲こうに守られていない腹や胸は柔やわく脆もろい。全身を硬殻こうかくで固めているキラーアントに比べれば、断然狙ねらい易やすい弱点だけど……甲羅の強度自体はあの巨大蟻のそれを遥はるかに凌駕りょうがしている。

　11～12階層に出現するモンスターの追随ついずいを許さない守り。つまり、上層において最硬さいこうの防御力を誇る。

　ドワーフの攻撃を難なんなく打ち返す甲羅ははっきり言って鉄壁だ。白兵戦において、Ｌｖ．１の冒険者は単独でこのモンスターを倒すことができないとまで言われている。

　基本アビリティ到達基準Ｂ～Ｓに該当する11～12階層の攻略難度は、このハード・アーマードがはね上げていると言っても過言じゃない。

「──ふッ！」

　真まっ向こうから対峙たいじする僕等は、互いに双眸そうぼうを吊り上げた瞬間、スタートを切った。

　僕は脚力にものを言わせた加速を。

　ハード・アーマードの一体は全身を丸め、回転運動から行う猛烈もうれつな突進を。

　背面に備わったあの甲羅は堅牢けんろうな盾となると同時に武器にもなる。高速回転する敵の体は冒険者パーティをまとめて蹴散けちらすほどの威力を秘め、力ずくの迎撃げいげきではまず止まらない。

　転がりながら急迫してくる巨大な玉弾。あっという間に距離がかき消える中、食らえば一溜りもない体当たりを、僕はぎりぎりのところで往いなした。

　先に後続を叩く。

　球状に変形していないもう片方のハード・アーマードに僕はつま先を向けた。

『オオオオオッ！』

　鋭い爪を構え直進してくるハード・アーマード。

　同じように間合いを詰めていく僕は相手を限界まで引き付けて──大きく横に跳んだ。

『!?』

　モンスターの目と鼻の先でほぼ直角の軌道を描く。

　一瞬で視界の外へ消えた動きに付いてこれず、ハード・アーマードは完璧に僕を見失った。

　掠かすめ取るのは相手の死角に当たる斜ななめ後方。

　ブレーキの反動で膝を一杯に溜めた僕は、そこから体ごと突っ込ませて、逆手に持った《神様のナイフ》を振り抜いた。


『────ガッッ!?』



　大振りの斬撃ざんげきが、ハード・アーマードの胴体を両断する。

　──通る！

　上層最硬の防御も貫ける。

　甲羅の上から敵の体を斬り裂いた自分の攻撃を見て、柄つかを握る手にぎゅっと力を込めた。


『ロォォォォォォォォォ!!』



　残ったハード・アーマードが再び球状となって突進してきた。

　僕は着地した格好から体を反転させ、高速で転がってくるモンスターへ右腕を構える。

「【ファイアボルト】！」

　炎雷えんらいが吠ほえた。

　今までにない轟音ごうおんを発しながら、より速く、より太くなった緋ひ色の炎は回転球を穿うがつ。

　炸裂さくれつ。

　爆風が発生する最中さなか、丸焦まるこげになった黒い塊がすぐに姿を現す。背面の甲羅を一部ごっそりと失った鎧球は、やがて綺麗に割れ、ばたりと体を地面に投げ出した。
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　全身を開いたハード・アーマードは煙をあちこちから吐き出したまま、沈黙する。

（魔法も、強くなってる……）

　火ひの粉こが大量に踊る光景を眺ながめながら、構えていた右腕をゆっくりと胸もとに持ってくる。

　威力はやはり段違いだった。規模自体も。

　魔法ファイアボルトに限った話じゃなく、まだ力を持てあましている感じは否いなめないけど……。

（近付いてる、絶対！）

　脳裏に浮かぶのは一人の女剣士。

　遠い憧憬である、あの金色の背中を追うことが、できている。

　今になって高鳴る心臓の音を、僕は必死に押さえ込んだ。


『────────ォオオッ！』



　と、そこで不意打ち気味に、オークの大音声に意識を引っ張られた。

　リリの言葉を思い出した僕ははっと顔を振り上げる。雄叫びに導かれるようにそちらを見ると、ヴェルフさんとオークが、今まさに戦闘に臨もうとするところだった。
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「速はえぇ……」

　ヴェルフはそう呟いた。

　ふと瞥見べっけんして視界に飛び込んできた一連のベルの動き。

　動作も、攻撃の初動も、魔法の発動速度さえも全てが全て、途轍とてつもなく速い。

　出所は知らないが、『兎』という呼び名の由来を察するヴェルフだった。

「ふふっ、ぼーっとしてぺちゃんこにされないでくださいね。ベル様が悲しみますから」

「リリスケ、お前の性格もよーくわかった」

　すぐ背後から投げられるリリの声に鷹揚おうように頷く。

　彼女の方を振り返りはしない。あと数秒もかければ接敵する位置に、醜みにくい鳴き声を喚わめき散らす巨大なモンスターがいるからだ。

　ベルの視線がこちらに向いているのに気付き、笑いながら構ってくれるなと顎あごをしゃくる。

「よし。いくぜ、二匹目」

　後方、リリの側で倒れ伏すオークの死骸を背に、ヴェルフは得物である大刀を肩に担いだ。

『ォオオオオオオオオオオオオオッ！』

　がすっ、がすっ、がすっ、とのろい動きと大きな歩幅でオークが近付いてくる。

　ヴェルフは口端を上げながら自らも大胆に間合いを埋めにいった。

『ブグルアァッ!!』

　獲物が間合いに入り込んだのを認め、素手すでのオークはその丸太のような腕を勢いよく薙ないだ。

　無造作に放たれた横殴りの一撃を、ヴェルフは素早すばやく身を伏せることで回避する。

　右手に持つ大刀は肩に乗せたまま、限りなく低い姿勢で左手を地面に手をつくその様は、今にも飛びかからんとする野獣を彷彿ほうふつさせた。

　そして敵の巨腕が頭上を通過し切った瞬間、ヴェルフははね上がり、巨刃を見舞う。

「──らああァッ！」

　肉を裂さく音。振り上げられた大刀に斬りつけられ、たるんだオークの腹がだぷんと波打つ。

　緑色の血飛沫ちしぶきが宙ちゅうを走る中、大型武器がもたらす凄すさまじい衝撃にモンスターは後方へ反り返り、そのまま後頭部から地面に倒れ込んだ。

「持ってけ！」

　すかさず草原を蹴ってヴェルフはオークの頭部真横に着地する。

　両手で握った得物を大上段に構え、潰つぶれた瞳を見開くその顔目がけ、振り下ろした。

　ドンッッ!!　という撃砕音げきさいおんが轟とどろく。

「リリスケ、次だ！」

「もう来てます！」

　頭を叩き割ったモンスターから離れ、リリの示す方向に足を回す。

　視界に映るのは天然武器ネイチャーウェポン──枯木であった棍棒こんぼうを振りかざすオークだ。猛進してくるモンスターに、ヴェルフは笑みを浮かべたまま舌打ちをした。

「あれは面倒だな！」

「わかってっ──ます！」

　リリは円えんを描くように大きく回り込み、オークの進路方向に対して横合いの位置に出る。

　彼女は着用しているローブの裾をめくり、その細い腕に装備したハンドボウガンを用いた。

　発射された金属矢がオークの肩に命中する。

『！』

　肩を突いた鈍い痛みにオークは足を止める。豚頭のモンスターは醜い形相ぎょうそうを作り、それまで標的だった筈のヴェルフからリリに目標を変えた。

　瞬時。

　注意力が散漫さんまんになったオークの懐に、ヴェルフは勢いよく左足を踏み込ませた。

　身に付けている黒の着流しが陽炎かげろうのようにはためき、ブーツが地面を嚙かみ締しめる。

「くたばれ」

　肩に担いだ大刀が、獰猛どうもうな円弧を描いた。

　右手一本で振り抜かれた渾身こんしんの斬撃が袈裟けさの軌道でオークの体に叩き込まれる。

　分厚い巨軀きょくを両断したのではないかと思わせるほどの太刀筋。両眼を血走らせたオークは一声も発せぬままガフッと吐血すると、硬直、体から色素を失い灰となって崩れる。

　ヴェルフの一撃は『魔石』の埋まる胸部を綺麗に斬り抜いていた。

「クロッゾ様、せっかくの魔石を台なしにされては困ります！　ベル様とリリの収入が減るではありませんか！」

「しょうがないだろ、やっちまったもんは。あと、その名前で呼ぶな」

　ここぞとばかりに責めかかってくるリリにヴェルフは少しげんなりした顔。

　そもそも俺の分け前はなしか、と喚く小人族パルゥムと軽く言い合う。

　草の上にはきらめく紫紺の結晶だけが残った。

「っ……クロッゾ様！」

「だからその名前でっ……げっ」

　リリの叫び声に大きく口を開きかけたが、彼も気付く。

　オークとは別種のモンスターが二匹、ヴェルフを取り囲むように忍しのび寄よっていた。

『シルバーバック』。

　筋肉質で白い体毛を持つ、野猿やえんを連想させるモンスター。唯一くすんだ銀色に輝く頭髪が背を流れ尻尾のように伸びている。

　過去、ベルが『怪物祭モンスターフィリア』にて対峙した経験があるこの相手は、ハード・アーマードと並ぶ11階層の看板モンスターだ。力と敏捷の差が著いちじるしいオークのように、目立った偏かたよりのない身体能力は高くまとまっており、率直に言えば相当強い。

　ヴェルフが思わず顔を引きつらせていると、背後にある一際大きい枯木から音が鳴り、ドッともう一体のシルバーバックが地面に着地した。

「……」

『ギィィ……ッ』

　やばい、とヴェルフは口の中でその言葉を転がす。

　複数対一、かつ取り囲まれた状態。ダンジョンで絶対に遭遇そうぐうしてはいけない場面の一つだ。

（やっちまった……これじゃあソロでやっているのと変わらねえじゃねえか）

　額ひたいに滲にじみかける汗を感じながら、ヴェルフは三つの影を用心深く見回す。

　派閥の仲間内から除のけ者ものにされ、こなくそと回復薬ポーションをありったけ用意し一人で挑戦した10階層……あっという間に死にかけた当時の記憶が、脳裏に蘇よみがえった。

（逃げるしかない……いや、逃げ出せるのか？）

　自分を囲う輪が小さくなっていることに焦燥しょうそうを感じつつ、ヴェルフは思考を回転させた。

　軽く見積もっても己の実力はシルバーバックを少々上回っている程度。そしてその程度では、一匹に手間取っている内に袋叩きにされるのが落ちだ。離れた位置で張り詰めた表情をするリリも迂闊うかつに動けずにいる。一介いっかいのサポーターに助けを求めるのも酷こくだろう。

　詰んでやがる、という頭が下した結論を、ヴェルフは無視することにした。武器を肩に抱え正面のシルバーバックに凄すごみを利かせる。

　包囲網の一点を玉砕ぎょくさい覚悟で抜く心算しんさん。ちりちりという音が耳もとで弾け、これまで幾度いくどとなくダンジョンで味わってきたあの嫌な緊張感に身を焦がされながら、ヴェルフは腹を固めた。

　剣呑けんのんな空気が場を飽和ほうわさせる。

　ヴェルフと睨にらみ合っているシルバーバックの双眼がギラリと光った。

　モンスター達が動く。

　次の瞬間。

「──せぇーのッッ!!」

『ギゴオッ!?』

「っ!?」

　凄まじい横槍が入った。

　恐ろしい勢いで疾駆しっくしてきたベルが、まさに投槍ジャベリンのごとく、強烈な飛び蹴りをシルバーバックの横よこっ面つらへお見舞いする。顔をおかしな角度に曲げながら、モンスターは隣にいる仲間の方まで蹴り飛ばされた。

　出し抜けの展開にヴェルフもシルバーバック達も固まる中、ベルは鞘さやから《短刀》を抜いた。

「ヴェルフさん！」

　深紅ルベライトの瞳と視線がぶつかり、もはや条件反射のように悟った。

　上半身を横にずらし射線から外れる。

　間髪かんぱつ入れずベルは動き、頭の後ろに溜めた右手から《短刀》を撃ち出した。

『グエッ!?』


「────ッッ!!」



　ヴェルフの背後にいたシルバーバックの左眼に《短刀》が命中。

　悲鳴とともにモンスターの体がぐらりと泳ぐ中、ヴェルフは独楽こまのように回り、振り向きざま大刀を上段から疾走させた。

　銀の大閃が見事に敵の体へ決まり、撃破する。

「……」

　膝を折って地面に伏すモンスター。大刀を振り抜いた格好で固まっていたヴェルフは、おもむろに顔を上げて後ろを振り返った。

　そこにはちょうど二匹目のシルバーバックを倒したベルの姿がある。

　しばらくその背中を見つめていたヴェルフは、ふっと微笑して、大刀を肩に担ぎ直した。

「やっぱりいいよな、仲間パーティっていうのは」

　心底同意するように、振り返った白髪はくはつの少年は破顔するのだった。
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「しかし、とんでもなく速かったな、お前。いつ飛んできたのかわからなかったぞ」

「ぼ、僕もちょっと戸惑っているというか……」

　大群だったモンスターとの戦闘を終えて、僕達は今、小休止を取っている。

　場所は変わらず11階層始点のルーム。戦いの跡あとが残る草原には砕くだけたダンジョン壁面の一部が転がっていたり、引き抜かれた枯木が散乱していたりと、結構すごいことになっている。

　大刀を背中の鞘に戻して腕を組んでいるヴェルフさんと、僕は気軽に話を交わしていた。

「やっぱり頭一つ飛び抜けたやつがいると戦闘は楽になるな。頼り切るのも駄目なんだが」

「でも、僕も戦ってて、前より負担っていうのが減ったような気がします」

「パーティの利点ってやつだな。体だろうが心だろうが、余裕を持てるようになれば動きも変わってくる。モンスターの対処もな」

　パーティの有用性を語るヴェルフさん。つい以前までパーティを組んでダンジョンにもぐっていたそうだから、その辺りの事情には僕なんかよりずっと精通してる。

「急造のパーティにしては良かったと思うぞ、俺達。連携とまではいかないが動きは嚙かみ合ってた……これはリリスケのおかげか」

「リリがですか？」

「ああ。やることは小さいが、的確っていうか。合流した後も動きがかぶらないように、俺とお前の仲介役をこなしてたしな」

　言い方はあれだけど、早い話、僕達はリリに動かされていたらしい。

　誘導してくれたと言えばいいのか。一つ後方の視点から戦場を見渡すリリは、巧妙な援護を挟むことで僕達の足並みを揃そろえさせていたのだ。

「冒険者の動きを知っている」というヴェルフさんの言葉を聞いて、僕は「ああなるほど」と納得することができた。サポーター業も盗賊業も含めて、これまでリリは冒険者という存在を頻りに観察してきたから。

「にしても、よく働くな、リリスケ」

「この時ばっかりは、サポーターの人に悪い気がしますよね……」

　確かにと笑うヴェルフさんと僕の視線の先、リリは魔石の回収作業にせっせと努つとめていた。

　僕達が屠ほふったモンスターの数は馬鹿にならないから負担も大きい。手伝おうとしたけれど見事に断られ、今の内にしっかり休めと背中をぐいぐい押されてしまった。

　こればっかりは自分の仕事だからだと。

「ところで、他の連中も増えてきたし、どうする？　この後は場所を移すか？」

「うーん、そうですよね……」

　周囲には先程までいなかった何組なんくみかのパーティがちらほらと見える。

　このルームは階層間を繫ぐ位置関係故に人通りは多い。厄介な霧きりも出ておらず探索の拠点にするパーティも少なくないから、この場で狩りを続けるのは少し難しいかもしれない。

　出現したモンスターの奪い合いにでもなったら悲惨ひさんだ。いざこざが起きて【ファミリア】間の問題に発展してしまったら目も当てられない。実際に僕達が戦っている間も、残っていたモンスターを狩っていたパーティがいたし。迷宮を探索する際はできるだけ他者がいるところを避け、不干渉を貫くというのが暗黙の了解なのだ。

　……ちなみに、他のパーティの存在にいち早く気付いたリリは、俊敏しゅんびんな動きで僕達が倒したモンスターを一箇所にまとめていた。これは僕達の取り分である、横取りは許さない、と。

　抜け目がないっていうか、熟練のサポーターだけにしっかりした早技だった。

「……どうせなら、ここで昼食取りましょうか？　沢山の人達がいるから、モンスターを警戒することもないでしょうし」

「なるほどな、ただ場を譲ゆずるのも癪しゃくだし、利用させてもらうか。いいぞ、俺は賛成だ」

　ちょっとずうずうしいかと思ったけど、ヴェルフさんは僕の意見に同意してくれる。

　リリが戻ったら早いお昼にしようということで決まった。

（それにしても……11階層だけあって、どのパーティも強そう……）

　ふと視線を巡らせて、そんな感想を抱いた。

　ルームの各位置に陣取るパーティは、身に纏う空気が研とぎ澄すまされているような気がする。

　武器や防具だってそうだ。切れる、頑丈、といった言葉がそれぞれの得物から触らずとも伝わってきた。

　破砕弓を背にする獣人、特大の戦斧せんぷを地に下ろしたアマゾネス、白銀の杖とローブを装備するエルフ……一癖も二癖もありそうな面々、多種多様の亜人デミ・ヒューマン達。

（どれくらい【ランクアップ】してる人達がいるんだろう……？）

　11、12階層で探索をするパーティっていうのは、目前に控える『中層』攻略を視野に入れている組が多いだろうから、この内の何人かはＬｖ．２に到達している筈だ。

　……本当にあの人達と同じ立ち位置にいるんだろうか、僕。

　一応Ｌｖ．２だし、きっと堂々としていてもいいんだろうけど……凄まじい体軀を誇るドワーフとか見ていると、途端に姿勢を低くしたくなる。目指す場所は遥かに高いんだから、こんなところで尻込みしてちゃいけないんだけど。

　きっとあの人達、すごい『魔法』とか『スキル』持ってるんだろうな……。

（って、そうだ、僕の『スキル』……）

　僕も一つ、『スキル』が発現していたことを思い出す。

【英雄願望アルゴノゥト】。今の今まですっかり忘れていたから、まるで意識してなかったけど……。

（普通に戦ってる分には、何も起きなかった……よね？）

　速く動けるだとか力が上がっただとかは【ランクアップ】の影響の筈だから、スキルが発動したということはないと思う。

『能動行動アクティブアクション』、『自ら意識的に動く』、『反撃ではなく攻撃』。

　神様との会話を思い出して言葉を拾ってみるけど、うーんと首をひねる。

　やはり今いちよくわからない。そもそも意識的な行動や攻撃なんてことは、先程の戦闘の中にも組み込まれていた筈だ。それでも何も起きないってことは、行動を起こすだけでは駄目、ということなのだろうか。

　詠唱えいしょうという引鉄を必要とする『魔法』と同じように、何か、切っかけがいる？

（そもそも……）

　……【英雄願望アルゴノゥト】っていうスキルはどうして発現したんだ？

【ランクアップ】できたから？

　あのモンスターを、ミノタウロスを倒したから？

　アイズさんに情けない姿を見せたくないと、このままじゃ嫌だと、心底思ったから？

　……僕は、あの時。

『英雄に──』

　なりたい。

　そう、願った。

「……」

　お伽噺とぎばなしの住人達のように。

　とんでもない相手に臆おくすることなく立ち向かう彼等のように。

　危険も顧みず沢山の人々を救う彼女達のように。

　僕を助けてくれた、あの人のように。

　なりたいと、一歩でも近づきたいと、心から望んだ。

　英雄えいゆう、願望がんぼう。

「……おい、ベル。それ、何だ？」

「！」

　耳を叩いた声に、心の深海に沈んでいた僕の意識は、急速に浮上した。

　顔を上げると、目の前には眉根を寄り合せたヴェルフさんがいる。

　何を言っているんですか、とそう聞くより先に彼の視線を追うと、僕の右手があった。

　白い光の粒が、明滅している。

「……えっ？」

　目を丸くした。間抜けな声も落ちる。

　手首から上、淡あわい輝きを灯す純白の光が取り巻いていた。

　雪の結晶より更に小さい光の粒が、一定間隔で右手の中に吸い寄せられ、かと思うとまた新しい光粒こうりゅうが生まれ、時間を巻き戻すようにまた吸い込まれていく。

　光の集束、収斂しゅうれん、その繰り返し。

　まるで僕の右手の周りだけ粉雪が降りそそぎ、渦うずを巻いているよう。

　また、リン、リン、という高くか細い音が生じていることにも僕は気付いた。

　あたかも小刻みに鐘チャイムを鳴らしているかのように。

「……」

「……」

　僕はヴェルフさんと顔を見合わせた。

　混乱と戸惑いを共有した表情。尋ねたって答えなんて返ってくるわけないだろう。

　な、何これ……？

　僕は白い光が集まる自分の右手を、穴の開くほど凝視する。

　そして、そんな困惑する僕を見かねたのか、ヴェルフさんが口を開きかけようとした──その直前だった。


『────オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』



　耳を聾ろうするほどの、凄まじい哮たけり声が轟とどろいたのは。

「「っ!?」」

　ヴェルフさんと揃って顔を振り上げる。いや僕達だけじゃない、ルームにいる冒険者達全員が驚愕きょうがくの眼差しをその方向一点に差し向けた。

　場所はルームの出入り口。他の地帯エリアへと繫つながる通路口の一つから、立ち込める霧を突き破って、琥珀こはく色の鱗うろこがあらわになる。

　長い尻尾に鋭利えいりな爪、無数の牙。

　体高は約一五〇Ｃセルチ、体長は恐らく四Ｍメドルを越す──小竜。

「『インファント・ドラゴン』……!?」

　名前も知らない冒険者の声が響く。

　四足で地を這はうそのモンスターは、数あるモンスターの種族の中でも最強と謳うたわわれる竜だった。羽こそ生えていないものの、硬質な鱗に包まれた強[image: 靫]きょうじんな肉体には、オークをも圧倒する潜在能力ポテンシャルが秘められていることが一目瞭然いちもくりょうぜんだった。血のように赤い目玉がぎょろぎょろと蠢うごめく。

『インファント・ドラゴン』。

　11、12階層に出現する絶対数の少ない稀少種レアモンスター。

　広い階層内に五匹もいないあの小竜と遭遇エンカウントするのは、稀有けうを通り越して幸運ですらある。下級冒険者の一団パーティをことごとく全滅させているという報告に目を瞑つむりさえすれば。

『迷宮の孤王モンスターレックス』が存在しない上層において、あの小竜が、事実上の階層主かいそうぬしだ。


『──────ッッッ!!』



　雄叫びとともにインファント・ドラゴンが動き、近くにいたエルフの冒険者をその長い尾で殴り飛ばした。一瞬で壁へと叩きつけられた彼は、目を大きく見開き、次には糸の切れた人形のようにがくりと首を折る。間を置かず、周囲一帯から上がる悲鳴が重なり合った。

　あの猛牛ミノタウロスには劣おとるとはいえ、個体によってはＬｖ．２にカテゴライズされてもおかしくない強力なモンスターに、誰もが今ばかりは暗黙の了解を捨て一丸となる。パーティの垣根かきねを越え複数の魔法の詠唱が始まり、大剣や斧を持ったアマゾネスとドワーフ達が一斉に駆け出した。

「リリスケェッ、逃げろっ!?」

　そんな中、余裕のないヴェルフさんの絶叫が飛ぶ。

　竜の登場に茫然自失ぼうぜんじしつとしていた僕の目にも、その光景が映り込んだ。

　遥か先、魔石を回収するためルームの奥にいたリリのもとに、小竜が突き進んでいる。

　立ちつくすリリと迫りくるモンスターの光景を前に、瞠目どうもくした僕の体は勝手に動いた。

　発光を続ける右手を勢いよく突き出し、あらん限りに、叫んだ。

「【ファイアボルト】!!」

　次の瞬間。

　全ての音が消えた。


「──────」



　純白の閃光せんこう。

　視界を白く埋めつくす光輝が弾け、伴ともなって巨獣の咆哮ほうこうのような激音が鳴り響く。

　右手で爆発した白光の中から飛び出したのは、炎の雷いかずち、【ファイアボルト】。

　ただし規模がおかしい。白い光粒に縁取ふちどられた緋色の炎雷は、人ひと一人を丸呑まるのみしてしまうほどの厚みと大きさをもって、インファント・ドラゴンに驀進ばくしんする。

　瞬く間に小竜を撃ち抜き、そのまま遠く離れたダンジョンの壁面へと着弾した。

　大爆発。

『……ガッ、ァ』

　琥珀色の鱗がボロボロと剝はがれ落ちる。

　炎雷の[image: 餌]食えじきになったインファント・ドラゴンは、掠かすれた声を残し倒れ伏した。火に耐性のある筈の竜の皮膚は焼け落ち、その巨体の周囲には黒煙とともに炎の残滓ざんしが舞っている。

　ルームの最奥には、まさに竜の爪痕と見紛みまがう亀裂きれつが刻み込まれていた。極大の【ファイアボルト】を受け止めたダンジョンの壁面は、雷霆らいていが直撃したかのように粉砕ふんさいしている。

　がらがらと、思い出したように壁の一部が崩れ落ちた。


「…………」



　静寂せいじゃくがルームを支配する。

　動きを止めた冒険者達の視線が、僕のもとに集まっていた。リリも、ヴェルフさんのものも。

　驚愕と、戦慄せんりつと……敵意。ぶつけられる様々な感情に、けれど反応を示せないまま、僕はぎこちない動きで突き出していた右手を引き戻す。

　呆然ぼうぜんと見下ろす手の平は、白い光粒こうりゅうをかき消し、何事もなかったように沈黙していた。
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「……ふぅ」

　服からすぽんと顔を出し、全身の疲労感を吐き出すように息をついた。

　部屋着に着替えた僕はドアをがちゃりと開け、シャワー室から出る。

　紫色のソファーの上には既に着替えを終えている神様がいた。

「ベル君、疲れているんだったら休んでていいよ？　夕飯の支度はボクがするから」

「いえっ、大丈夫です、手伝います！」

「ふふっ、そうかい？　じゃあ一緒にやろうか」

　お仕事の都合と長引いたダンジョン探索。二人してホームに帰宅するのが遅れた僕と神様は、夕飯の準備に取りかかる。もうすっかり夜と言える時間帯だ。

　神様の希望もあって、ホームでの家事諸々もろもろはできる限り二人でこなしていた。本当は神様の手を煩わせちゃいけないんだけど、「水臭いこと言うなよ、ベル君」なのだそうだ。

　でもやっぱり、畏おそれ多い気もするんだよなぁ……。

「……なぁ、ベル君？　ちょっと聞いていいかな？」

「何ですか？」

　調理場とも言えない狭い流し台で野菜を洗っていると、並んでお肉を切っている神様がどこかためらいがちな声を出す。

　身長が低いため台の上に立っている神様を僕は手を止めて見た。

「フレイヤ……あーいやっ、銀髪の女神と面識があったりなんか、するかい？」

「銀髪の女神様、ですか？　いえ、会ったことはないと思いますけど……」

　記憶を掘り返しながら答える。

　この都市に来てからヘスティア様以外の女神様に話しかけられること自体数えるほどだし、銀なんて目立つ髪の色だったらまず覚えている筈だ。

「うん、そうだよね、そうだよなぁ……」

　神様は、うーん、と顎を上げて天井を見上げている。どうかしたんだろうか？

　そういえば神会デナトゥスが終わった辺りから、何か考え込んでる神様の姿をちらほら見るようになった気がする。何かあったんですかと尋ねても、神様は苦笑して「何でもないよ」と顔を振るだけだった。

　ちょっと気になりつつも、その後は準備に集中し、ややあって神様と食卓を囲んだ。

「へ～、じゃあその鍛冶師スミス君はいい子そうじゃないか」

「はい。すごい気さくで何だか頼りがいがあるんです。リリとは仲が良いのか悪いのか、ちょっとわかりにくいんですけど……」

「はははっ」

　夜食の時間帯に片足を突っ込んでいる夕餉ゆうげを取りながら、神様と談笑する。

　食事は最近華はなやかなものになっていた。いや質素しっそなものが少なくなってきているのかな。

　当たり前のように二人前のパンが並び、当たり前のようにお肉の乗ったサラダを皿に盛り付け、当たり前のようにジャガ丸くんが山を築く。

　ここまで来るのに長かったような短かったような……貧乏、という状態からは一歩抜けられたんじゃないだろうか。

「うん、そんなに人が良くて、男の子だったら何も問題ないな。ボクも諸手もろてを上げて歓迎するよ。ベル君、その子を逃がしちゃダメだぜ？」

「はいっ。何て言ったってヴェルフさんは鍛冶師スミスですしっ、それにパーティでも三人一組スリーマンセルを組めばぐっと危険も低くなるって聞きますから！　できればずっと居てほしいんですけど……」

「そうだね、何としてでも捕まえておくんだ。君とサポーター君が二人きりの状態は、非常に危険だからね」

　にこりと清々すがすがしいくらい女神様の笑みを浮かべる神様に、僕も興奮気味に頷いた。

　神様の二つに結ゆわえた髪がとても機嫌良さそうに揺らめいている。どうやら僕達のことをかなり心配してくれていたらしい。

　これはいつもの習慣だけど、僕は神様に今日あったことを話していた。

　まずはヴェルフさんのこと。昨日の内に直接契約云々うんぬんのことは伝えてあったけど、今日一日接してみて感じた印象を告げていく。

「それにしてもヘファイストスのところの子とパーティを組むなんて……ふふっ、これも君がボクの【ファミリア】に入った何かの縁かな？」

　神様はくすくすと笑う。

　ヘスティア様とヘファイストス様は天界にいる時から付き合いがあるそうで、親友も同然なのだそうだ。オラリオに来てからは色々あったり、【ファミリア】の主神という手前、以前のように気軽に接することはできにくくなってしまったそうだけど。

　何だかんだで切っても切れない縁に、神様はおかしそうに肩を揺らしていた。

「……あの、神様？　ヴェルフさんの『クロッゾ』っていう家名について、何か聞き覚えはありますか？」

　僕は合間を見計らい、思い切って気になっていたことを尋ねてみた。

　リリが言っていた『魔剣』にまつわる『クロッゾ』の話。

　ヴェルフさんの知らないところで探るような真似をして何だか気まずいけど、僕は好奇心めいた感情を抑えることができなかった。

「『クロッゾの魔剣』か……。ボクもそれくらいの話なら小耳に挟んだことはあるけど……多分、ベル君の知っていることとあまり大差ないと思うなぁ」

「そう、ですか……」

　神様は天界から降りてきてまだ間もないと聞く。下界の情報に明るくない……それこそ僕と同じくらいの知識しかないのは仕方のないことだ。

　結局ヴェルフさんのことは、詳しくわからないまま、か。

「……『クロッゾ』の一族のことはわからないけど、その鍛冶師スミス君、ヴェルフ君個人の評判なら、少し教えてあげることはできるかな」

「えっ!?」

「ふふん、ベル君、ボクがどこで働いているのか忘れたかい？」

　あ！　と、僕もそう言われてすぐわかった。

　神様はヴェルフさんが所属する【ヘファイストス・ファミリア】のお店に勤つとめているんだ。確かにそこで働いていれば、とある構成員の評判の一つや二つ、耳にするかもしれない。

「どうだベル君！」と言わんばかりにその大き過ぎる胸を張る神様に、僕は「うっ」と喉を詰まらせながら頰ほおを赤くする。頑張って作った苦笑を浮かべ、何とか話の続きを促うながした。

　聞くところによると、昨日僕からヴェルフさんの名前を聞いた神様は、自分から情報を集めにいったらしい。

「鍛冶師スミスとしての腕前はいいみたいだね。まだ芽が出てないみたいだけど、ヘファイストスの話の中でもよく名前が出てくるから、そこは間違いないと思う」

「ヘ、ヘファイストス様が、ヴェルフさんのことを話していたんですかっ？」

「うん。こう飲みに行って酔ったはずみにこぼすんだけどね、誰それは才能がある、この子はすごくもったいなーい、とか」

　世界でも名高い鍛冶の派閥をまとめる主神様に、才能を見出されてるって……ひょっとしてヴェルフさん、【ファミリア】の中でも出世頭候補だったりするんじゃあ？

「ヘファイストスは目をかけていたよ。評価もしてる、光るものがあるって。……ただ、有りあまるくらい残念な子でもあるって言ってた。感性的に」

「……」

　ピョンキチ、という名の強い既視感が僕の頭に過よぎった。

　ちなみに、今も使わせてもらっている軽装けいそうも名称を元祖から脈々みゃくみゃくと受け継いでいる。今のでＭｋ‐Ⅲさんだいめだ。

「それで、だ。【ファミリア】の中になると、ヘファイストスの言葉とは打って変わって彼の評価は厳しいものになるんだ」

「えっ？　どういうことですか？」

　一転した流れに尋ね返すと、神様は「うん」と頷く仕草をする。

「まず結論から言っちゃうと、彼は『魔剣』が打てるらしい」

「……！」

「贋作がんさくなんかじゃない、正真正銘の『魔剣』さ。その出来できは【ファミリア】にある既存の魔剣作品……上級鍛冶師ハイ・スミスの作品をも凌しのぐって言われてる。それこそ『クロッゾの魔剣』と呼ばれるに相応ふさわしいほどにね」

　──魔剣、鍛冶師。

　この耳で聞いた言葉が現実味を帯びながら、頭の中で反芻はんすうされる。

「あれ、でも……ちょっと待ってください。魔剣って確か『鍛冶』の発展アビリティを発現させてなきゃ、作れない筈じゃあ……？」

　そうだ。初めて【ヘファイストス・ファミリア】のテナントに訪れたあの日、エイナさんは教えてくれた。確かに言っていた。

　魔剣は『鍛冶』のアビリティを習得した者、更にその中でも一握りの鍛冶師スミスしか作ることはできないって。

「その辺りのことはボクにもわからないんだけど、とにかく彼は魔剣が打てるそうなんだ。ヘファイストスも認めてた」

「……それじゃあ」

「ああ、その家名は本物さ。彼には正統の『クロッゾ』の血が流れてる」

　自分でもよくわからない衝撃に見舞われる。

　ヴェルフさんは鍛冶貴族、没落したとはいえ高貴の出身であること。

　そして彼は『鍛冶』という発展アビリティを持っていなくても、魔剣が打てるということ。

　……『スキル』？

　僕は咄嗟とっさにそう思った。何か特別なスキルの効力によって、ヴェルフさんは魔剣が作製可能なのではないかと。

　いやでも、『クロッゾ』の血縁者は全員魔剣が作れたってリリは言っていたような……。クロッゾさん達は、みんな同じスキルを持っていたっていうこと？

　うぅん、流石にそれは……。僕は頭を抱えてしまう。

　駄目だ、余計な憶測をしたって埒らちがあかない。

　僕は湧わいてくる疑問を封じ込めて、神様の話に集中することにした。

「でも、彼は魔剣を作らないんだ」

「……ぇ」

「作製しようとしないんだよ、何故か。一度作ってしまえば富と名声が確約されている筈なのに、彼は魔剣を打とうとしない。上級鍛冶師ハイ・スミスの末席まで蹴飛けとばして、頑かたくななまでにね」

　魔剣を作れるのに、作らない。

　振るうだけで魔法──と同じ効果──を発揮する魔剣は強力だ。行使制限がある代わりに手にすれば誰でも魔法の恩恵に与あずかれる。誰でも、容易よういに力を手に入れることができる。

　多くの人が求めてやまないだろう魔法の剣つるぎを。

　顧客だってお金だって、簡単に集められるだろう神秘の武具を。

　ヴェルフさんは、作ろうとしない……？

「ボクの働いてるお店の中じゃ、『宝の持ち腐れ』なんて嘆なげかれてる。【ファミリア】の団員の間でも『出来損ないのクロッゾ』って誹謗中傷ひぼうちゅうしょうされているらしいんだ」

　主神ヘファイストスがそういうの嫌いだから表立って言う子はいないらしいけど、と神様は続けた。

　……そればっかりは、話をみなまで聞かなくても、わかる。

　持ち腐れって嘆くお店側の声はともかく、構成員──ヴェルフさんと同じ鍛冶師スミスが彼をそしるのは、きっと妬んでいるからだ。

　その気になれば容易く上級鍛冶師ハイ・スミスの仲間入りを果たせる才能に、努力せずとも魔剣を生み出せるその血筋に。

　ヴェルフさんが【ファミリア】の中で疎外そがいされている原因が見えた。

「腕は確か、だけど何か訳あり……ってところかな、君が契約を結んだ鍛冶師スミス君は」

「……」

　訳あり、か……。

　ヴェルフさんは魔剣を打てることを、僕に黙っていたかったのだろうか。

　出会ってまだ二日しか経っていない相手に、自分の事情を打ち明けることは普通しないし、ヴェルフさんの方は隠し事をしているつもりなんてないかもしれないけど。

　今日のあの人の態度なんかを振り返ってみて、僕は何となくそう感じた。

「ベル君、隠し事の一つや二つ、笑って受け入れてあげなきゃダメだぜ？　神にだってやましいことが一杯あるんだから。ぜひ懐ふところが深い男になってくれよ」

「神様……」

　どこか優しく諭すような口調に、どこか優しく見守るような眼差し。

　卓テーブルに両肘をついて手に顔を乗せる神様に、僕は思わず、眉を下げながら笑ってしまった。

　僕の気の抜けた笑みを見て、神様もほにゃと笑う。

「結構長く話してたね。ご飯を済ませちゃおう。それとも、まだ他に話しておきたいことはあるかい？」

　すっかり冷たくなっている料理を見て神様はそう尋ねる。

　僕は少しためらったけど、この場で言ってしまうことにした。

　最後に、あの力スキルのことを。

「じゃあ、発動したのかい？　君のスキルが」

「はい……」

　英雄達のことを、憧憬しょうけいの存在を思い浮かべることでスキルが発動したこと。

　スキルの影響を及ぼす箇所が白い光の粒に包まれたこと。そしてその箇所から発する攻撃が……能動行動アクティブアクションの効果が飛躍的に上昇すること。

　恐らく、畜力チャージした分だけ。

　僕はこれらのことを包み隠さず神様に話した。

「……ベル君、ちょっとそこに立って、【ステイタス】を見せてくれないかい？」

「あ、は、はい」

　真面目な顔をする神様に僕は従った。

　ぴょんっ、と椅子から下りた神様の前まで行って、身に付けている部屋着を脱ぐ。

　じっという視線が【ステイタス】の刻きざまれた肌の上を辿った。

「……うん」

　神様の手が、僕の背中に置かれる。

　不意に、柔らかい指になぞられた部分が熱を帯びた気がした。

　目には見えない筈の漆黒しっこくの【神聖文字ヒエログリフ】が、頭の中に描かれる感覚。

　一枚の碑石ひせきに刻まれた【英雄願望アルゴノゥト】の一文を、僕の瞳は幻視した。

「もういいよ」

　僕はゆっくり振り向いた。

　神様は椅子の上に置いておいた服を取って、手渡してくれる。

「ボクの勝手な見解を言わせてもらうよ。君のそのスキルは、逆転の力だ」

　神様は言う。

　手を差し出したままの格好で、静かに。

「自分より強大な敵を打ち倒すための力……どんな窮地も覆くつがえす可能性を持った、言っちゃうなら、資格かな」

　青みのかかった神秘的な瞳が僕を見上げ、僕だけを映す。

「馬鹿みたいに英雄に憧れる子供が、英雄になるための切符スキルさ」

　──アルゴノゥト。

　英雄になることを夢見た青年の話。

　英雄を夢見て、英雄になってのけた男の軌跡。

　英雄への道程。

「その一撃に全てを賭けて、その一撃に全ての力をそそぎ込む。圧倒的な力の不条理に対して、そのたった一つのちっぽけな力で、逆らうんだ」

　英雄達がやってのけてきたように。

　神様はそう言葉を次いだ。

「君が手に入れたものは、『英雄の一撃』だ」

　神様のその言葉を最後に、部屋には静寂が訪れた。

　僕の目は知らない内に神様の瞳に釘付くぎづけになっていて、しばらく見つめ合っていたけれど、ちょんちょんと服を叩かれるとはっと今の状況に気付く。

　耳を紅く染めながら慌てて服をかぶり、しっちゃかめっちゃかになるそんな僕のことを側で見つめていた神様は。

　最後に、ふっ、と笑った。

　いつも見ている笑みとは違う、もっと、ずっと、手の届かない場所で浮かべるような、遠い微笑み。

　空の上からたった一人の子供を見守り、送られる、遠い慈愛じあいの笑み。

　僕はこの時初めて。

　意識も鼓動こどうも、神様に奪われたのかもしれない。

　僕が呆然ぼうぜんと立ちつくす中、神様は「覚えておくといいよ」と、そう言った。
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「がるぁあああああああああああああああっ！」

　雄叫びが飛ぶ。

　繰り出される蹴りが恐ろしい速度を纏い、瞠目どうもくするモンスターの顔面を粉砕した。

　血塗ちぬられた金属製の長靴ちょうか。既に何百もの怪物達の頭蓋ずがいを砕きマグマを浴びたような様相を呈しつつも、その奥で鈍く輝く光沢は一向に衰えていない。

　足を保護するための防具ではなく、武器としての方向性を持たせた特注のメタルブーツは、惜しみなくその威力を目の前の敵へ解放していった。

「ベート、邪魔ーっ！　ぶった切ぎっちゃっても知らないからね！」

「てめぇのノロくせぇ得物に誰が当たるか！」

「ティオネー！　今日のご飯は狼の輪切りだよー！　うわっ、不味まずそうー!?」

「殺すぞォ!?」

「……馬鹿」

　44階層。

　うだるような蒸むし暑さが立ち込める、ダンジョン深層域。

　燃えるような朱の色が辺り一帯の地面を埋めつくしており、歪いびつな岩の塊がそこかしこに転がっている。視界にまとわりつく壁面はところどころが罅割れ黒ずんでいて、あたかも炭化したかのようだ。刻まれた亀裂の中でうっすらと輝く赤い光が、その炭色の壁の中で不気味な存在感を放っている。

　まるで火山の腹の中に放り込まれたような錯覚さっかくを催もよおす中、『遠征』真まっ最中さいちゅうの【ロキ・ファミリア】は、岩石のモンスター『フレイムロック』の群れと激しい戦闘を繰り広げていた。

「何をずっと興奮しとるんじゃ、あやつらは」

「ガレス」

　呆れたような低い声音が、【ロキ・ファミリア】首領しゅりょう、フィンの耳に届く。

　歩み寄ってくるのは一人のドワーフだった。

　蓄たくわえられた長い髭ひげに、防具の隙間から覗く鋼はがねのような筋肉。マント付きの強固な重装に加え大規格の斧おのを軽々と装備しており、貫禄と迫力を兼かね備えた姿はまさに歴戦の戦士のそれだ。

　ガレスと呼ばれたドワーフは、前方で暴れに暴れまくっているベート達を半眼で眺めながら、ぼやくように呟いた。

「中層からあの調子だぞ？　あれでは他の者が育たん。見ろ、ラウル達が困り果てておる」

「ンー。不味いとは思っているんだけどね、止まりそうにないんだ」

　今、ベート達を取り囲んでいるのはモンスターの大群だけではなく、仲間である【ロキ・ファミリア】の構成員達も含まれている。Ｌｖ．３の団員を中心とした第二級冒険者達は、次元の高い第一級冒険者の戦いっ振りに汗を流し及び腰だった。

　ベート、ティオナ、ティオネ。たった三人の冒険者が『深層』における貴重な【経験値エクセリア】を根こそぎ奪っていく有り様に、盛り上がった岩の上で腕を組んでいる小人族パルゥムのフィンも、今にも溜息をつきそうな表情を浮かべている。

「ティオネも化けの皮が剝がれかかっておるし……フィン、儂わしが合流するまで何があった？」

　普段は憧憬フィンの視線を気にして冷静沈着を装よそおっている双子のアマゾネスの片割れは、静かな表情で、けれど薄うっすらと口端を吊り上げていた。獰猛どうもうな戦意を見え隠れさせながら二刀の湾短刀ククリナイフを振り回し、その度に彼女の濡ぬれ羽ば色の長髪が陽炎かげろうの奥で激しく舞う。

　目深に装着されている兜かぶとをくいっと上げながら、ガレスは岩に立つフィンを見上げた。

「少しね、来る途中で見た冒険者に当てられたみたいだ」

「む？　中層にそんな活きのいい者がおったのか？」

「いや、上層」

「何なんと」

『遠征』における規則ルールに則り部隊を二つに分けていた【ロキ・ファミリア】の内、後続の部隊を率いていたのがガレスだった。【ロキ・ファミリア】最後の第一級冒険者である彼は、不慮の事態に備え戦力を集中させていた先遣隊せんけんたいの後を追う形でダンジョンを進み、取り決められた階層ポイントで合流したのだ。よって先行していたフィン達が何を見たのか彼は知らない。

　琥珀色の瞳を僅わずかに見開き、ガレスは驚いた顔を作る。

「恐らく何者かが糸を引いていたと思うけど、ミノタウロスが９階層に現れてね。Ｌｖ．１の冒険者がこれを一人で撃破した」

「Ｌｖ．１がミノタウロスを？　いや、待て待て、何故Ｌｖ．１だとわかる？」

「【ステイタス】を拝おがめる機会があったんだ。そこで確認した。まぁ、リヴェリアの【神聖文字ヒエログリフ】解読が間違っていなければの話だけどね」

「何だ、私の目を疑っているのか、フィン」

「おお、リヴェリア」

　フィン達の会話に、後ろから近付いてきたエルフの女性、リヴェリアが加わる。

　光り輝く翡翠ひすい色の長髪。透き通った白い肌はこの熱気に晒さらされながら汗一つかいていない。

　美しい青の衣を纏っている彼女は、フィン達の前で止まった。

「フィン、やはり次回から私もローブでいい。精霊ウンディーネのドレスは、装備するのに一々手間だ」

「ンー。ロキがせっかく仕入れてくれたんだ、我慢してあげたらどうだい？」

「うむ。似合っとるぞ」

「あれの舐なめ回すような視線を思い出すだけで、私はこれを放り出したくなるんだがな……」

　己おのれの主神が『リヴェリア、後生ごしょうや、コレを着てくれェー!!』と手渡してきたやけに生地きじが薄いドレスを、リヴェリアは冷めた目で見下ろす。

　フィンもガレスも、彼女のものと材質が似た青い肌着を防具の下に身に付けていた。リヴェリア同様、暑さに参った素振そぶりを一度も見せていない。

　彼等はその装備品──『精霊』の加護によって、押し寄せる熱波から守られていた。

「話を戻すが、私以外にアイズも証人だ。あの子もベル・クラネルの背中ステイタスを読んだからな」

　件くだんの冒険者らしき名前を聞いたガレスは片眉を上げ、リヴェリアが目をやった方向、一人黙ってたたずんでいるアイズに視線を飛ばす。

「……おぬし等の話が本当なら、アイズが真まっ先さきにモンスターのもとへ駆け出していくと思うが、わしの気のせいか？」

「ンー？　そういえばどうしたんだろうね。大人しかったからつい忘れてたよ」

「なに、放っておいてやれ。いずれ調子を取り戻す」

　訝いぶかしげなフィンとは対照的に、何かを察しているのかリヴェリアは苦笑に近い表情を作る。

　アイズは顎を少し引き、まるで地面を注視するような姿勢で何事かを考え込んでいた。

　無表情の割には今にも、もんもん、と音が聞こえてくるかのようだった。

「話だけ聞いても儂わしには眉唾物としか思えんが……おぬし等は何か感じたのか？　その冒険者を見て」

「まだまだ荒いし、拙つたなさも目立つ……でも、そうだね、ベート達が居ても立ってもいられなくなるのは僕もわかる。自分もあの子と同じ冒険者だったってことを、思い出させてもらったよ」

　黄金こがね色の髪を揺らしガレスの方を振り向いたフィンは、そのあどけない顔を年相応の子供のように緩ゆるませ微笑んだ。リヴェリアも同感とばかりに言葉を付け足す。

「【ファミリア】を統率する身になって、仲間も含め保身に長たけた戦闘に慣れ過ぎた。万が一を侵さない今の私達にとって、あの瀬戸際せとぎわの戦いは……少々、眩まぶしかったな」

「……何だか惜しいことをしたように思えてきたのう」

　話を聞いたガレスは髭に手を伸ばし、その場にいなかった自分を悔やむように呟く。

　迂闊うかつな真似を働けない【ファミリア】首脳陣三人の視線の先で、若い団員達は体の熱が赴おもむくまま暴れ回っていた。

「……リヴェリア」

「何だ、アイズ」

　ふと呟かれた声に、リヴェリアはそろそろ来ることがわかっていたように反応する。

　アイズはしばらく時間を置いてから、口を開いた。

「アビリティの、限界……どうすれば超えられると思う？」

　質問の意味に、耳を立てていたガレスとフィンは怪訝けげんそうな顔をした。

　だがすぐにフィンだけは何かに気付いたように目を細め、アイズ達を強く見据みすえる。

「我々が踏み入るにはまず不可能な領域だ。極めるならまだしも、超えることはできない」

　リヴェリアはアイズの問いに対し返答する。

　魔導士である彼女自身を例にするならば、魔法効果に関係するアビリティ『魔力』を最高評価Ｓに極めることはできても、『力』や『耐久』と言った、エルフの身では鍛えにくい能力を大きく伸ばすことはできない。学術や武闘など人によって得意不得意がはっきり分かれるように、能力値アビリティの分野にも各個人定まった上限が確かに存在する。

　上限値ピークに到ることは困難、ましてや神が施ほどこした恩恵ステイタスの限界値リミットを突破することなどできないと、リヴェリアはそう言い切る。

「馬鹿なことを考えるなよ、アイズ。我々の心身うつわの限界はその階位レベルごとに定められている」

「……うん」

　リヴェリアから厳しい視線を向けられるアイズは沈黙する。

　やがて彼女は、己の意識をどこかへ飛ばしているかのように動きを止めていたと思うと──剣を抜いた。

　鞘から現れる研ぎ澄まされた剣身が、纏わりつく熱気をヒュンと切り裂く。

　リヴェリア達が見守る中、アイズは戦場の方向へと歩み出していった。

「……おい、リヴェリア」

「無駄だ。火がついてしまっている」

　言っても聞かない我が子に疲れ果てたように、嘆息を抑え込むリヴェリアがガレスに答える。

　ベート達のもとへ進路を取るその足取りは確固としていた。金の髪を揺らし、金の瞳を静かに燃やす少女は、その美貌びぼうを氷面ひょうめんで覆う。

　アイズ・ヴァレンシュタインのもう一つの顔。

　誰かが言った、『戦姫せんき』と。

　頑なまでに力を求める少女は、ひたすら戦場に身を投じていく。

（……もっと、私は強くなれる）

　ダンジョンの熱気に呟きがかき消される中、アイズは提示された可能性へと飛び付く。

　その瞳には、限界を超えてみせた少年の後ろ姿が、今も焼き付いていた。
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　早朝。

　都市を取り囲む市壁の奥から、太陽が顔を覗かせようとしている時間帯。

　迷宮探索へ向かおうとしていた僕は、シルさんに引き止められ酒場の前にいた。

「ごめんなさい、もう少し待って頂けますか！　ちょっと、お料理に失敗しちゃって……」

「あの、シルさん、そんな無理しなくても……いつも頂いてますし、今日くらい……」

「いえ、必ず用意します！　だから、受け取ってください！」

　ずずいっ、と鬼気きき迫る表情を鼻先に寄せてくるシルさんに、僕は「は、はいっ」と頷くことしかできなかった。羞恥しゅうちで顔を紅くしている彼女は、ぱたぱたと急ぎ足で酒場に戻っていく。

　僕は毎日シルさんからお弁当を受け取っている。今日はどうやら調理の過程で失敗してしまったらしい。普段あまり隙を見せないだけに、今みたいなシルさんの姿は珍しくて何だか微笑ましいけど……今日はどんな味の昼食になるんだろうと、もらっといてあれだけど、汗とともに心配の方が勝ってしまった。

「おはようございます、クラネルさん」

「あ、リューさん。おはようございます」

「お時間をとらせてしまって申し訳ありません。ですがシルも努力しているので……どうか待っていてあげてください」

　手持てもち無沙汰ぶさたになっていると、カランとドアの鐘を鳴らして、リューさんが声をかけてくれた。シルさんのことを庇かばう彼女の心づかいに、僕は大丈夫ですよと笑いかける。

　わざわざお店の準備を抜け出してきたリューさんは、僕との会話にも付き合ってくれた。

「そうですか。無事にパーティメンバーを」

「臨時、ってことになっちゃうかもしれないですけど……」

　先日尋たずねられたパーティーの人員について、当面は確保できたことを伝える。ウエイトレスの制服に白のカチューシャを身に付けたリューさんは、それから質問を投げかけた。

「クラネルさん、その方は信頼に足る人物ですか？」

「え、っと……？」

「いえ、すいません、貴方あなたを疑っているわけではないのですが、他の【ファミリア】の団員がパーティに加わるとなると、話も変わってきますので」

　個人の問題以外にも派閥同士の背景も留意しなければならない、とリューさんは空色の瞳を僕に向けて言った。

　気を使ってくれていることはすぐにわかった。あの祝賀会の日、冒険者達に絡まれた僕を庇って立ち回りを演じたこの人のことだ、今も僕のことを心配してくれているのだろう。

　リューさんの真摯しんしな気持ちを嬉うれしく思いながら、僕は返答した。

「相手の方は【ヘファイストス・ファミリア】の所属ですから、僕達の【ファミリア】と問題を起こすことはないと思います。神様達も仲が良いそうなんで」

【ヘファイストス・ファミリア】は多くの組織から個人単位まで契約を交わしている鍛冶屋の大御所だから、その意味でも十分信頼は置ける。利害関係で結ばれる【ファミリア】の繫がりは本当に危ういものだと聞くけど、【ヘファイストス・ファミリア】はそういった派閥と一線を画していると言ってもいい。

　ヴェルフさん個人に限っては勿論もちろん文句なんてあるわけない……のだけれど。

　昨夜の神様の会話を思い出した僕は、少し考えてから、あえてリューさんの反応を窺うかがうようにヴェルフさんの名前を伝えてみた。僅かな手振りも交えて腕のいい鍛冶師スミスであることも説明する。

　何だか、見事に嗅ぎ回っちゃってるなぁ……。

「クロッゾ……」

　ヴェルフさんの家名を聞いた彼女は動きを止めた。口の中で転がすようにその名を呟く。

　普段あまり目にできないリューさんの反応に、少しどきっとする。

「な、何か、知ってるんですか……？」

「いえ、知っているというより……『クロッゾ』は、一部のエルフ達が無視できない名前です」

　エ、エルフが？

　思いもよらない角度からきた『クロッゾ』の情報に、僕は面食らってしまう。

「よかったら、教えてもらえませんか？　僕、ヴェルフさんのことを知りたくて……」

「……いいでしょう。と言っても、これは貴方の求めているような情報ものではないと思いますが」

　一つ前置きをしてリューさんは語り始めた。

「『クロッゾの魔剣』についてはご存じだと思いますが、魔剣鍛冶師である彼等がどこに仕えていたかは知っていますか？」

「いえ、知りません」

「王国ラキア、という国です。諸国の中では、このオラリオの比較的近隣に位置します」

　ラキア……オラリオに来る前、田舎にいた時もちょくちょく耳に挟んでいた気がする。

　またあの国が戦争を始めたー、とか、今度はどこそこに遠征へ向かうらしいぞー、とか。

「ラキア自体は一柱の神が君臨している国家系の【ファミリア】です。クロッゾの一族は地位を得るために、彼かの王権神授の国へ大量の『魔剣』を提供していました」

　ここまでの大筋はリリが教えてくれた話の内容と共通している。僕は頷いた。

「戦の神を名乗る主神の神意もあって、ラキアは非常に好戦的な国です。現在もなお引き続いていますが、機会を見つけては他国、他都市との戦争に明け暮れています」

（本当にそうだったんだ……）

「そして何度と繰り返されてきた過去の戦争の中で、『クロッゾの魔剣』は、その威力を遺憾いかんなく発揮してきました」

　核心に迫ろうとする雰囲気を感じ取り、僕は息を凝らして話に聞き入った。

「一兵卒から魔剣を取り揃えた軍隊、というものをクラネルさんは想像できますか？」

「……もしかして」

「そうです。当時のラキアは魔剣を駆使くしし凄まじい火力を誇っていた。それこそ策を用意せずとも相手を根絶やしにしてしまうほどの、圧倒的火力です」

　連戦連勝、無敗無敵、不敗神話。

　当時、魔剣の恩恵に与っていたラキア軍の進撃はとどまることを知らなかったという。

「ラキアは暴れ過ぎた。魔剣の乱発により戦場はことごとく地形が変わり果て、草の根一本も残らない焦土しょうどと化したと聞きます。……そしてその戦火は、同胞エルフが住んでいた森にも及およんだ」

　神様が下界に降臨してからというもの、ヒューマンと亜人デミ・ヒューマン達の交流はそれまでと比べ一層盛んになったけれど、閉鎖的な思考を持つ人達はまだ現代にもいる。

　その最たる例がエルフだ。あくまで一部らしいけれど、ちょっとプライドが高い彼等は他種族との交流を嫌い、里を作って森の奥深くに閉じこもっているらしい。

　ということは、つまり……。

「追い出されたんですか、エルフが？　戦争の煽あおりを食らって、住んでいた森から？」

「正確には焼き払われました。里が、森そのものが」

　里を、焼かれた。

　その言葉に僕は息を呑のんでしまう。

　話の続きによると、里を失ったエルフ達はその後とある神様の助けを借りて……つまり『恩恵』を授さずかり【ファミリア】に所属することで、ラキアに攻め入ったそうだ。

　その時には既に魔剣の力を失っていた王国は大損害を被こうむり、エルフ達の報復はひとまず鳴りをひそめたという。

「被害を悪戯いたずらに広めたのはあくまで武器を持った兵士達。振るわれる立場にあった魔剣、ひいては『クロッゾ』の一族を恨むのはお門違いなのでしょうが……やはり、割り切れない者達は多くいるようです」

「……」

「つまりそういう意味です、エルフにとって『クロッゾ』が無視できない名というのは」

「……リューさんも、ですか？」

「いえ、私はそこまで」

　あっさり言い切ってしまうリューさんに、僕は内心驚いた。

　エルフは自分達に誇りを持っている者が多く、種族内の仲間意識はかなり強いと聞く。

　リューさんは、これはあくまで過去のことで、また自分の里が直接焼き払われたわけではないから、と口にするけれど……その、何ていうか、意外っていう思いは隠せない。

　シルさん達は勿論、会って間もない僕にだって気づかいを払ってくれる彼女は、身内をとても大切にしている人だと思っていたから。

『ベルさーん、お待たせしました！』

「……時間のようです。それではクラネルさん、迷宮探索はくれぐれも気を付けてください」

「あ、はい……」

　酒場から出てくるシルさんを確認して、リューさんはそれではと頭を軽く下げる。

　シルさんと入れ替わるように遠ざかる彼女の背中を、僕は言葉少なに見送った。




「ちょっと遅れちゃったな……」

　軽い駆け足で進んでいく西のメインストリート。街の東から朝の鐘が響き市民達が通りに姿を現し始める中、リリ達が待っている摩天楼施設バベルを遅刻気味に目指していく。

　足を動かしつつも、意識は少し別のところに飛んでいた。リューさんから聞いた話をぐるぐると頭の中で回していた僕は、正面から近付いてくる人物に気付くことが遅れてしまう。

「お、本当に来たな」

　あ、と僕は目を軽く見開いた。手を上げてやって来たのはヴェルフさんだ。

　あれと不思議に思う。集合場所は昨日と同じって伝えた筈だけど……それとも、わざわざ迎えにきてくれたのだろうか？

「よ、ベル。おはよう」

「あ、おはようございます。えっと……ヴェルフさん、どうしてここに？」

「ああ、リリスケの伝言だ。今日はダンジョン探索に付き合えないらしい」

「え!?」

　何でもヴェルフさんが一人バベルで待っていると、リリが凄い勢いで飛んできて事情を説明に来たらしい。最近忙しかったこともあり、下宿先のノームの店主さんが倒れてしまったと。看病できる人が他にいないらしく、リリは頭を何度も下げ詫わびてきたそうだ。

　僕が西のメインストリートから来ることを聞いて、ヴェルフさんは自ら伝えに来たとのこと。

「どうする、二人でダンジョンに行くか？」

「う、うーん……」

　サポーターのリリがいないとなると、魔石やドロップアイテムの収拾効率が悪くなる。かといって探索を中止にすると今日一日暇を持てあますことになるし……避けたいなぁ、それは。

　こうなったら、ソロの時みたいに僕がバックパックを装備して、サポーターの仕事も兼ねてしまおうか？

「……ベル。何だったら、今日一日俺に時間を貸してくれないか？」

「はい？」

　ヴェルフさんの申し出に僕は首を傾げる。

　彼は口もとを軽く上げながら、手をぱっぱっと振るった。

「約束しただろう？　お前の装備、全部新調してやるってな」
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「や、やっぱり僕、このライトアーマーだけで十分ですよ、ヴェルフさん……」

「遠慮するな。鍛冶師スミスに二言はない」

　ずんずん進んでいくヴェルフさんの背を、僕は弱り切った顔で追いかける。

　一度は了承りょうしょうしてしまったこととはいえ、これからただで装備品を提供する、とあらためて言われると、申し訳ない気持ちがむくむく膨ふくれ上がってきた。

　断ろうとする僕を、けれどヴェルフさんはあっけらかんと「いいから任せとけ」の一点張り。黒の着流しを揺らしながら堂々と大通りを進んでいく。

「ベル、わかった風な口を利くけどな、お前はもっと欲深くなった方がいいと思うぞ？　冒険者なんて明日にはどうなってるかわからないんだ。もしもの時のためにも、今できる最高の準備ってやつを整えなきゃいけないんじゃないか？」

「うっ……」

　一理、ある。僕は見事に喉を詰まらせた。

　死んでしまったら何も意味がない、エイナさんにもそう言われたばかりだ。

　一人にさせないって、神様とも前に約束した。節度は必要なことかもしれないけど……一番大切なことだけは見誤みあやまっちゃいけない、のかな？

　しばらく悩んだ僕は、結局、ヴェルフさんの好意を受けることにした。

　お願いしますと思い切って頭を下げると、ヴェルフさんは「おう」と笑ってみせる。

「それで、ヴェルフさん。今どこに向かおうとしてるんですか？」

「俺の『工房』だ」

　工房？　と僕がおうむ返しすると、ヴェルフさんは説明してくれた。

『工房』というのは、鍛冶師スミスとしてのヴェルフさんの仕事部屋。鍛冶を行うための道具と設備が一通り揃っているらしく、ヴェルフさんはその場所で鉄を鍛え、武具を作製しているらしい。

　何でも【ファミリア】側から提供されたものらしく……構成員それぞれに個別の工房を与えられるのは、【ヘファイストス・ファミリア】の特権なのだそうだ。

「特権ってことは、別々の工房を与えられるのは普通じゃないんですか？」

「ないだろうな。共同の工房を設ける方が安く済むだろうし、作業も効率的だ」

「じゃあ、どうして？」

「自分の技術を他の鍛冶師なかまに見せないためだ。俺の技は俺だけのものだ、ってな」

　それは職人としての性……鍛冶師スミスとしての矜持きょうじでもあるんだろうか？

【ファミリア】の仲間全員が競争相手。そんな言葉が真っ先に思い浮かんだ。

「陰気で偏屈とかは思わないでくれよ？　これはヘファイストス様の方針でもあるからな」

　冗談めかしながらそう言って、ヴェルフさんは少し歩く速度を速めた。

　僕達は今、北東のメインストリートを歩んでいる。こっちの方面には来たことがなかったなあ、と僕は辺りを見回した。

　大通りの両端に軒のきを連つらねる大小の商店。酒場とかじゃなくて、工具などを取り扱うような専門的な店が目立つ。道を行く人々は様々な作業衣に身を包んでおり、いかにも職人風な姿。【ファミリア】構成員ではない、無所属フリーの市民労働者も多そうだった。通りの奥には箱型の大きな建物……いくつかの工場が見える。

　確か、オラリオの利益の大本おおもとである魔石製品は、この北東の通りで造られているんだっけ？

　工業区、という言葉が真っ先に浮かんだ。

「そこの角、曲がるぞ」

　太い丸太を担ぎのっしのっし歩くドワーフに目を引っ張られつつも、ヴェルフさんに続く。

　大通りから外れると次第に細い道を移動するようになった。まだ朝早い時間だけれど、太陽の光が届かない石造りの道は暗く、ひんやりと涼しい。仰げば見える狭い青空は綺麗きれいだった。

　高くそびえる巨大な市壁が視界の中でぐんぐんと迫ってきて、やがて都市の端に辿たどり着こうかというところで、ヴェルフさんは足を止めた。

「わぁ……」

　細い路地を何度も曲がったところに、それはあった。

　小ぢんまりとした、平屋造りの建物。

　ところどころ黒ずんでいて汚れが結構目立つけど、まさに鍛冶屋！　という雰囲気を醸かもし出している。屋根の上には煙突が一本伸びていて、少し愛嬌あいきょうみたいなものを感じてしまった。

「知ってるかもしれないが、ここら辺一帯は職人連中の縄張りでな。こんな工房や工場はざらにある。俺達のホームもすぐ近くだ」

　勿論そんなことを知らなかった僕は「そ、そうですかー」と言葉を濁にごし周囲を観察する。

　ヴェルフさんの工房はメインストリートから離れた場所にあった。僕達のホームがある路地裏と風景が似ている。周囲はちょっと薄暗い感じ。

　耳を澄すまさなくても何かを打つ音……金属の打撃音が周りから響いてきて、鍛冶師スミスの存在感をすぐ側に感じ取る。

　何でも、この工業地帯を利用して【ヘファイストス・ファミリア】は団員のための工房をいくつも用意しているらしい。

　管理はあくまで自己責任らしいけど……太っ腹だなぁ。

「突っ立ってないで、そろそろ入ろうぜ？」

「あ、はい」

　お邪魔しますと小声で言いながら、僕はとうとうヴェルフさんの工房の扉をくぐった。

　最初に感じたのは強い鉄の匂い。ヴェルフさんが鎧戸を開けるとたちまち明るくなり、暗かった室内の全貌があらわになる。

　沢山の鉄器が壁に吊るされていた。鎚つちとか鋏はさみとか、とにかく一杯。今まで目にすることのなかった道具ばかりだ。

　隅には大きな炉ろがあって、側には鋳鋼製ちゅうこうせいの台がある。確か鉄床アンビルだっけ？

　仕切りも何もない一室の中に、鍛冶のための道具と設備がところ狭しと並んでいる光景。

　本物の、鍛冶師スミスの仕事場だ。

「悪いな、汚い場所で。少しだけ我慢してくれないか？」

「い、いえっ、大丈夫です！」

　というか、もっと見学したい気も……。僕は興奮を覚えながら首を振った。

　苦笑するヴェルフさんは椅子を持って、ほれ、と勧すすめてくれる。

「取りあえず、採寸さいすんだけ付き合ってくれ。後は俺が勝手にやる」

「採寸、ですか？」

「ああ。特注品オーダーメイドと似たようなもんなんだ、どうせならお前専用の装備にした方がいいだろ」

　武器屋に出す装備品なんかは、不特定多数の冒険者を対象にしているので大きさが微妙に嚙かみ合わないものが多い。誤差は僕達の方でも調整できるけど、本来ならその人に合った武器と防具を用意するのが理想なのだそうだ。

「俺は装靴グリーブを作ろうと思ってるんだが、ベルは何か希望はあるか？」

「ん、ん～と……？」

「装備品にこだわりがあるんだったらそれでも構わない。盾がないと気が済まない、とかな。……そうだな、欲しいものがあったら、何でも言ってくれ」

　僕に背を向けながら、ヴェルフさんは壁に吊るされた色々な道具を選んでは手に取る。

　ガチャガチャと鳴る音を聞きながら、僕は椅子の上で考え込んだ。

　僕のこだわりって言ったら、それこそ短刀と軽装くらい？　あまりずうずうしい真似はしたくないけど、いざ新しい装備を考えようとしても、ぱっと思いつくものがない。

　うーん……盾じゃないけど、軽量のプロテクターなんかまた使ってみようかな？

（あ、大剣だいけん……）

　ふと部屋の片隅、壁に作り付けされた棚が目に入った。

　数点の武器が立てかけられている。きっとヴェルフさんの過去の作品だろう。

　その中にあった一際大きな武器を見て、僕はミノタウロスと戦った時のことを思い出した。

「……ヴェルフさん、これは、使っちゃ駄目ですか？」

　引き寄せられるように棚へ近付いて、じっくりと抜き身の大剣を見つめてみる。

　飾かざり気けはない。ただ武器としての機能が、その銀の刃の腹にはっきりと浮かび上がっている。

　僕の使わせてもらっている防具にも言えることだけど、ヴェルフさんらしい作りだ。

「駄目、ってことはないが……それ、店の方から返された売れ残りだぞ？」

「でも僕、これを使ってみたいです」

　手に取ってみていいか尋ねると、戸惑っているヴェルフさんはゆっくり頷いた。

　トッ、と引っ張り上げるようにして大剣を宙に浮かせ、柄を摑む。床を向く切っ先を回転させて天井に軽くかざすと、きらりと銀の光沢がこぼれた。僕は思わず笑みを浮かべる。

　そのまま軽く振ってみた。やっぱりすごい重量に、ナイフを扱うようには上手くいかない。

「……」

「……？　どうしたんですか？」

　素振りを二度ほど試したところで、ヴェルフさんが動きを止めていることに気付いた。

　声をかけると、僕を見つめていた彼は口端こうたんを緩める。

「お前は、魔剣まけんを欲しがらないんだな」

　にっ、と素の笑顔が僕に向けられた。

「え？」

「なに、魔剣じゃなくて売れ残りの剣を要求されるなんて、流石に思ってもみなかったっていう話だ」

　どこか嬉しそうに見えるヴェルフさんを前にして、僕は「あ」と呟く。

　そうだ、『クロッゾの魔剣』……この工房や武器に気を取られっぱなしで、今の今まで忘れてた。途端にそわそわし出す。

　僕がどう反応しようか困っていると、ヴェルフさんは意地悪そうな笑みを浮かべる。

「で、何て聞いたんだ？　お前んとこの主神……ヘスティア様から、俺のことを」

「!?」

「バベルで働いている従業員が教えてくれたんだよ。店で雇やとわれてる幼女の神が、俺のことを調べて回ってたってな」

　丁寧に説明してくれるヴェルフさんの前で、僕の顔色は激しく悪くなった。

　こそこそ嗅ぎ回るような真似してたの、筒抜けちゃってる!?

「す、すいませんっ！　神様は悪気があったわけじゃなくて、その、僕を心配してヴェルフさんのことを調べていたというか……つまり僕のせいというかっ!?」

「別に構わないぞ。自分のところの団員が、他所の【ファミリア】のやつとパーティを組もうとしてるんだ。気になりもするだろ」

　逆にいい主神様じゃないか、とヴェルフさんはてんで気にしてないように言った。

　僕はほっと安堵あんどの息をついてしまう。

「ベルが俺のことを知って態度を変えるか……少し気になった。悪い、試すような真似して」

　ヴェルフさんは申し訳なさそうに苦笑を浮かべた。

　……つまり、僕の口から『魔剣』という言葉が出てくるかどうか、見極めてたってこと？

　魔剣鍛冶師の家系であるヴェルフさんを利用して、『魔剣』を手に入れてやろう、って？

『クロッゾ』っていう家名は有名みたいだし、神経質になっちゃうものなのかな。

　ヴェルフさんの言葉の裏側を汲くみ取りながら、僕は少し不思議に思った。

「脱線したな、話を戻すぞ。大剣以外に、何か欲しいものはないのか？」

「あ、はい……えーっと」

　聞かれてしまったので、再び考える。どうせだから短剣を頼んでみようかなと思いながら、僕はヴェルフさんの作品も参考にしようとまた棚の方を見やった。

　ヴェルフさんに背を向ける格好。

「……なぁ、ベル。気になってたんだが、それってドロップアイテムか？」

「え？　あ」

　ヴェルフさんが指を向けた僕の腰には、《神様のナイフ》と《短刀》、そして『ミノタウロスの角』が差さっていた。

「これは……そうですね。ミノタウロスのドロップアイテムなんですけど……何だか、手放せなくなっちゃって」

　とことどころが紅色に染まっている鋭い一角。お守りなんて言うつもりはないけど、簡単に売り払ってしまうのも、間違っているような気がしたのだ。

　……あのモンスターを、あの出来事を、僕は蔑ないがしろにしたくないのかもしれない。

　少なくとも、こうして形に残そうとするくらいには。

　こんなのを持っていても、使い道はないんだけど……。

「……何なら、それを使うか？」

「えっ？」

「その角を材料にして、装備品を作るんだ。ミノタウロスから取れるドロップアイテムは、何だって武具に活用できるからな」

　僕は目を見開いた。

　そうか！　直接契約──専属の鍛冶師スミスがいてくれるんだ、ドロップアイテムを渡して依頼すれば武器を作ってもらえる！

　ヴェルフさんの提案は天啓てんけいのように聞こえた。これなら手放すことにもならないし、せっかくのドロップアイテムを持ち腐れにすることもない。僕は勢いよく頭を下げた。

「お、お願いします！」

「決まりだな」

　材料面の方針が一つ決まり、僕はヴェルフさんに『ミノタウロスの角』を渡した。

　ヴェルフさんはドロップアイテムをじっと見つめた後、両手を用いて調べ出す。

「……『ミノタウロスの角』って、赤かったか？」

「はい？」

「いや、何でもない。……そうだな、破損は酷ひどくない、硬度も並以上だ。これなら研磨けんまして形状を整えるだけでも、十分武器として使えると思うが……」

『ミノタウロスの角』を熱心に観察するヴェルフさん。

　眉間みけんに力を入れながらぶつぶつと呟きを落とし、ややあって僕へと顔を上げた。

「ベル。工程は俺に任せてもらっていいか？　少し手間をかけたい」

「ど、どうぞ。鍛冶師スミスでもない僕が、意見できることなんてないですし……」

「すまん、助かる。それでだな、このドロップアイテムだけで武器を作るとしたら、できるものは限られてくるんだが……」

　短剣一本か、短刀二本。

　これがヴェルフさんの判断した、『ミノタウロスの角』から作製できる内容メニューらしい。

　短剣の場合はかなり薄刃になるとのことで、ヴェルフさんは後者の方を勧めてくる。

《神様のナイフ》はともかく、ギルドの支給品である《短刀》は……流石に、もう替え時だと僕自身思う。武器の位置付けとしては最低ランクの筈で、これからの戦闘、つまり中層のモンスター相手に通用するかどうか疑わしい。

　ちょうどいい機会なのかもしれない。この二ヶ月間、慣れ親しんだ武器を引退させることに僕は決めた。

　ヴェルフさんに短刀の作製を依頼する。

「よし、わかった。取りあえず今回は短刀一本だけ作っておく。あまった材料は、そうだな、俺が『鍛治』のアビリティを取った後のお楽しみにでもしといてくれ」

「あはは……」

　得意顔をわざと作るヴェルフさんに、眉を下げながら笑う。

　時間を待たず僕達は採寸に取りかかった。鉄のバケツに入れた何種類かの道具を交換しながら、ヴェルフさんは僕の体の寸法を測っていく。

　靴を脱いで足の形を具体的に取る作業が、何だか印象的だった。

「これが終わったら、もう帰ってくれていいぞ」

「あの、ヴェルフさん、それなんですけど……」

「ん？」

「ヴェルフさんが作業をやってるところ、見てちゃ駄目ですかね……？」

　武器を握る僕の手の平を確かめているヴェルフさんに、おずおずと切り出した。

　鍛冶という作業を拝見したい、というのが僕の正直な本音だった。こんな工房ところに連れ込まれてしまって、幼心おさなごころめいた好奇心は存分に刺激されちゃってる。まだ肩の辺りがうずうずしてくるし、この後どんな光景が広がるのか気になってしょうがない。

　思っていることを誤魔化ごまかさずに話すと、ヴェルフさんは少し困ったように笑いながら「変なやつだな」と口にして、見学することを許可してくれた。

　作業の邪魔はしないと固く約束した僕は、興奮のせいか、ついつい頰を熱くさせてしまう。

「部屋は相当暑くなるからな、防具は外しておいた方がいいぞ」

「え、あ、はい」

　言葉の意味を捉とらえきれないまま、素直に従っておく。

　脱装した軽装を部屋の隅に置かせてもらい、インナー一枚でいると、ヴェルフさんは備え付けられている炉の方へと歩み出して……そして火の準備を始めた。

「な、何をするんですかっ？」

「ドロップアイテムを加熱する」

「モンスターの角を、焼いちゃうんですか!?」

　作業の邪魔はしないと言った側から、僕は大声を張り上げてしまった。

　動物の角って、確か骨と似たようなものじゃなかった？　いや、よくわからないんだけど……とにかく、焼いちゃったらボロボロになるんじゃあ……？

「モンスターの爪や角の中には、金属の性質を持つものがあるんだ」

「金属……？」

「ああ。『アダマンタイト』って聞いたことないか？」

『アダマンタイト』……耳にしたことがあるような、ないような。

　稀少金属レアメタルっていうイメージが漠然と頭の中にある……。

「アダマンタイトはダンジョンでしか取れない鉱物でな、武器の素材としては一級品だ。硬度が半端じゃあない」

「ダ、ダンジョンで取れるんですか？」

「ああ、モンスターも出てくるあの壁面からぽろりって感じで、本当に稀まれにな。上層でも出てきたなんて話も聞くが、持ち帰られるのはもっぱら下層や深層のものだな」

　ダンジョンでしか取れない、つまりオラリオでないと手に入らない。

　アダマンタイトはこの迷宮都市の特産物らしく、しかも中々発見しにくい鉱物ということで、その価値は魔石の比ではないらしい。

「……ひょっとして、ダンジョンで産まれるモンスターもそのアダマンタイトの性質を……？」

「おっ、察さっしがいいな。その通りだ。まぁ、塊かたまりで出てくるオリジナルの鉱石と比べれば、強度なんかは格段に劣化れっかしてるけどな」

　同じダンジョンから産まれるのなら、モンスターの組成にその金属の性質が反映されるのはおかしなことじゃないのかもしれない。

　あくまで一部のモンスターらしいけれど、牙や爪といったいわゆる武器的な器官に金属属性アダマントが現れると、ヴェルフさんは聞かせてくれた。

　……そういえば、この角にあんな分厚ぶあつい大剣が折られたんだっけ。

「『ミノタウロスの角』も金属的な側面を持ってる。熱を加えれば、そのまま加工もできるようになるってわけだ」

　なるほどと僕は納得する。要は、金属と同質の『ミノタウロスの角』を熱して、加工……鍛造をするための前段階に持っていくわけだ。

　加熱され赤い飴あめのようになった鋼の絵が、頭の上に浮かぶ。

　あたかも鉄をそうするように、ヴェルフさんはドロップアイテムを鍛錬たんれんするのだろう。

「悪い、ベル。鎧戸よろいどと、あとドアも全開で開けてくれないか？」

「は、はいっ」

　手拭てぬぐいを頭に巻いたヴェルフさんがそのように伝えてきた。

　言われるまま鎧戸全てと扉を開ける。

　視線を戻すと、ヴェルフさんは炉に火種を投じるところだった。モンスター『フレイムロック』の火炎石ドロップアイテムから作られた発火剤……あまりにも作用が激しいため、一般人には非売品だった筈。

「アダマンタイトもそうだが、こいつの角はちょっとの熱じゃ加工できないんだ」

　炉に視線を縫ぬい付けたままヴェルフさんはそう口にする。

　あっという間に大型の炉の中は火と熱に猛たけり始め、部屋全体の温度をはね上げる。炉から十分に離れている僕の額にも汗が滲にじみ出していた。防具を外しとけって、こういうことか。

　それからヴェルフさんは炉の調整に没頭した。僕も椅子に座りながらその姿を見守る。

　時刻はまだ正午にほど遠い。シルさん達と別れて一時間も経っていない筈だから、今頃バベルはダンジョン探索に向かう冒険者達で賑わい出していることだろう。

　屋内も、鎧戸から覗く外の景色も、路地裏特有の薄暗さが目立つ中。

　開いている口を段々と真まっ赤かに染めあげていく炉は、どこか神秘的だった。

　ヴェルフさんの真剣な横顔を、火が静かに燃え照らしている。

「何か、聞きたそうな顔してるな」

「へっ!?」

「いいぞ、何でも聞いてくれて。契約まで結んだ相手に、隠し事はしたくない」

　しばらく時間が経った時だった。一段落したのか、ヴェルフさんは炉から顔を上げる。

　突然の言葉に、いや図星ずぼしを指されたことに、僕は目を白黒させた。

　聞きたい、というよりソレはずっと気になっていたことだ。ヴェルフさんの話を耳にする内に小さな疑問は積もっていって、気を抜けば口からぽろりとこぼれ出てしまいそうになっている。こうして、本人にも感付かれてしまったくらい。

　ヴェルフさんの纏う空気は柔らかかった。軽く笑みを浮かべていて、こちらを見る目にも信頼の色が映っている……ような気がする。

　僕は唾つばを軽く飲み込んで、一歩、ヴェルフさんの懐ふところに踏み込んでみることにした。

「ヴェルフさんは、どうして、魔剣を作ろうとしないんですか？」

　僕というお客を得て喜んでいたこの人の姿を思い出す。

　魔剣を打ちさえすればそんなお客も、お金も、思うがまま引き寄せることができるだろう。

　富や名声を容易たやすくかき集められる魔法の武器。『クロッゾ』の真骨頂しんこっちょう。

　ヴェルフさんが魔剣を作ろうとしない理由を、僕は尋ねた。

「まぁ、理由は色々あるんだが……」

　苦笑いを浮かべながら、ヴェルフさんは一旦炉に視線を戻す。

「俺、魔剣は嫌いなんだ」

　そして魔剣に対して、はっきりと拒絶の意を示した。

「実はな、作品が売れないとは言ったが、客は腐るほどいたんだ。……いや、今でもいるか」

「え……」

「腹が立つくらい簡単な話だ。店に並んだ俺の武具を見つけて、『クロッゾ』のサインを見て、この工房に駆け込んでくる。『魔剣を作ってくれ！』ってな」

　足もとの道具を操り、ヴェルフさんは炉に空気を送りながら言葉を続けた。

「俺の作品は放り出して、魔剣、魔剣、魔剣……お前以外のやつはそれしか口にしなかった。いや、自分の腕が未熟だってことは重々承知しているんだが……でも、なぁ？　辟易へきえきもする」

　真っ赤な炎を凝視するヴェルフさんの口もとに、少しげんなりした皺しわができる。

　海を焼き払ったとまで言われる、恐らくは至高の魔剣。求められたのはその『クロッゾの魔剣』で、ヴェルフさんの作品ではない。

　ここを尋ねてきた客は、誰も彼もヴェルフさん自身には目を向けず……その『クロッゾ』の血に価値を見出していた？

　魔剣、目当て。

「それじゃあ、ヴェルフさんは……ええっと、その」

「まぁ、ぐれたな。このクソッタレどもが、って。誰がお前等の依頼を聞くかって、魔剣目的の輩やからは突っぱねてる」

「は、ははは……」

　言い淀よどんだ僕の言葉を次いだヴェルフさんに空笑いしつつ、これはこれで一応納得できた。

　自分の作品を評価しようとしない人達への反発心。いや、自分の中に流れる『クロッゾ』の血への反抗心なのかもしれない。

　納得はできる。できるけど……でも。

「あの……それだけ、ですか？」

　まだ、何かあるような気がした。

　魔剣が嫌いと告げたこの人の言葉には、他に深い意味があるのではないのかと。

「……」

　返答はすぐには返ってこなかった。

　炉から視線を放したヴェルフさんは立ち上がり、『ミノタウロスの角』が置いてある台に歩み寄る。鏨たがねのような道具と金鎚かなづちを両手に、ドロップアイテムの切断作業に取りかかった。

　けたたましい打撃音が五十に達しようかというところで、『ミノタウロスの角』はようやく折れた。半分に分かれた内の比較的短い方を持って、ヴェルフさんは再び炉の前に座る。

「クロッゾの一族がどうして魔剣を生み出せたか、知ってるか？」

　遠目からでも特別製とわかる鋏に、角の塊を挟んで、十分に熱せられた炉の中に突っ込む。

　既に作業へのめり込んでいるヴェルフさんを眺めながら、僕は「いえ……」とだけ返した。

「もともと、クロッゾは一人の男の名前なんだ。後から子孫達が家名として使うようになった。俺達はその男を初代って呼んでる。神が下界に顕現けんげんする前の話だ」

　神様がまだ地上に降りていなかった時代を、僕達は『古代』と呼んでいる。千年も前の話だ。

　触れられる『クロッゾ』の起源に、そんな昔から、と僕は静かに驚く。

「初代は売れない鍛冶師スミスだったらしい。勿論魔剣なんて打てなかった。が、初代が『クロッゾ』繁栄の基礎を築いたのは確かだ」

　一拍いっぱく。

「初代は、モンスターに襲われていたある種族を、体を張って助け出した」

「ある種族、って……」

「『精霊』だ」

　──なっ、と僕の声はひとりでに床の上を転がっていた。

　驚愕を顔に張り付ける僕を尻目に、ヴェルフさんは淡々と話を続ける。

「瀕死の重傷を負った初代を、助けられた精霊は何とか生かそうとしたらしい。体の一部を切って、自分の血を初代に分け与えたんだ」

「そ、それじゃあ、『クロッゾ』にはっ……？」

「ああ。精霊の血が流れてる」

　──精霊。

　ニンフ、スピリット、エレメンタル、ジン……他にも様々な呼称が存在する下界の住人。他の種族と比べてその数は極めて少ない、神秘的存在。

『最も神に愛された子供』、『神の分身』。

　多くのヒューマンや亜人デミ・ヒューマン達から色々言われているけれど、はっきりしていることは、精霊は神様達に最も近い種族ということだ。

「精霊の血を飲んだ初代は何もなかったかのように復活した。文字通り、奇跡の力でな。しかもそれ以降、初代はヒューマンでありながら魔法を行使できるようになったらしい。……魔剣も打てるようになった」

　精霊の潜在能力は他の種族を圧倒する。

　エルフと並ぶ代表的な魔法種族マジックユーザー。劫火ごうかを生めば嵐も呼ぶ、森の中に湖を作り出すこともできれば、金銀宝石も練成できる。

　その力は半ば神様のものと等しいと言っていいかもしれない。

　つまり、『奇跡』を引き起こすのだ。

「もしかして、『クロッゾ』って英雄の一族なんですか……？」

「ああ、それはない。初代は良くも悪くも、平凡に輪をかけた庶民だったらしいからな」

　精霊は多くの物語、とりわけ英雄譚えいゆうたん──英雄譚の多くはただの[image: 創]作ではなく事実に基づいた原型がある。僕は祖父からそう聞いた──の中で度々姿を現す。

　精霊達はその奇跡の力をもって英雄達を導き、時には力を貸し、彼等に課せられた使命達成を後押しするのだ。

　具体的には、今ヴェルフさんの話に出てきたように魔法を授けたり、強力な武器を与えたりする。自分自身の体を武器そのものに変えた精霊なんていうのもいた筈だ。

　精霊の力は英雄達の偉業と密接に関係し、そして大きく貢献こうけんしている。

　神様達がまだ地上にいない頃だったら、まさに彼等の恩寵おんちょうが、『神の恩恵ファルナ』の代理版だったと言っていいだろう。

「寿命じゅみょうまで伸びた初代の血は、精霊の力もあってか、千年も経った現代でもまだしぶとく続いている。天界うえから全てを視みていた神の証言なんかもあってな、俺達が初代の正当な子孫であることは、間違いないらしい」

　神様が下界に降臨してからは、雲の上の存在だった精霊との交流も例によって始まっている。といっても精霊は気まぐれというか、自我っていうものが薄いみたいで、一部を除いて全く進んでないらしいのだけれど。

　ノームなんかはその中でも上手く僕達に溶け込んでいる。外見が押おし並なべて老人である彼等は、貴重な金属や宝石を生成したり器用な手先を用いて、僕達の生活を地味に支えているのだ。

　神様達の恩恵ステイタスの流行により精霊のありがたみは以前より薄れつつあるけど、神秘的な傾向が強い彼等の存在は、未だヒューマンや亜人デミ・ヒューマンの、色んな意味で憧あこがれであることは間違いない。

「いくら血を受け継いでいるとはいえ、初代の子孫に精霊の力が表面化することはなかったんだが……数代前の『クロッゾ』が神に『恩恵』を授かった時、それは発現した」

「……スキル？」

「ああ。魔剣を作製するためだけのな。一族の多くが無条件でこれと同じスキルを手にした」

【ステイタス】を切っかけにして『クロッゾ』という系譜の中に眠っていた可能性は覚醒かくせいした。

　時代を越えて、精霊の力が蘇った瞬間。

「それからはリリスケが言っていた通りだ。従来のものより遥かに強力だった魔剣を、『クロッゾ』は王家に売り込みにいった」

　王国の一員になったのもその時だとヴェルフさんは言う。

　まとめると、初代クロッゾは与えられた精霊の力によって、『神の恩恵ファルナ』を授かる以前より魔剣を作ることができた。そして『クロッゾ』が魔剣鍛冶の一族と呼ばれていたのは……血縁者が共通して強力な魔剣を打てたのは、その体に精霊の血を宿やどしていたため。

　クロッゾ繁栄の基礎、それは血という名の素質だった。

「地位を得た後は好き放題だったらしいぜ。一族が作る魔剣のおかげで国は戦争で敵知らず、称賛の声と王家からの褒美ほうびは引っ切りなし。毎日美味い飯めしと酒に溺おぼれ……鍛冶師スミスが貴族の真似をして、何のつもりだったんだろうな」

　自嘲じちょうにも聞こえる言葉を吐きながら、ヴェルフさんは炉の燃え盛る炎を見据え続けた。

　話が途切れる。

　長い間、火の鳴く音だけが工房の中に響き渡っていく。

「……『クロッゾ』は思い上がった。体に流れている血の存在も忘れて、魔剣の力は自分達の力だと錯覚さっかくして……私利私欲のためだけに、魔剣を安易に量産し続けた」

　──だから呪われた。

　ヴェルフさんは、はっきりとそう言った。

「『クロッゾ』が仕つかえていた王家……王国は戦争中に暴れ回って、里を焼かれたエルフ達から恨みを買ったんだが……」

「し、知ってます」

「恨みを買ったのはエルフだけじゃなかった。初代に血を与えた、精霊達からもだ」

「!?」

「精霊は自然豊かな土地に好んで住み着く。魔剣の力で山は抉えぐれ、湖は干からび、森は燃えて……エルフが里を失ったように、精霊達も居場所を追われたんだろうな」

　リューさんに聞かせてもらったエルフとの因縁いんねん。

　恩を仇あだで返されるような形で、精霊達もまた『クロッゾの魔剣』から大切なものを奪われていたのか。

「エルフ達の怒りの矛先は国に。そして精霊達の怒りは、魔剣と、『クロッゾ』に向けられた」

「……」

「とある戦争の際、戦場に出ていた全ての魔剣が、前触れなく破砕してな。使用する前に、木端微塵こっぱみじんだ。勿論魔剣に頼り切りだった王国軍はその戦争に惨敗ざんぱいした」

「それが、精霊達の仕業なんですか？」

「きっとな。同時期に『クロッゾ』も魔剣を一切作れなくなってる。一族は精霊達に呪われたんだ」

　呪われたって、そういうことなの……？

　僕は知らない内に肩を緊張させていた。

「王国はその後も連戦連敗。使い物にならなくなった『クロッゾ』は敗戦の責任も負わされ、地位を剝奪はくだつされた。没落貴族ってやつだ。俺が生まれた頃には家は完全に廃すたれ切っていた」

　天国から地獄。因果応報いんがおうほうって言ったらそれまでだけど……。

　これが現在[image: 凋]落ちょうらくしている、『クロッゾ』の一族にまつわる話。

　あれ、でも、待てよ……？

「あの、『クロッゾ』は魔剣が作れなくなったんですよね？　でも、ヴェルフさんは魔剣が打てるって……？」

「ああ。打てるな、俺は。何故か知らんが」

　呪いの効果が切れたのか、精霊達の気が済んだのか、それともヴェルフさんだからなのか。

　理由ははっきりしないけれど、現在ヴェルフさんだけが、一族の中で唯一『クロッゾの魔剣』を作り出すことができるらしい。

　でもヴェルフさんは、『クロッゾ』の家の制止を振り切って生まれ故郷を飛び出し……当てもなく放浪ほうろうしていたところを、ヘファイストス様に拾われたのだと言う。

「家を再興させることが目的だったとはいえ、鍛冶の技術を叩き込んでくれた親父達には感謝してる。武具を自分の手で作り出す喜びを、俺は知ることができたからな」

　体感温度が一段と上がったような気がする。時間の感覚がもはや曖昧あいまいになっている中、ヴェルフさんはドロップアイテムを炉の中から取り出し、鉄床アンビルの上に移した。

　原形は残しつつ、『ミノタウロスの角』は今にも溶け出しそうな赤色に染まっていた。

「嫌いじゃなかったんだがな。煤すすまみれのぼろ臭い工房の中で、親父や爺じじいの隣に陣取って、助手紛まがいのことをやらせてもらうのは」

　初めて鉄を打たせてもらった感覚も覚えてる、という声がこぼれた。

　どこか、湿った響きを伴って。

「けど……俺に素質があるとわかると、親父達は魔剣を作れと強要した。『クロッゾ』の栄華を取り戻すってな」

　ヴェルフさんは片手にハンマーを持ち、一つ呼吸を置く。

　次には眦まなじりを吊り上げ、口を真一文字に引き結んだ形相を作った。

　初めて見る、ヴェルフさんの鍛冶師スミスの顔。

　僕の息が一瞬止まる。

「……王家に取り入るための道具を打てと、そう抜かしやがった」

　そしてヴェルフさんは、握ったハンマーを、一気に振り下ろした。

「違うだろ、そうじゃないだろ、武器ってやつは」

　凄まじい金属の打撃音。鍛錬の開始。

　想いを叩きつけるかのように、ヴェルフさんは鎚を打ちつける。

「政治の道具でも、成り上がるための手段でもない。武器は、使い手の半身だ」

　小振りの振り下ろしながら、その衝撃音はびっくりするほど甲高く大きい。

　アビリティの『力』の補正によって、その一撃一撃は常人離れした威力を秘めている。

「使い手がたった一人で、どんな窮地に立たされたとしても、武器だけは裏切っちゃいけない。柄つかを摑まれた時から、そいつと使い手は一心同体なんだ」

　力の大小を使い分けているのか、ハンマーの振るい方は一々程度が異なっている。

　時には金属を伸ばすように大きく、時には形を整えるように微細びさいに。

　相槌あいづちも必要とせず、赤い金属の塊は見る見る内にその姿形を変えていった。

「鍛冶師おれたちは、そんな作品を送り出さなきゃいけない」

　そそがれるのは武器に対する情熱。まるでヴェルフさん自身が炎のような。

　真摯しんし過ぎるくらいの、ひた向きな想い。

「極限まで熱い熱ねつで、極限まで鉄とやり合う。俺達が鉄と正面から向き合って、やっと一つの武器ができるんだ。片手間で片付けてどうする、血で剣を作り上げてどうする、鍛冶の本懐を忘れて、どうする？」

　一心不乱に鉄を打つ。

　鬼気迫るように、何かに取りつかれたかのように。
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　ヴェルフさんは、その赤く燃える金属の奥に、何を見ているのだろうか。

「俺は魔剣が嫌いだ。使い手を残して絶対に砕けていく」

　散る火花。真まっ赤かな閃光せんこう。

　ハンマーがドロップアイテムに命中する度、焼けた細かい金属片が飛ぶ。冒険者の防具と遜色そんしょくないのか、ヴェルフさんの着ている黒の着流しは、赤熱の粒をはね返しては床に落とす。

　今、気付いた。

　この人のぼろ衣のようなその着流しは作業衣で。

　その焼けて黒ずんだ色と古びた外見は、数えることも億劫おっくうなほど鍛冶作業に徹てっしてきた、証あかしなのだと。

「俺は、魔剣が大っ嫌いだ。あれの力は人を腐らせる。使い手の矜持も、鍛冶師スミスの誇りも、何もかも。少なくとも、俺達クロッゾの打つ剣はそうだ」

　作り手側である鍛冶一族も堕落だらくさせた、強力無比な魔剣。

『呪われた魔剣鍛冶師』。

　この言葉の本当の意味が、わかったような気がした。

「俺は魔剣を打たない。打ったとしても、それは売らねえ」

　頰を伝い滴る汗も放置して、ヴェルフさんは鎚を振り上げる。

　打撃音は響き続けた。途切れることのない熱く激しい旋律せんりつが狭い工房の中を埋めつくす。

　その姿を見せつけられる僕も、流れ出る汗を拭うことを忘れていた。

　この部屋に入った時感じた、鉄の匂い。

　鼻を塞ふさぎたくなるほど感じたあの強い香りが、今は、こんなにも遠い。

　ヴェルフさんは目の前だけを見つめ、手に持った鎚を打ち重ねていった。
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　鎧戸から見える外の光景が、宵闇よいやみの色に染まり始め、すっかり暗くなり出した頃。

　ようやく、ヴェルフさんの作業は終わりを迎えた。

「……完成だ」

「うわ……！」

　工房の奥から出てきたヴェルフさんは、両手で持った浅い箱を卓テーブルの上に置く。

　僕が身を乗り出して覗き込むと、箱の中には、一本の短刀が紅緋べにひ色に輝いていた。

　透明感のある鋭い刀身。長さは《神様のナイフ》よりちょっと短いくらい。『ミノタウロスの角』の面影がその鮮やかな色に宿っている。

　柄つかは刃の色に近い赤銅色で、多分、僕の手の平に合うよう調整されている。

「こ、これっ、ひょっとしなくても、かなりすごいんじゃあ……!?」

「材料ものが良かったんだろうな。俺の今までの作品の中では、間違いなく最高の出来だ」

　気持ち良さそうな疲労を滲ませながら、ヴェルフさんはにっと目を弓なりにして笑った。

　謙遜してるけど、やっぱりヴェルフさん自身もいい仕事ができたと実感しているんだろう。じゃなかったら「最高」なんて言葉、出てこないと思うから。

　僕はヴェルフさんに、落ち着きなく何度も頭を下げてしまった。

「あー、すまん。鞘は用意する暇がなかった。明日中には作っておくから、今日は適当なやつで間に合わせてもらっていいか？」

「だ、大丈夫です。というか、別に明日じゃなくても……今日はもう遅いですし」

「いや、こういうのは熱い内に全部やった方がいい」

　鉄だってそうだろ、とヴェルフさんは右の肩を回しながら言う。

　鍛冶師スミスみたいだ、とそんなことを思って、いや本物の鍛冶師スミスだよ、と自分の思考に苦笑する。

　職人っていう人達はみんなヴェルフさんみたいなのかなと、微笑みながらぼんやり思った。

「よし。それじゃあ、名前もつけるか」

　そんな僕が微笑ましそうにしている横で、ヴェルフさんはずいっと乗り出し、紅緋色の短刀を見下ろす。

　顎に添えられた右手に、すっと細められる瞳。

　ありえないほどの集中力を発揮し出したヴェルフさんは、ゆっくりと口を開いた。


「牛若丸うしわかまる…………いや、牛短刀ミノたん」



「いやいやいやいやいやいやいやいやいやっっ!?　最初のやつでいいじゃないですか!?」

「ん？　ベルは牛若丸がいいのか？」

「悩む必要皆無ですっ!?」

　血相を激変させる僕はヴェルフさんに唾を飛ばす勢いで吠えた。

　勘弁してくださいという僕の必死の説得により、ヴェルフさんは「そうか……」とかなり残念そうな声とともに、渋々了承してくれた。

「じゃあ、ほれ」

「はい。本当にありがとうございます、ヴェルフさん」

　他の作品の鞘を代用して、ヴェルフさんは片手で短刀を差し出してくる。

　最後にもう一度お礼を口にしてから、僕が手を伸ばすと……ひょい、と短刀を上に持ち上げられた。

　すかっと空振りした手に、僕は「へっ？」と間抜けな顔を作る。

「それだ」

「は、はい？」

「その堅苦かたくるしい言い方、止めようぜ」

　かけられた言葉に、僕は目を見開く。

「会ってまだ全然経っちゃいないし、信頼丸ごと預けろとは言わない。ただ、リリスケみたいに俺のことも、それっぽく呼んでくれよ」

　仲間みたいにな、とヴェルフさんは……いや、ヴェルフは笑った。

　僕は、笑みを滲ませながら応える。

「わかった、ヴェルフ」

　差し出された短刀を、僕はしっかり受け取った。
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　今日も騒さわがしいギルド本部で、多くの冒険者達がロビー内を行き来する。

　入り混じる多くの足音と話し声も届かない、ロビー隅、面談用ボックス。

　防音設備の行き届いた一室で、ベルとエイナは、机を挟んで向き合っていた。

「クロッゾ？　えっと、間違ってたらごめんね？　それって、あの鍛冶貴族の……？」

「はい……やっぱり、そんなに有名なんですか？」

「うん、そうだね。冒険者や界隈かいわいの人なら、クロッゾって聞いたらまずあの一族のことを考えちゃうかなぁ」

　新しい短刀ぶきを作製してもらったあの日から一週間後、ベルはヴェルフのことを報告していた。直接契約も結んだ鍛冶師スミスの新しい仲間は、また話題性に欠かない人物ということで、話を聞いたエイナは苦笑いを浮かべている。

「でも、驚いたな」

「えっ？」

「クロッゾの人間がオラリオにいたってことが。普通なら、すぐにでも都市中に名を馳はせている筈だから。右に出る者はいない、高名な魔剣鍛冶師としてね」

「……」

　ヴェルフの名が大してオラリオに広まっていないのは、彼が客の要求、魔剣の作製を断り続けたことにある。

　単純な話、本物の魔剣が出てこなければヴェルフを『クロッゾ』だと認めるのは難しい。素性すじょうを知っている【ヘファイストス・ファミリア】はともかく何も知らない客側は、ヴェルフのことを偽物のクロッゾと捉えていた。

『魔剣を作れないクロッゾに用はない』。ヴェルフを見つけた一部の客達はそう口々に言い、彼の名は噂うわさになることもなく日陰に埋もれているのだ。

　エイナのことを非難するわけではないが……魔剣という尺度でしか測られていないヴェルフの現実をあらためて目の当たりにして、ベルは少し落ち込んだ。

「すいません、それで、さっきのことなんですけど」

「あ、うん……じゃあ、今日も見せてもらっていいかな？」

　思考を切り換えたベルは本題を切り出す。

　少しうろたえた様子を見せるエイナは、顔の強張りを隠せないまま席を立つ。

　同じく立ち上がり、彼女の目の前で背を向けたベルは、防具とインナーを脱いだ。




　ベル・クラネル

　Ｌｖ．２

　力：Ｇ267　耐久：Ｈ144　器用：Ｇ288　敏捷：Ｆ375　魔力：Ｈ189

　幸運：Ｉ




「……」

　ベルの【ステイタス】を確認したエイナは、その小振りな唇を開きかけ、噤つぐむ。

　Ｌｖ．２になってまだ十日間。にもかかわらず、最高アビリティ評価Ｆ。Ｉから三段階の上昇。

　一体、いくつの過程を飛び越えれば気が済むのか。

　インナーを着ながら席に座り直すベルの方は、対面のエイナに心持ち身を乗り出した。

「パーティも三人一組スリーマンセルを組めます。これなら、中層に行けますか？」

　意志のこもった強い眼差し。目の前の深紅ルベライトの瞳にぐっと息を詰まらせた後、エイナはゆっくり瞼まぶたを閉じた。

　中層始めの13階層から14階層の基本アビリティ評価到達基準はＩからＨ。つまりベルは次層における安全基準を十分満たしていることになる。

　Ｌｖ．１の前衛型鍛冶師スミスに、【ステイタス】の乏とぼしいサポーター。ベル一人の力が突出した形の変則的パーティ。とはいえ、13階層で遭遇エンカウントするモンスターと12階層のモンスターの間にはそこまで力の差はない。『ハード・アーマード』を始めとしたモンスターも中層では出現する。

　ベルのサポートが届くと言うのなら、こと戦闘において全滅の危険性はない。

　中層進出を認められる、ぎりぎりのパーティレベル。

「……ちょっと待ってて」

　目を開けたエイナは一度ボックスを後にする。

　しばし一人になったベルだったが、すぐに彼女は戻ってきた。その手には三枚の細長い切符らしき紙がある。

「ベル君、これ」

「これは……」

「『サラマンダー・ウール』のクーポン券。これを持ってバベルに行けば、少しは割引されるから」

　状況がよくわかっていない顔のベルに、エイナは説明する。

「中層へ進むのは許可するよ。ただし、条件付き。パーティ分の『サラマンダー・ウール』を用意すること」

「さ、サラマンダー・ウール？」

「精霊の護布ごふ。いい、これを装備しなかったら、ぜっっったいに行っちゃダメだからね！　わかった!?」

「は、はいっ!?」

　指を一本立ち上げ、机から身を乗り出してくるエイナの迫力に、ベルは慌てて返事をした。

　細い柳眉りゅうびを吊つり上げていたハーフエルフの彼女は、ふぅと脱力すると、腰を椅子に戻す。

「ベル君、無理は禁物だからね。危なくなったらすぐに引き返すこと。約束だよ？」

「……はいっ」

　緑玉色エメラルドの瞳に見つめられ、ベルは頷うなずきを返した。

　中層という未知の領域に対する緊張感を、エイナから分けてもらう。

　彼女の言葉をしっかりと肝きもに銘めいじた。

「頑張ってね」

　眉尻まゆじりを下げがちにした、けれど綺麗きれいな微笑ほほえみ。

　その笑顔を瞳ひとみに焼き付け、ベルは仲間の待つダンジョンに向かうのだった。
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『ルギャアッ!?』

　赤い斬撃が『シルバーバック』を戦闘不能に陥おとしいれる。

　振り抜かれたのは左手に提さげた紅の短刀。まるで燃えているかのような光沢を放つ刃が、ダンジョンの霧きりに真紅しんくの軌跡きせきを刻きざみ込む。

　間を置かず濃霧の奥から襲いかかってきた新しいモンスターに、ベルは、今度は右手の《ヘスティア・ナイフ》で応戦した。

「せっ！」

『グエェ!?』

　Ｌｖ．１を超越した速度をもって先制を奪い取り、高速のカウンター。

　斬り伏ふせられた『インプ』が絶叫を上げながら草原の上に転がる。

「霧、抜けます！」

　10階層とは比べものにならないほど深い霧の中、ベルはすぐ側でリリの声を聞く。

　ダンジョン12階層における目的地、つまり13階層に繫つながる階層間のルーム。

　霧が立ち込めるのはこの正方形の空間のちょうど半分まで。その境界を越えてしまえば視野を妨さまたげるものは何もなくなる。

　目の良い小人族パルゥムであるリリが断言した、終点が近い。

　はぐれないようヴェルフも合わせ三人一塊になりながら、ザザザザッ、と足首ほどもある草原を駆け抜けていく。

「！」

　白い霧が煙けむりのように揺らいだかと思うと、視界が一気に晴れた。

　ベルの目に飛び込んできたのは、方々に点在するモンスターの群れ、次に岩石の壁を形成しているダンジョンの最奥部。

　周囲の壁面は濃い木色で構成されているにもかかわらず、そこだけが灰色の岩で構成されている。壁の真まん中なかには、ぽっかりと巨大な穴が開いていた。

　──あれが！

　中層への、入口。

　ドクンッと心臓が胸を打った。

「ふッッ！」

　リリとヴェルフを置いていく形で先行する。

　威嚇いかくの声を放つモンスターの集団に、ベルは『敏捷』にものを言わせ奇襲を仕掛けた。

『──!?』

　紅の短刀が一撃で『ハード・アーマード』を灰へと変えた。

　胸部きゅうしょからやや下を狙ったにもかかわらず、衝撃が伝播でんぱ。魔石が破砕はさいする。

《牛若丸うしわかまる》。

　刃渡り一五Ｃセルチほどの片刃。ミノタウロスの角から作製されたヴェルフ謹製の武器は、《ヘスティア・ナイフ》の鋭するどい切れ味とは異ことなった猛々たけだけしい破壊力を発揮する。

　紫紺しこんと紅緋べにひ、二種類の斬閃。

　高威力の二振りの武器を使いこなし、ベルはモンスターの屍しかばねを積み上げていった。

「いい使いっぷり……だなっ！」

『『ヒガッッ!?』』

　己の作品を持って暴れ回るベルに笑みを隠せないヴェルフは、肩に担かついだ大刀をモンスターにぶつけていく。ベルの討うち漏もらしたインプを二匹まとめて斬り倒した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

「来るか……！」

　地面を揺らしながら突っ込んでくる巨体。

　枯木の天然武器ネイチャーウェポンも装備したオークを、ヴェルフは迎え撃とうとした。

『──キィイイイイイイッッ！』

「!?」

　が、オークの間合いに入る寸前、恐ろしい金切かなきり声ごえがヴェルフを襲う。

　音源は上空、宙を飛行する『バットパット』。

　[image: 蝙]蝠こうもりのモンスターの殺人的な怪音波かいおんぱに、ヴェルフの平衡感覚が一瞬破壊される。

　膝ひざが砕くだけかけ体勢が崩れるそんな彼に、オークは構うことなく前進を続け、極太の棍棒こんぼうを振りかぶった。

「ヴェルフ様!?」

「！」

　リリの悲鳴を聞きつけ、ベルもヴェルフの危機を察知する。

　状況を把握はあくすると同時に、瞬間的な直感。オークへの射線にヴェルフも重なってしまっている、【ファイアボルト】は使えない。

　判断は早かった。

　ベルは弾丸のごとく発走し、一直線、最短距離をぶち抜く。

「リリ、大剣！」

　激声げきせいが飛んだ。

　リリは、それだけでベルのやろうとしていることを理解する。

　ぴょんっと跳はねるように駆け出すのと並行して、バックパックの外側、無理矢理取り付けられた大剣に手を回す。

　留め具を外し抜剣可能にすると、柄つかが真横に突き出るようサイドベルトを操作。その小さな体と大剣が綺麗な十字架じゅうじかを描く。

　少年の予測進路上に体を割り込ませ、背を向けるように回転し。

　そしてベルは、リリを鞘のように見立て、シャランッ、と銀色の大刃を抜き放った。


「────ッッ!!」



　最高加速。

　今まさにヴェルフへ一撃を見舞おうとするオークへ、全力をもって突貫する。

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

「ああああああああああああああああッ！」

　モンスターの薙なぎ払ばらいに対し、袈裟けさの振り下ろし。

　横殴りの棍棒に極厚の大剣が食い込み、そして、粉砕した。

『ブブェ!?』

　動転の奇声。

　力自慢の己の攻撃が不発に終わり、オークはその瞳を驚愕きょうがく一色に染める。

　加速も上乗せされたベル渾身こんしんの大斬撃は、オークの怪力を上回った。

　間髪入れず、体の自由を取り戻したヴェルフがベルの頭上を飛び越し、横一閃、オークの頭を大刀ではね飛ばす。

「……あー、悪い」

「いやぁ……仲間、だしね」

　頭をかくヴェルフに、ベルはくすぐったそうに苦笑。

　ヴェルフは目を丸くさせた後、くっと破顔する。

　やがて、スパァンッ、と。

　リリの放った矢が、バットパットを撃ち落とす快音が響き渡った。




「では、最後の打ち合わせをします」

　ルーム内のモンスターを一掃したベル達は、床に膝をついて小さな円を作っていた。

　草原が切れ切れになった岩壁の前で、土の地面に簡単な絵を描きながらリリが口を切る。

「中層からは定石通り、隊列を組みます。まず、前衛はヴェルフ様」

「俺でいいのか？」

「むしろここ以外、ヴェルフ様の務つとまる場所がありません。いえ、リリが偉そうに言えたことではないのですが……すいません、続けます」

　三つ並ぶ丸の中で、真まん中なかのものがナイフでつんつんと突かれる。

「ベル様は中衛を。ヴェルフ様の支援です。攻守を両方こなしてもらうことになります。負担は一番大きくなってしまいますが……よろしいですか？」

「うん、大丈夫」

　頷うなずくベルを見て、リリは最後に「消去法でリリは後衛です」と最後尾の丸を指した。

「わかっていると思いますが、このパーティは非常に不安定です。サポーターが後衛を担になう時点で火力は不足していますから、窮地きゅうちに陥おちいってしまった場合、立て直しは利かないと思ってください」

「一度でも判断を誤れば命取りか。厳しいな」

「尻尾を巻いて引き返しますか？　今ならまだ間に合いますよ？」

「馬鹿言え。俺はさっさと上級鍛冶師ハイ・スミスになるんだ。近道を前に背中なんか向けられるか」

　既に恒例になりかけているリリとヴェルフのやり取りを、ベルはぼんやりと見守る。

　聞くわけでもなくその会話を耳にしていると、二人が怪訝けげんそうに自分を見返していることに気付いた。

「何笑ってるんだ、お前？」

「え……僕、笑ってた？」

「はい、すっごくにやけてました。……ベル様、緊張感が足りていないのではないですか？」

　顔に手をやると、確かに頰ほおが緩ゆるんでいた。

　ベルは慌ててごめんと謝罪をする。

「それはいいから、何で笑ってんだ？　気になるぞ」

「え、えっと……賑にぎやかでいいなぁっていうか……すごいパーティらしくなってきて、嬉うれしいというか」

　頰を赤らめるベルは一度目を地面に落としてから、再びリリとヴェルフを交互に見る。

「それに、さ。こういうのワクワクしてこない？　みんなで力を合わせて、冒険をしようって」

　赤らんだ頰はそのまま、ベルは興奮したように小さく一笑する。

　それは本来の冒険者という職業の醍醐味だいごみだった。

　まだ知らぬ未開の地に足を踏み込み、仲間と協力して新たな発見を重ねていく。

　未知という名の興奮と、助け合う手と手、そして分かち合う喜びは……ワクワクするものだと。

　冒険者は冒険してはいけないという教えもこの時は忘れ、深紅ルベライトの瞳は年相応としそうおうの少年のように輝いていた。

「……くっ、ははははははっ！　そうだよな、こういうの、ワクワクするよな！　ワクワクしなきゃ、男じゃないもんな！」

「リリは少し賛同しかねますが……でも、ベル様のお気持ちはわかります」

　互いの顔を見合った後、ヴェルフは豪快に笑い出し、リリも苦笑を浮かべながらも微笑ましそうに目尻を和やわらげる。

　何故だかぐっと嬉しくなったベルは、感情が促うながすまま、くしゃっと満面の笑みを見せた。

「それでは、準備はよろしいですか？」

「ああ、問題ない。行こうぜ」

「うんっ」

　立ち上がり三人並んだベル達は、穴の開いた岩壁に近付いていく。

　黒い黒い中層への入口は、ごつごつとした岩肌が下り坂の先まで続いており、そしてその奥で鈍にぶい燐光りんこうがぼやぼやと輝いていた。

　少し土臭い岩の香りと濁にごり湿しめった空気は、綺麗事では片付けられない恐怖も誘発してくる。この先には、まだ見たことのない凶暴なモンスターもいるのだ。

　すっと立ちかける鳥肌を、ぎゅっと浅い[image: 拳]を作ることで堪こらえ、ベルはダンジョンの奥を強く見据みすえた。

（……大丈夫）

　一人ではないのだ。同じ家族ファミリアでもないが、心強い仲間がいるのだ。

　なら、きっと、何とかいける。

　ベルはそう思えた。

（……よしっ！）

　想いの根幹、金の憧憬しょうけいを胸の奥で嚙かみ締め。

　ベルは、中層へと進出した。
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　空は晴天だった。

　天候は安定しているのか、オラリオはここ連日雲一つない快晴が続いている。

　上空から優しい日差しが降りそそぐ中、大通りには、ちらほらと姿を見せ始める市民達がそれぞれの持ち物を携たずさえながら行き交っていた。

　果物の入った籠かごを頭に乗せて支え持つ人や、洗濯物と思おぼしき衣服を小脇に抱える人、仕立てのいい服を着こなすあからさまに商人っぽい人。人々が少しずつ膨ふくらませていく喧騒けんそうを、通りの真まん中なかを駆ける馬車が呑のみ込んでいく。

　賑にぎやかさを帯びる街の風景はヒューマンと種々しゅじゅの亜人デミ・ヒューマンが入り交じり、本当に今更だけれど、異国情緒じょうちょに溢あふれていた。

「きょ、今日もきつかった……」

　街の光景を目にしながら、僕は頼りない足取りで西のメインストリートを進んでいた。

　アイズさんに戦い方の教えを請こうようになって、今日で三日目になる。

　日の出が始まらない、まだ真まっ暗闇くらやみの時間帯から行われているあの人との特訓は、ダンジョン探索に赴おもむく前から僕の体をぼろぼろに打ちのめしていた。むしろダンジョンで遭遇エンカウントするモンスターとの戦闘より、鍛錬の中で蓄積されるダメージの方が比重は大きいかもしれない。

　笑い声も聞こえてくる大通りで一人傷付きながら、石畳いしだたみを踏む足に力をこめる。

　これも強くなるため。

　師事しじする彼女自身に追いつくため。

　僕は自分にそう言い聞かせながら、痛む体をずるずると引きずり、ダンジョン探索のためリリが待つ集合場所へと向かっていった。

「ベル……ベール……」

　抑揚よくようの少ない、間延まのびした声。

　自分の名前が呼ばれていることに気が付いた僕は、踏み出しかけていた足を止める。その場で首を振ると、声の人物はすぐに見つかった。

【ミアハ・ファミリア】に所属する獣人の団員、犬人シアンスロープのナァーザさん。

　大通りから路地裏に繫つながる建物と建物の間の前にたたずみ、胸の辺りで手を振っている。上衣が、左腕は半袖で右腕は長袖といういつもの変わった服。右手には更に革製の手袋グローブ。ロングスカートから伸びるふさふさの犬の尻尾も緩慢かんまんに揺らす彼女は、瞼まぶたの半分下りた目でこっちに来てと訴うったえていた。

　軽く瞠目どうもくしていた僕は、左右を見て人の流れを確認した後、彼女のもとまで歩み寄る。

「えっと、おはようございます。こんなところで、どうかしたんですか？」

「うん、ちょっとね……」

　この時間帯、この場所で彼女と出くわすのは初めてのことだ。

　僕が首を傾かしげていると、ナァーザさんは一見眠たげにも映るその表情を変えず、唇だけを動かした。

「ベルを待ってたんだよ。ここにいれば、会えるかなって思って……」

　僕はホームから都市の中心にあるダンジョンへ向かう際、いつもこの西のメインストリートを経由している。どうやらナァーザさんは、僕がここを通りかかるのを半なかば予測して待っていたらしい。

　そして肝心かんじんの用件はというと……彼女は懐ふところから丸められた羊皮紙ようひしを取り出して、こちらに差し出してきた。

「冒険者依頼クエスト。ちょっと頼まれてくれないかな……」

「クエ、スト……？」

「うん、報酬ほうしゅうもきちんと出すから……。そのメモに書いてあるものを、取ってきてほしい」

　メモ、と言われた羊皮紙とナァーザさんの顔を交互に見ていると、彼女は軽く頭を下げる。

「私とミアハ様を助けると思って……お願い」

「は、はぁ……」

「期限はないけど、早い方が助かるかな……じゃ、よろしく」

　しゅたっ、と最後は調子良さそうに手を上げて、ナァーザさんは背にしていた路地裏口に戻っていった。【ミアハ・ファミリア】のホームの方向へ消えていく背中を眺ながめながら、僕は瞬まばたきを繰り返す。

　えっと、お使いを頼まれた、ってことかな……？

　モンスターの名称なんかが書かれている羊皮紙をもう一度見下ろす。流れるように綴つづられた共通語コイネーとその下に引かれた波線をじっくり見た後、片手で頭をかきながら、僕は取りあえずリリと合流しようと歩みを再開させた。
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「冒険者依頼クエスト？」

　きょとんとして聞き返してくるリリに、うん、と僕は頷うなずいた。

　摩天楼施設バベルを間近にした中央広場セントラルパークの一角。待ち合わせ場所でもあるこの場は広葉樹こうようじゅが植えられており、周囲には煉瓦れんが作りの腰かけなんかもある。

　頭上に広がる葉の隙間すきまから漏もれる、眩まぶしい木漏こもれ日びを頰ほおの辺りに浴あびながら、僕は先程あったナァーザさんとのやり取りをリリに話していた。

「珍しいですね。いくら派閥繫はばつつながりで懇意こんいにしているとはいえ、下級冒険者の方に直接冒険者依頼クエストを発注してくるなんて」

「そういうものなの？」

「はい。ものにもよりますけど、【ファミリア】関連の冒険者依頼クエストは、上級冒険者の方々が引き受けるような内容であるのが常です」

　サポーター歴が長いリリは、僕なんかよりよっぽどダンジョンの諸知識・豆知識に詳しい。伴ともなって冒険者の情報にも精通せいつうしている彼女は、何か合点がてんがいかないようで小首を傾げ、「ちょっと見せて頂けますか？」と僕から羊皮紙を受け取る。

「うーん、まぁ確かにこの程度なら、Ｌｖ．１の方に依頼を出してもおかしくはないですが……」

　羊皮紙には、ドロップアイテム『ブルー・パピリオの翅はね』を集めてきてほしい、という旨むねが記されている。

　口をへの字にしているリリは、その円つぶらな瞳で僕のことを見上げてくる。

「ベル様。もしかして、いいように利用されている、なんてことありませんか？　頂いただける報酬も確認されていらっしゃらないんですよね？　リリには面倒ごとを押し付けられているように感じるのですが……しかも安上がりで済むように」

「そ、そんなことは……」

　……ないとは言い切れない、のかもしれない。

　これまでナァーザさんに無理矢理買わされた品物ポーションの数々を思い出して、失礼かもしれないけど、リリの指摘を一瞬でも鵜呑うのみにしようとしてしまう。

　僕は流れ出る汗を誤魔化ごまかすように、わざとらしく話を入れ替えようとした。

「え、えっとさ。そもそも、冒険者依頼クエストって何なのかな？　聞いたことはあるような気がするんだけど……」

　エイナさんには、本当に最初の頃『変な冒険者依頼クエストには引っかかっちゃ駄目だよ？』と注意されたことがあったような気がする。ただ、アイズさんに出会ってからは脇目わきめも振らずダンジョン攻略に勤いそしむようになって、他のことにかまけることがなかったのだ。

　僕の言葉に、リリは顎あごに指を当てて考え込む。

「確かに、これからベル様に一切縁えんのない話、というわけではありませんし……そうですね、今日一日は、冒険者依頼クエストに関して時間を費ついやしてみましょうか」

　後半の方の言葉は僕に向けて、リリはにこっと笑いかけてきた。

「えっ、でも……」

「それにちょうどいい機会です。ベル様はこの頃お疲れのようですし……」

　憧憬あのひとに追い付くため休む暇ももったいない、なんて心のどこかで考えている僕の胸中を見透みすかしていたかのように、リリは続けざま言う。

　ちらと横目で窺うかがってくるその視線に、うっと軽くたじろいでしまう。アイズさんとの早朝特訓を打ち明けていないことを暗に訴えられているように感じたからだ。

「たまには休息も必要ですよ、ベル様？　今日は息抜きがてらということで、この冒険者依頼クエストを引き受けてみましょう」

「……そう、だね。そうしよっか」

　完璧にリリに手綱たづなを握られちゃっていることに苦笑しつつ。

　それでも僕のことを考えてくれている彼女の提案に、素直に乗ることにした。

　言われていることは確かに的を射ていると思うし。

「ではまず、ギルドへ向いましょう。後学のためにも、少し冒険者依頼クエストのことを勉強した方がいいと思います」

　どこか嬉うれしそうに笑いながら、リリは僕の手を取って引っ張り始めた。
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「冒険者依頼クエストとは、簡単に言ってしまえば、冒険者に対する依頼の総称です」

　北西のメインストリートを二人で歩く。

　他の大通りと比べても一層道幅が広いこのメインストリートは、『冒険者通り』の呼び名の通りに多くの冒険者の姿が見受けられる。

「依頼人クライアントと呼ばれる方々が抱える様々な問題を、冒険者に解決してもらう、という解釈をしてもらえばそれで。依頼人クライアント側は依頼の内容に見合った報酬を用意して、冒険者側は冒険者依頼クエストをこなした見返りとしてその報酬を収めます」

「えーと、それって、『恩恵』を授けてくれる神様と僕達との関係みたいな……？」

「ええ、神様達の言葉を借りるなら、『ギブアンドテイク』というやつですね」

　石畳で舗装ほそうされた通りは雑多な足音で溢あふれていた。

　まだ朝早い時間帯、ダンジョン探索に向かう前の冒険者がギルド本部やそれぞれの道具屋アイテムショップに立ち寄り、各々おのおのの準備を済ませているのだろう。

　美しい衣装と防具に包まれたエルフのパーティについ目を奪われていると、リリに太ももの辺りをつねられてしまった。頰を膨らませる彼女にごめんと何度も謝りながら、続けられる説明にきちんと耳を傾ける。

「このオラリオで典型的な冒険者依頼クエストの例を挙げますと……力のない依頼人クライアントに代わって、冒険者がダンジョンの奥深くにもぐり資源を回収してくる、といったところでしょうか」

「何だか、いかにも迷宮都市めいきゅうとしっぽいね」

「ふふっ、そうですね」

　やがて、冒険者の波に乗るように移動していた僕達の前に、綺麗きれいな白色の石材で造られた巨大な建造物が現れる。大神殿を彷彿ほうふつさせる、ギルド本部だ。

　前庭を通り抜け広いロビーに足を踏み入れると、ここでも冒険者達がところ狭しと行き交っていた。

　ちゃっかり獣人の子供に『変身』しているリリは、頭上の猫耳を時折ぴくぴくと動かしながら、大きな掲示板の前で足を止める。

「冒険者依頼クエストは多くがギルドを介して提示されています。これが今いま発注されている、冒険者依頼クエストの一覧ですね」

　幅広の掲示板には無数の羊皮紙が貼り出されていた。中にはギルドが提供するダンジョンや冒険者に関する公式情報もあるけれど、大半がリリの言う冒険者依頼クエストの依頼書だ。

　依頼内容や報酬、後は依頼人クライアントを証明する直筆じきひつのサインや【ファミリア】のエンブレムが、それぞれの羊皮紙には記しるされている。

「えーと……『ヘルハウンドの牙×一〇、収集求む』……『24階層・宝石樹の実と以下の報酬を交換トレードしたい』……『階層主かいそうぬし討伐・臨時パーティ募集　※注・加入条件Ｌｖ．３到達』……」

　読み上げていく内に、微妙に頰が引きつっていくのがわかった。

　難易度というものが存在するなら、どれもこれも今の僕では到底達成できないものが多い。かろうじて可能なのは、この『オークの皮×三〇枚採取』の依頼くらいだろうか。

　それでも一朝一夕いっちょういっせきにいくものではまずないけど……かなり大変そうだ。

「ご覧の通り、ダンジョン絡がらみの冒険者依頼クエストは、ほとんどが『中層』以下の階層が対象となっています」

『中層』……つまり13階層から始まる、Ｌｖ．２以上の冒険者達の領域。

【ランクアップ】した冒険者は、総じて『上級冒険者』というくくりにもまとめられている。

「どうして『上層』への依頼は少ないの？」

「並みの【ファミリア】や冒険者なら、大抵は自分達だけで辿たどり着けるからですよ。よっぽど冒険者に向いていない限り、パーティを組んで慎重に時間さえかけていけば、上層の７階層くらいまでは踏破とうはできます」

　あ、なるほど。

　オラリオの冒険者は【ランクアップ】していない、Ｌｖ．１の人達が半数を占めるらしい。

　多くの【ファミリア】が『上層』までは到達できるけれど、『中層』までは足を伸ばせないという話も頷ける。『中層』以下の階層に到達できる冒険者は限られているだけに、その層域に関係する依頼も、自然に数が増していくのだろう。

　リリが先程言っていた、『冒険者依頼クエストは上級冒険者が引き受ける内容が多い』って、こういうことだったのか。

「ただし、ギルドに貼り出されているのは、【ファミリア】や商人が依頼人クライアントに回っている、いわゆる冒険者達にとっても魅力的に映る冒険者依頼クエストだけです」

「？」

「つまり、きちんとした報酬が確約されていて……何より信用があります」

　理解が追いつかない顔をしていると、リリは再び移動を開始した。

　掲示板の前から離れて、ギルド本部も後にする。

「胡散うさんくさ～い冒険者依頼クエストというのも存在する、ということです。依頼人クライアントの名前が伏せられていたり、依頼の内容がど～もきな臭かったり」

「……えっと、報酬を踏み倒されちゃったり、とか？」

「あ、鋭いですね、ベル様。察さっしがよろしくなって、リリは嬉しいです」

　まるで教え子の成長を喜ぶようにリリは微笑ほほえむ。

　ちなみにリリもその手口やったことがありますよー、とにこにこ笑いながら告げられて、僕は空笑いする口端こうたんを引きつらせた。

　どれだけ冒険者に対してぐれていたんだろう、リリ……。

「とにかく、ギルドにも認められない信用度の低い依頼だったり、後は一般人からの依頼などは、あのような酒場に集められます。あらゆる意味で、一癖も二癖もある冒険者依頼クエストがほとんどです」

　北西のメインストリート沿いに建てられた酒場の一つをリリは指す。

　何でもあそこは、酒場の【ファミリア】で、ギルドとは別に冒険者依頼クエスト──あえて言うなら非公式なもの──を斡旋あっせんする場所であるらしい。確かに目を凝こらしてみると、扉の上に【ファミリア】のエンブレムらしき看板が取り付けられている。

　ちなみに、ああいう酒場の【ファミリア】は訪れる客からの情報収集も盛んで、情報屋としての側面もあるのだとか。

　冒険者依頼クエストの仲介料や仕入れた情報を売って【ファミリア】を経営……よく考えるなぁ。

　本当に、沢山の種類の【ファミリア】が世の中には存在するらしい。

「要するに、です。ギルドを介していない冒険者依頼クエストは、痛い目に遭あいたくなければ手を出さないことをお勧めします。……例え、仲の良い【ファミリア】から直接頼まれたものでも」

　……リリの言わんとしていることがわかった。

　要はギルドを介していない、いまいち信用の足りないこのナァーザさんの依頼も、本来は引き受けるべき冒険者依頼クエストではないと、僕にそう教えようとしているのだ。

　でも、誰とも知らない相手ならともかく、面識のある人の頼みごとだし、そこまで警戒することもないような……。

「だからベル様はお人好しと言われるんです。リリが言えたことではありませんが、甘いところに付け込まれて、すぐに騙だまされてしまいますよ」

　……なんて思っていたら顔に出ていたのか、そう断言されてしまった。

　ちょっと自覚も出てきているだけに……うーん、言い返しづらい。

「まぁ、リリの目の黒い内は、ベル様をあらゆる欺瞞ぎまんからお守りしますからご安心ください。

──さて、冒険者依頼クエストの基礎知識せつめいもこれくらいにして、そろそろ本題に入りましょうか」

「あ、うん」

　大通りをゆっくり進みながら、僕は例の羊皮紙をもう一度取り出した。

　確認するように読み返して、ナァーザさんからの冒険者依頼クエストをしっかりと把握する。

　うーん、それにしても、『ブルー・パピリオの翅はね』かぁ……。

「ブルー・パピリオってさ、あれだよね？　『稀少種レアモンスター』って呼ばれてる……」

「ええ。出現階層は『上層』ですから、今のベル様にとって危険はありませんが……見つけ出すには骨が折れるかもしれません」

「だよね……」

　ナァーザさんは無期限とは言っていたけど……確かに少し厄介やっかいではあるのかもしれない、僕が引き受けたこの冒険者依頼クエストは。

　そんな風にちょっぴり弱った表情を浮かべていると、リリはこちらの不安を解消するように、にっこりと微笑みかけた。

「ご安心ください、ベル様。リリに考えがあります。少し準備をして、それからダンジョンへ向いましょう」

　……本当に、リリにはお世話になりっぱなしだと。

　僕の至らないところを何でも補おぎなってくれるサポーターに、申し訳なさと、そしてそれ以上の頼もしさを覚えた。
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『ブルー・パピリオ』。

　ダンジョンの７階層に出現すると言われている、蝶ちょうのモンスター。

　透すき通った青い四枚の翅はねを持ち、その翅から淡く輝く鱗粉りんぷんを撒まきながら飛行する様子は、冒険者が動きを止めて思わず見とれてしまうほどだとも聞く。

　モンスターらしからぬ美しさを秘めるブルー・パピリオは、同時に、遭遇エンカウントする機会が極端に少ない『稀少種レアモンスター』としても有名だ。

　各階層で数が少なく滅多に姿を見せないモンスターを、僕達は『稀少種レアモンスター』と呼んで分類していて、ブルー・パピリオもそこに属する。当然のことながら、発見しにくい『稀少種レアモンスター』のドロップアイテムは珍しく、付随ふずいする価値も高い。

　ブルー・パピリオは、他の『稀少種レアモンスター』と比べて遭遇率そうぐうりつはまだ高いと話には聞くけど……普通に探索していては、見つけ出すのに時間がかかるのは間違いないだろう。僕が今日まで一度も目にしていないのがいい証拠だ。

　以前、エイナさんに無理矢理精読せいどくさせられたモンスターの図鑑を思い出しながら、僕は当初、この冒険者依頼クエストは一日で終わらないかもしれないと、そう考えていた。

「……これ、結構、奥まで来てるよね？」

「はい。もうそろそろ階層の南端に到着します」

　場所は７階層。道具屋アイテムショップに寄ってダンジョンにもぐった僕達は、ブルー・パピリオの出現するこの階層に足を運んでいた。

　リリの指示に従い、迷路構造を取る細長い通路をひたすら歩み続け、かれこれ一時間は経過しただろうか。次層へ繫がる階段、そこに辿り着く正規ルートを大きく外れて、僕達は７階層の奥深くまで進入している。

　ダンジョンの下層したへ進むことはあっても、階層の隅おくを目指したことはない。見知らぬ道筋にどこか緊張を覚えながら、現れるモンスターを《神様のナイフ》と《バゼラード》で素早すばやく仕留める。

　僕が倒した『キラーアント』から、リリも速すみやかに『魔石』を摘出した。

「リリ、こんな階層の奥まったところに何があるの？」

「ダンジョンの食料庫パントリーです」

　食料庫パントリー？　と僕が聞き返すのと、進路の光景に変化が現れていったのはほぼ同時だった。

　薄緑うすみどり色の壁面が、燐光を灯す天井が、足もとの地面が、でこぼことした表面を作っていく。前進するにつれ規則正しい迷路の形が失われていき、まるで洞窟の中に迷い込んだかのような錯覚さっかくを受け始めた。

　僕が驚いて瞬きを繰り返していると、天井の燐光はいつの間にか薄れていき、明るさが失われていく。

（光が……）

　代わりに、洞窟状となった通路の曲がり角の奥から、ぼんやりとした謎の緑光が漏れていた。

　立ち止まって無言でリリに振り返ると、彼女もまた何も言わず頷きだけを返す。僕は息を凝らし、慎重に洞窟の奥へ身を進めた。

　少し速くなった鼓動こどうの音が肺を震わせる。

　ダンジョンにもぐり慣れるようになって、久しく感じていなかった、秘境を前にするかのようなあの感覚。未踏の領域──『未知』の予感は、まだにわかの冒険者である僕の胸でさえ、大きな緊張と静かな興奮で満たしていく。

　周囲に残響ざんきょうする足音を耳にしながら、ゆっくりと曲がり角から顔を出し、緑光の正体が待つ終着点へと進んだ。

「──」

　そこに足を踏み入れた瞬間、僕は発する言葉をどこかに置き忘れた。

　広い、広い、空間だった。

　ここより深い階層でも目にしたことのない、広大な大空洞。

　まず目を奪われるのは、正面に屹立きつりつする緑色の石英クオーツだ。

　巨大な緑水晶の柱は薄暗い大空洞の天井にまで届き、背後の壁面と一体化している。ところどころ結晶が隆起する歪いびつな表面は木膚きはだを連想させ、柱全体はまさに石英クオーツの樹木と言っていい。

　漏れ出ていた緑光は、この水晶の樹から発光していたものだった。

（モンスター達が……）

　水晶の樹木からは透明な液体が染み出ており、その根もとには滴したたり落ちた液によって大きな泉まで作られている。

　そしてその液体を求めるように、『キラーアント』や『パープル・モス』が樹木に張り付き、泉では『ニードル・ラビット』が舌を出して喉を潤していた。

「驚かれていますか？」

「リリ……」

「ここが食料庫パントリー……ダンジョンがモンスター達に恵む、給養きゅうようの間まです」

　まだ呆然ぼうぜんとしている僕に、どこか楽しそうにリリが尋ねてきて、説明を加えてくる。

　ダンジョンから産まれたモンスター達も時が経てば当然お腹が空く。中には冒険者を捕食したり、あるいは共食いに走るモンスターもいるらしいけれど、大抵は母胎ぼたいであるダンジョンが提供するあの液体を摂取せっしゅして飽食ほうしょくするらしい。

　この広い空間は、モンスター達にとっての栄養源。

　まさに、ダンジョンの食料庫パントリーだ。

「……もしかして、ここでブルー・パピリオを？」

「ええ。闇雲やみくもに探し回るより、この場で待ち伏せた方が出くわす可能性は高いと思います」

　合点がいった。

　食料庫パントリーは初層である１、２階層を除けば、各階層に二つ三つ存在しているらしい。その一箇所に張っておけば、ただでさえ広い階層内をさまよわずとも、空腹になったブルー・パピリオの方からやって来て、押さえることができるかもしれない。

　待ち伏せて、獲物を捕獲する、いわゆる狩猟ハンティングというやつだろうか。

「さぁ、ベル様。いつまでも見とれていないで、すぐに身を隠しましょう。モンスター達に見つかってしまえば、それこそ偉いことになってしまいます」

「あ……そ、そっかっ」

　通路口の前で突っ立っていた僕の腰を、リリはぐいぐいと押す。

　この大空洞には僕達が経由してきたルートの他にも、十数という通路が繫がっていて、今でもそこからモンスター達がぞろぞろと姿を現している。もし見つかってこの空間にいるモンスター全てと戦う羽目はめになったら……あまりにもぞっとしない光景だ。

　僕達はささーっと大空洞の隅に向かった。

「それでは、失礼しますね」

　バックパックを置いたリリが、中から手早く大きな布を取り出した。淡い緑色に着色されており、ともすれば７階層の薄緑色の壁面と溶け込むかのような色合いだ。

　巨大なマントにも見えるその布をリリはばっと広げ、僕と自分自身を包み込むように頭から被かぶる。

「このために買ったんだ……」

「ええ。７階層には鼻が利くモンスターはいませんし、大人しくしていればこれだけで身を隠せます」

　準備と称しょうしてダンジョンへ向かう前にリリが購入したこの道具アイテム。一体何に使うんだろうと思っていたけど……こういうことか。

　壁の色、景色と完璧に同化する隠蔽布カムフラージュを纏まとった僕達の存在に、食事に夢中であるモンスター達は、それこそ全く気付く素振りを見せなかった。

「ちょ、ちょっと、リリ？　くっつき過ぎじゃない？」

「いえいえ。バックパックも包み切らないといけないので、布に余裕がないのです。えぇそうです、もっと詰めなくては！」

　その小さな体をずいずいと寄せてくるリリに、思わず動揺してしまう。

　体を預あずけるように、もたれかかるように、リリがこちらの右半身にぎゅうぎゅうと抱き着いてくる。柔らかい体の感触がインナー越しに伝わって、僕は赤面してしまった。

　言っていることはもっともだけど……どこか楽しんでいるように見えるのは、僕の気のせいだろうか。

　ごそごそと布の中で慌てた動きを作りながら、頻しきりに小声を飛び交わせる。







[image: ]







「……そ、そういえばさ。モンスターを誘おびき寄せる血肉トラップアイテムってあったよね？　食料があるなら、モンスター達も引っかからないんじゃあ……」

　密着し合う羞恥しゅうちを誤魔化すように、僕はそんな話題を振った。

　今にも子猫のように喉を鳴らしそうなほどご機嫌なリリは、すぐに疑問に答えてくれる。

「ベル様は、ずっと同じものを食べ続けると飽きませんか？」

「あ……」

「ふふっ、そういうことです。モンスター達も食通グルメなんですね」

　また一つ賢かしこくならせてもらいながら、僕はこの際にと、不思議に思っていることをリリに聞いていく。

　何故このような、言わば狩りの穴場に冒険者がいないのかと尋ねれば、それはあまりにも食料庫パントリーの位置が深いからだとリリは答える。食料庫パントリーは各層に複数存在するけれど、どれも階層最奥部にあり、下手をすると二層先の階層に降りるより時間がかかる。何時間もかけてこの場に辿り着き狩りをするくらいなら──この食料庫パントリーで上手く立ち回れる実力があるのなら──次層へ向かって、魔石の質の高いモンスターを撃退した方が儲もうかるし効率もいい。

　何より、少しでも間違えれば、ダンジョン中からやって来るモンスターの物量に押し潰される危険がある。

　以上の理由から、冒険者が食料庫パントリーを戦場に選ぶことは、めったにないのだそうだ。

（……この綺麗な光景を荒らしたくない、って思うところもあるんじゃないかな）

　布を被ったまま、目の前の光景を眺めて、そんなことを感じる。

　広い大空洞を照らす、暖かな緑光。

　樹木から発せられる水晶の煌きらめきは本当に綺麗で、透いていた。樹の周りに広がる泉はあたかも月の光を反射させるかのように、水面を静かに輝かせている。

　泉のほとりには青い茎くきの白い花がいくつも咲いており、白兎ニードルラビットが時折その中をかき分けて、ひょこりと顔を出す。その頭上には発光する石英クオーツに張り付き、緑光に染まりながら羽を休めている紫蛾パープル・モス。ざばざばと音を立てるのは、樹木じゅもくを目指し黙々もくもくと泉の中を進む巨大蟻キラーアントの一団だ。

　緑光を浴びる全ての光景が、優しく見えた。

　凶暴で、醜みにくい筈のモンスター達が、今はどうしてか、美しく見えてしまった。

　人類の敵、怪物かいぶつだということは十二分にわかっているけれど。

　対峙たいじすれば、どうしようもなく襲いかかってくる、危険な存在だとわかっているのだけれど。

　この光景だけは、そのままにしておきたいと。

　光に照らし出される幻想的な空間を見渡しながら、そんな少し気取ったことを、僕は思ってしまった。

「……！　ベル様っ」

「！」

　肩を一瞬強こわばらせたリリが、僕の二の腕を取って揺らす。

　どこかに意識を飛ばしていた僕は、はっと体を上下させ、前方を食い入るように見つめるリリの視線を追う。そしてすぐに、両目を見張った。

　優雅ゆうがに羽ばたく、青色の蝶。

　冒険者依頼クエストの目標であるブルー・パピリオが、数匹の塊かたまりとなって宙を泳ぎながら、この食料庫パントリーに現れている。

「わざわざ食料庫パントリーにまで足を運んだかいがありましたね」

「う、うんっ」

　お互い少し浮き立ちながら、いつでも動けるように準備を始める。

　この大空洞の景色にも負けないほどその蝶のモンスターは美しかった。紫蛾パープル・モスより遥かに体の作りは繊細で、四枚の翅はとても瑞々みずみずしい。空中に描かれる青い軌跡は、確かに感嘆の息を漏らしてしまうほどだ。

　プルー・パピリオは戦う力がほぼない反面、翅はねからこぼれるあの青色の鱗粉がモンスター達の傷口を治癒する作用を持つ。ナァーザさんがブルー・パピリオのドロップアイテムを欲しがっているのも、きっと回復薬ポーションの開発に役立てるためだろう。

「ここで暴れるわけにもいきません。食料庫パントリーから出るのを待って、後を追いましょう」

「うん、わかった」

　意識を冒険者依頼クエストに切り替えながら、僕とリリはもうしばらく、身を隠しながら息をひそめ続けた。
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　さぁっ、と爽さわやかな空気が頰を撫なでる。

　摩天楼施設バベルを出た途端、肌の上を滑っていた風に片目かためを瞑りながら、僕は隣のリリに笑いかけた。

「上手くいって良かったね」

「はい、ドロップアイテムも運良く回収できましたし。しかもこんなに沢山」

　リリも嬉しそうに笑い返してくる。あの後、ブルー・パピリオの群れを追跡してまとめて倒すことに成功した僕達は、地上に帰還していた。

　リリの言葉通り、倒したブルー・パピリオからは全てドロップアイテムが発生して、手間暇の短縮は勿論のこと、僕達はかなり美味しい思いをしている。

　合計五枚の翅……これなら依頼してきたナァーザさんも満足してくれるに違いない。

「この翅をギルドに持っていくだけでも、きっと九〇〇〇ヴァリスは固いですよ。翅自体に傷がないことも大きいですし。いえ、交渉次第ではもっと値上がるかもしれませんっ。……う～ん、少しもったいないですね～」

『稀少種レアモンスター』のドロップアイテムだけに嬉しさも込み上げてくるのか、リリは心なし興奮した口調になっている。はしゃぎ気味のパートナーに苦笑しながら、僕達は中央広場セントラルパークから西のメインストリートへ向かった。

（いい気分転換になったのかな……）

　あの美しい光景を目にして、心が休まったような気がする。

　図らずとも良い休息になったのだろう。全身を満たす心地の良い疲労を感じながら、僕もすっきりとした歩調を刻きざんでいた。

「すいませーん、こんにちはー」

「……ベル？」

　路地裏を経て【ミアハ・ファミリア】のホームにお邪魔する。

　カウンターの奥にいたナァーザさんは扉から入ってきた僕を見て、瞼の下りたその半目を軽く見開いた。

「もしかして、もう冒険者依頼クエストやってきてくれたの……？」

「はい。ちょうど今、終わらせてきました」

　小脇に抱えていた、ちょっとした盾ほどもある包みを開いて、中身を見せる。

　きらきらと青く光る『ブルー・パピリオの翅』を目にして、珍しくナァーザさんは狐きつねにつままれたような表情を浮かべた。そしてすぐに嬉しそうに口もとを緩める。

　先端を床に向けている犬の尻尾が、いつになくぶんぶんと揺れる。

「ありがとう、ベル……。やるね、すごーく見直した」

「い、いやぁ……」

「ベルはできる子だって信じてたよ……」

　笑みも浮かべたナァーザさんに褒ほめられてしまい、頭へ手をやりながら頰を染める。

　思わず照れてしまう僕の頭を、ナァーザさんはぽんぽんと軽く叩いてきた。

「お取り込み中すいませんが、そろそろ品物と報酬を交換しませんか？」

　と、それまで一言も発していなかったリリが、そんな風に切り出してきた。

　ナァーザさんが動きを止めて視線を動かすと、見下ろされるリリは、にっこりと邪気のない満面の笑みを浮かべる。

　初めて顔合わせしたナァーサさんは、リリのことを僕のパーティと捉えたのか、「……そうだね」と素直に頷いてカウンターの裏に回った。

「ベル様、あまりでれでれしないでください」

「で、でれでれしてるわけじゃあっ……」

「いいですから、覚えておいてください、しっかりと報酬を頂いただくまでが冒険者依頼クエストですよ」

「……えっ？」

　何やら格言じみた言葉に思わず呟きを漏らしたけれど、リリはナァーザさんの方を向いたまま、にこにこと笑みを浮かべるだけだった。

　首をひねっていると、ほどなくして木箱のケースを抱えたナァーザさんが戻ってくる。

「これが報酬……ポーション二ダース」

「に、二ダース!?」

　僕が【ミアハ・ファミリア】から購入する回復薬ポーションは、最低価格のものでも五〇〇ヴァリスはするから、二十四個分は……一二〇〇〇ヴァリス！

　手間賃も込みで、とそう付け足してくれるナァーサさんに僕は恐縮しかけてしまう。

　ともすれば、初めて頂く報酬に少し嬉しさを感じながら、『ブルー・パピリオの翅』が包まれた包みを渡そうとすると──ぱしっ、と。

　横から伸びてきた小さな手が、僕の手首を摑んだ。

「リ、リリ……？」

「少し待ってもらっていいですか、ベル様」

　ナァーザさんから視線を逸らさず、リリはすうっと自然な動きで、彼女の抱える木箱へ手を伸ばした。

　取り出されたのは、青い溶液の詰まった一本の試験管。

「失敬しますね。代金は後で払いますので」

「え、ちょっ……」

　有無うむを言わさずリリは栓せんを引き抜き、小振りな鼻を試験官に近付ける。

　香りを確かめ、色合いを見つめて。ナァーザさんが何だか狼狽ろうばいする横で、リリは素早く己の手の甲にポーションを一滴ひとしずく落とし、ぺろりと舐なめ取った──次の瞬間。

「──ふふっ、このポーションが五〇〇ヴァリスですか？　ぼろい商売ですねぇ、いやはや羨ましい限りです」

　無垢むくな子供を装った笑顔のまま、怒気を滲ませながらそう言った。

「「──」」

「これ、もとの溶液を薄めていらっしゃいますよね？　これでは効能も半分以下でしょう。回復薬ポーション特有の甘味あまみも調味料で誤魔化しているようですし、ええ、全くよくある手口です」

　暴露ばくろされていく衝撃の事実。

　僕とナァーザさんは言葉を失い、にこやかに笑い続けるリリに釘付くぎづけになる。


「精々二〇〇ヴァリスがいいところです。随分ずいぶんと今までぼったくられていたんですねぇ、ベル様。──勿論、今回の報酬にもこれっぽっっっっちも見合いません」



　ナァーザさんは、既に蒼白そうはくになっていた。

　瞼を半分下ろした瞳のまま、だらだらとすごい勢いで汗を流している。尻尾がとんでもない方向に折れ曲がっていた。

　僕は未だに硬直ショックが抜け切らない。

「さぁ、どうやって落とし前をつけてくださるんですか？」

　すっと薄く目を開いたリリは、小悪魔のように優しく微笑み、そう問いただすのだった。
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「すまんっっ!!」

　ミアハ様が、深く頭を下げた。

　茜あかね色の西日が窓から差し込む一室にその大きな声が響き渡る。

　すぐ隣で後頭部を摑まれて、無理矢理腰を折られているのは、ナァーザさんだ。

「私の監督の不行き届きだ、本当にすまん、ベル！　今まで騙し取っていた金は全て返そう！」

「あ、いや、ミアハ様、大丈夫ですから、そろそろ頭を……」

　おろおろしながら促すと、ミアハ様は悄然しょうぜんとした顔を上げ「すまぬ」ともう一度謝罪した。

　長身でしなやかな体格。群青ぐんじょう色の髪も男性の方にしては長く、どこか貴公子然きこうしぜんとした印象。身に付けているくたびれた灰色のローブは、むしろその美しい容姿を引き立たせる一役を買っている。

　ナァーザさんの主神であるミアハ様は超越存在デウスデアに相応ふさわしいその端整たんせいな顔立ちを、今は沈痛そうに曇くもらせていた。

「ヘスティアも、迷惑をかけた。そなた達の懐から金を詐取さしゅするような真似まねを……」

「まぁ、過ぎたことはしょうがないからなぁ。もうこんなことが起こらないようにして、けじめをしっかり付けてくれよ。ミアハにはいつも助けられているし、それでちゃらにしよう」

「うむ、約束しよう……」

　リリが遠慮もなくナァーザさんを糾弾きゅうだんしたあの後、【ミアハ・ファミリア】のホームには神様とミアハ様も加わって、派閥ぐるみの謝罪会みたいなものが行われている。

　ミアハ様はナァーザさんの、その、今までの灰色の行いをご存知でなかったらしく、この場で何度も謝罪を繰り返していた。

　後頭部を押さえ付けられているナァーザさんは、未いまだ顔を上げることを許されていない。

「それにしてもサポーター君、今回のことによく気付いてくれたね。ちゃんとベル君のお守もりをしてくれているようで、安心したよ。ありがとう」

「いえいえ。ベル様とヘスティア様のお役に立てたのならリリも幸いです」

　お、お守もり……？

　うむうむと鷹揚おうように頷く神様と恭うやうやしく一礼するリリのやり取りに、僕は少し汗を流す。何か知らないところで自分に関わる契約みたいなものが結ばれているような……。

「……ナァーザ、何故こんなことをした!?　答えよ！」

　と、ミアハ様の一喝いっかつ。

　押さえを外されたナァーザさんは体を戻し、ふいっと横を向く。

　ハーフアップにされている髪がふわりと空気を孕はらんだ。

「【ファミリア】の帳簿はずっと火の車状態……何も知らない兎うさぎはいい鴨かもだった」

　ミアハ様と僕は同時に顔を引きつらせる。ていうか兎に鴨って……。

　瞼が半分下りた表情とその抑揚のない声音は、いつものナァーザさんと変わらないように見えたけれど……腰から生えている尻尾が、ぶるぶると怯おびえるように震えている。

「ええい、馬鹿者！　騙し取った一銭が何になる!?　ナァーザよ、この下界は信用と信頼で回っているのだ、商売などその最たる例であろう。お前は僅わずかな金のために、この者達の信頼を失いかけたのだぞ!?」

　極めて愚おろかしいことだ、とミアハ様は語気と視線を強くしてそう言われた。

　軽くうつむいたナァーザさんは、ぐっと歯を嚙かんだ後、きっと瞳を鋭くしてミアハ様を睨にらみ付ける。

　初めて見る、ナァーザさんの表情。

「そんなこと言って、ミアハ様は誰構わずいい顔してポーションをただで配り回るっ。そんなだからちっとももとが取れないッ。あまつさえ女の子を自覚のないまま誑たらし込んで、誤解させてっ……私がどれだけ尻拭しりぬぐいをしてきたかっ……！」

「な、何を言っているのだ!?　誑たらし込むなどと、誤解を招くようなことを言うな！」

　思ってもみなかったナァーザさんの反撃に、ミアハ様は驚愕する。神様とリリの視線が若干冷ややかなものに変わった。

　確かにミアハ様は、あの貴公子然とした笑みで女の人をよく赤くさせていることがあるような……ご本人は全く心当たりがないのか、今も戸惑った表情を浮かべている。

「ベルには、悪いことをしたけど……それでもこのままじゃあ、借金は返せないで膨ふくらんでいく一方……！」

　えっ、と僕は目を見張った。

　思わず視線を移すと、ヘスティア様も眉を曲げて怪訝けげんそうにしている。

　借金……？

　ミアハ様のばつが悪そうな顔と、ナァーザさんの悔しそうな顔に挟まれて挙動不審になってしまう。ミアハ様達には、口にするのがはばかられるような何かがあるのだろうか。

　──と、そう思った矢先。




「ふははははははははっ、邪魔するぞおおおおおおぉー!!」




　鼓膜に響く呵々大笑かかたいしょうとともに、店の扉が蹴破られた。

「!?」

「今月分の借金を取り立てに来てやったぞおぉ、ミィ～アァ～ハァ～」

　現れたのは、灰色のかかった髪と髭ひげを蓄たくわえる初老の男神様だった。

　老いという属性を感じさせながらも容貌ようぼうはとても整っている……んだけど、何だかその纏っている雰囲気が、色々なものを台なしにしているような気がする。

　ニヤニヤとした嫌らしい笑みと尊大そうな目付き。服装は金銀の刺繡ししゅうが施された豪華なローブで、何だろう、どこかミアハ様の格好を意識して立派にしたような印象が……。

「ディアン……！」

「いつまで経っても現れんから、儂わし自ら足を運んでやったわ。感謝しろよ貧乏人どもぉ、ふはははははははっ!?」

　……何となく、この神様の性格がわかった。

「相変わらず埃ほこり臭い店だ！　この場にとどまっていれば体調を損なう、さっさと用件を済ませてやろう！　いつになく貧乏人の数も増えていることだしなぁ！」

　ナァーザさんは親の敵かたきを見るかのような激しい目付きで、ミアハ様も苦虫にがむしを嚙み潰したような表情。飛び火してきた嫌味にヘスティア様も「なぬっ!?」と衝撃を受けている。

「ディアンケヒト様、ですね」

「リリ……」

「冒険者の間でも評判が高い、治療と製薬の【ファミリア】を率いています。回復薬ポーションを販売しているミアハ様達からすれば……商売敵といったところでしょうか」

　そっと耳打ちされる情報になるほどと頷く。ミアハ様達が敵意全開であるのも、ディアンケヒト様の言動が一々いちいち挑発めいているのも、浅からぬ因縁が存在するからなのだろう。

「で、今月の支払いは用意できておるのか、ミアハァ～？」

「それは……！」

「フフンッ、できておらんよなぁ、できておらんのだろぉ？　ぐははははははははははっ！　この万年滞納者どもが！」

　──ぐぎぎぎぎっ、とミアハ様とナァーザさんが揃って歯をあらん限りに食い縛る。

「慈悲じひ深い儂はこれまで何度も見逃してやったが、お前達の無節操むせっそうな振る舞いはいい加減目にあまる。明日までに今月分の支払いを行わなければ、今度は貴様等を追い出し、このオンボロなホームを売り払ってやるからなぁ！　覚悟しておけよ!?」

　唾を吐き散らしながら、ディアンケヒト様は豪快に笑った。

「ふははははははっ!!　帰るぞ、アミッド！」

「はい」

　扉の前でずっと立っていたのか、ディアンケヒト様の背後に控えていた女性団員が動く。

　背は低く、まるで精緻な人形のような容姿の彼女は、僕達にぺこりと頭を下げた後、笑い散らし闊歩かっぽする主神様に付き添っていく。

　嵐が過ぎ去った後のような沈黙が、僕達の間に残った。




「あのディアンケヒトとは、天界にいた時から折り合いが悪くてな……」

　ぽつぽつと、ミアハ様がご自身の身の上の話を語っていく。

　ここまできたら、話を聞かないまま帰ることなんてできない。僕達は【ミアハ・ファミリア】の抱える事情に耳を傾かたむけていた。

「下界に降り【ファミリア】を構えた後も、ことあるごとに衝突していた。派閥の活動自体も被り、幾度となく張り合っていたのだが……」

「私がそれをぶち壊しにした」

　歯切れが悪くなったミアハ様の横から割り込むように、ナァーザさんが発言する。

「私も前は、冒険者だった」

「え……」

「今のベルみたいにダンジョンにもぐって、お金を稼いでたけど……ある日、やらかした。モンスターにめちゃくちゃにやられて、右腕を食べられた」

　僕が疑問を挟むより先に。

　ナァーザさんは、今いま着ている左右非対称の上衣、あの変わっている右腕だけの長袖をまくり上げる。

　次の瞬間、僕は言葉を失い、息を呑んだ。

「銀の、義手……!?」

「腕を失った私に、ミアハ様が用意してくれた……あの【ディアンケヒト・ファミリア】に、何度も頭を下げて」

　リリの驚愕の声が響く。

　彼女の言葉通り、そのナァーザさんの右腕は、銀の塊でできていた。

　研とぎ澄まされた剣つるぎと見紛みまがうほどの滑らかな金属光沢。形状を人の腕に限りなく似せている一方で、関節部分は宝石が埋め込まれた中の構造が丸見えになっている。

　右手にはめられていた手袋グローブも取れば、その指の先まで銀で構成されていた。

「【ディアンケヒト・ファミリア】は治療と製薬の【ファミリア】。回復薬ポーションを売る以外にも、冒険者達の需要に応えてより専門的な治療術や道具アイテムを提供してる。この『銀の腕アガートラム』もその産物」

　伸ばされた左手が、ぎぎっ、と銀の右腕を強く握り、軋ませる。

「ミアハ様はこの義手を私一人のために買って、借金を負った。その時までいた私以外の団員は、とんでもない負債にうめいて、ミアハ様を見限って……みんな、出ていった」

　……【ミアハ・ファミリア】は、以前は中堅ちゅうけんどころの規模と力があったのだと言う。それこそ施薬院せやくいんの【ファミリア】として、【ディアンケヒト・ファミリア】にも劣らないほどの。

　それがナァーザさんの事故を契機に、一気に崩壊し、落ちぶれてしまったのだと。

　ミアハ様のもとに残ったのは、使えなくなった元冒険者と、馬鹿みたいな額の借金、とナァーザさんは淡々と言い切った。

「今の私はもう、モンスターとは戦えない。製薬の知識と技術は先輩達に教わっていたから、薬師くすしには転職できたけど……借金を返せるほど、お金も碌ろくに稼げない。私は役立たず」

「ナァーザ」

「私達があいつらに借金をしているのは、そういう理由。全部、私のせい」

「ナァーザッ、もういい。止やめよ」

　ミアハ様の静かな声に、まだ自己罵倒なにかを言いかけていたナァーザさんは、口を噤つぐんだ。

　重苦しい静寂せいじゃくが訪れる。

　ナァーザさんが元冒険者だったとか、右腕が義手だったとか、知らなかったことは衝撃的過ぎて、かける言葉が見つからない。ヘスティア様もミアハ様が成り下がった身だと聞かされていなかったのか、腕を組んで押し黙り、両目を閉じていた。リリは冷静な表情でナァーザさん達を見つめている。

　ナァーザさんはお金をだまし取っていたのかもしれないけど……僕が同じ立場だったら、やっぱり彼女のように、何かしらの行為に手を染めていたかもしれない。

　見捨てることをせず、いつも救いの手を差し伸べてくれた主神かみ様に、恩を仇あだで返す真似は。

　それだけで、どうしようもなく辛いのだ。

　いっそ泣き叫んでしまいたいくらいに。

「……それで、どうするんだい？　ミアハ達の事情はわかった、でも今は目の前のことの方が先決だろう。ディアンはこのホームを売り払うなんて言っていたじゃないか」

　神様が沈黙を破り、明日中に指定額の借金を返す目処はあるのか、と尋ねる。

　その問いにミアハ様は難しい顔をして、瞳だけでナァーザさんの方を見た。

　ナァーザさんは視線をさまよわせた後、うつむく。

「方法は、あるけど……」

　そして消え入りそうな声で、ぽつりと呟いた。

「私一人じゃあ……ミアハ様と私だけじゃあ、できない……」

　夕焼けの光が、窓硝子まどがらすを反射して、滲むように輝く。

　遠く離れている筈の大通りの喧騒が、囁ささやき声のようにこの場へ届いてきた。

　合わせる顔がないという風に、ナァーザさんはうなだれている。助けて、という一言が、僕達に隠し事をしていた今の彼女にとって、何ものよりも遠い。

　再び静けさが訪れる中、僕は落ち着きなく他の人達の顔を何度も見て、そして最後に、縋すがるように神様の方を見る。

　神秘的な青みがかかった瞳で見返してくるヘスティア様は、しばらく僕と視線を絡め、おもむろに、君はどうしたい？　と無言で語りかけてきた。

　ともすればそれは、君が決めなさい、とそんな風に許しを頂けているようで。

　我が子を見守るような優しい眼差しを浮かべる神様に、僕はぐっと胸を詰まらせながら、心の中で大きく頷いた。

　口にする言葉を必死に選んで、この暗い空気を拭い去るように、大きめに声を張る。

「あ、あぁー……リ、リリ。さっきの話だけどさぁー、もっと冒険者依頼クエストを受けたいと思わない？　あれだけじゃあ物足りないし……あ、あと、後学のためにも」

　酷ひどい大根役者を演じながら、僕はわざとらしく話を振った。

　目を見張るリリは僕の真意に気付いたのか、全くと言うように苦笑した後、下手な演技に付き合ってくれる。

「そうですねぇ、元気を持てあましているリリ達に冒険者依頼クエストを恵めぐんでくれる方々が、どこかにいらっしゃらないでしょうか」

　目を瞑り微笑みながら賛同するリリに、ミアハ様も、ナァーザさんも驚いた顔をする。

　ヘスティア様も小さく一笑して、ミアハ様のことを仰あおいだ。

「というわけで、ミアハ、何か仕事はないかい？　血気盛んなこの子達を助けると思ってさ。なぁーに、面倒ごとから借金返しの協力まで、何でもするぜ？」

「ヘスティア、そなた……いや、すまぬ。恩に着る」

　お礼を告げるミアハ様の横で、ナァーザさんはどこか居たたまれなそうに、僕を見つめた。

「ベル、いいの……？　私は……」

「……僕もリリも、ナァーザさんに助けてもらいましたから」

　キラーアントの大群に囲まれたあの日。

　経緯はどうであれ、彼女が作って譲ゆずってくれた一本の精神力回復薬マジック・ポーションが、僕達の窮地を救ってくれた。

　それを抜きにしたって、一緒に支え合ってきたこの人達を見捨てることは、できない。

　僕が眉を下げて笑うと、ナァーザさんは目を見開いて、顔を伏せる。

「ごめん……ありがとう」

　最後の言葉を小さく呟きながら、ぺこりと、彼女はお辞儀じぎをした。
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【冒険者依頼クエスト】受注。

　・依頼人クライアント：【ミアハ・ファミリア】。

　・報酬：新薬の完成品。

　・内容：モンスターの『卵』の採取。

　・備考：『一緒に頑張ろう。よろしく』。
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　翌日の早朝、都市を出る。

　昨日の内にそう伝えられた僕は、アイズさんとの早朝特訓を普段より早めに切り上げてもらい、ミアハ様達のもとに赴おもむいて色々準備を手伝った。商人から馬車を借りて荷造りを済ませた後、少し遅れて来た神様とリリが合流する。

　二柱の神様と眷属けんぞく三人。他では見られないだろう異色のパーティが乗った馬車は、日の出とともに都市を出発した。

「ベル君、朝早くからお疲れ様。随分と早起きしてミアハ達を手伝いに行ったんだね？」

「は、はははっ……」

　リリ同様、アイズさんと行なっている訓練を神様には話していない。というかバレたらきっと偉いことになる。

　心の中で何度も謝罪を重ねつつ、不審がられない内に話を変えようと僕はナァーザさんに話しかけた。

「えーと、ナァーザさん。それで、今日は昨日話していた通り……」

「うん。今日中にお金を用意しないといけないから、時間がない。だから一発逆転の新商品を開発して、【ディアンケヒト・ファミリア】に直接売り込む……」

　動きやすい旅装を着ているナァーザさんは抑揚よくようなく答える。

　少々煩雑な手続きを済ませ迷宮都市オラリオの東門を抜けた馬車は、草花が生い茂しげる大草原を進んでいた。

「昨日も聞いていて思いましたが、上手くゆくのですか？　新しい商品を作るなんて簡単におっしゃりますが……」

「大丈夫、それは当てがあるから……」

　リリの問いに対して妙な自信を見せるナァーザさん。瞼を下ろした眠たげに見える表情の一方で、ぶんっ、ぶんっ、と緩慢かんまんに尻尾を左右に振る。

「行き先は聞いてなかったけど、この馬車はどこを目指しているんだい？」

「セオロの密林だ。長丁場ながちょうばと言える距離ではないが、もうしばらくはかかる。せっかくの場だ、到着するまで交流を深めるといい」

　ヘスティア様の質問に今度はミアハ様が答え、最後の言葉はリリに向けられる。

　木でできた馬車は思ったより窮屈だ。走る車輪の衝撃に全身を揺らされる度、隣にいる人の肩に軽く触れ合ってしまう。ちなみに互いの位置は、御者台に近いところにミアハ様、その隣に僕、ヘスティア様、リリ、ナァーザさんという順で輪になっている。

　天蓋てんがいも幌ほろもついていない車上に朝の日差ひざしがそそぐ中、僕達はミアハ様の言葉通り会話に花を咲かせていった。

「ナァーザ様。冒険者から薬師に転職とお聞きしましたが、やはり『調合』のアビリティをお持ちになっているのですか？」

「うん、そうだよ……。製薬の手伝いを通して【経験値エクセリア】が溜まってたみたいで、運良く発現できた……」

「えっと、『調合』って言うのは……？」

「ポーションなどの薬剤をお作りになられる時、より品質を高いものにできる発展アビリティのことですよ、ベル様」

【ランクアップ】の際、【経験値エクセリア】の傾向によって発現可能な『発展アビリティ』の中に、『調合』という種類があるらしい。もっぱら製薬にかかわる能力らしくて、一瞬で傷口を塞ふさいでしまう魔法のような回復効果はこのアビリティによってもたらされるのだとか。

『鍛冶』のアビリティにも共通しているらしいけれど、『調合』などの専門職プロフェッションの属性を持つ発展アビリティは、所持しているだけで武具や薬品の強化に繫がる。

　同じ方法と同じ材料で同じ道具を作り出しても、アビリティの有無で大きく性能に差が開くのだ。

「って、発展アビリティを持っているってことは……」

「ん、私はＬｖ．２だよ……」

　僕は目をあらん限りに見開く。

　じょ、上級冒険者並みの実力者だったのか、ナァーザさんは……。

「中層までは行けたんだけどね、そこでモンスターに丸焼きにされて……両手と両足をぐちゃぐちゃに食い荒らされちゃったんだ」

「え──」

「左腕と両足は何とかもとに戻ったけど、骨も残さず食べられた右腕は駄目だった。……それからかな、モンスターと戦えなくなったのは。どんな怪物あいてでも前にするだけで……震えが止まらなくなっちゃう」

　語られる当時の凄惨せいさんな出来事に、僕は背筋せすじを凍らせてしまう。

　全身から漂ただよう黒こげた異臭。

　仰向あおむけに倒れる中、モンスターにたかられ引き千切ちぎられていく手足の感覚。

　鮮明に焼き付く恐怖の記憶は自分を今も苛さいなみ、モンスターに対する致命的な心傷トラウマを植え付けてしまったのだと、ナァーザさんはそう語った。

「……ごめん、怖がらせるつもりはなかったんだけど」

「あ、い、いえっ……」

「とにかく、ダンジョンを探索する時は気を付けた方がいいよ……。私は【ランクアップ】するのに六年かかったけど……どんなに強くなっても、失う時は一瞬で失っちゃうから」

　ごくりと喉を鳴らしつつ、僕はそのナァーザさんの教訓を胸に刻み付けた。

「それにしてもその義手、本当によくできてるよなぁ。動かすのに支障とかはないのかい？」

「はい、自由に動かせます……」

「法外な金額は課せられてしまったが、一番良いものをディアンから取ってきた。少し悔しくもあるが、あやつの【ファミリア】の力は信用できる」

　神様達がそれとなく話題を変えて、少し重くなった空気を入れ替える。乗り心地は決して良いとは言えない馬車に揺られながら、僕達の口の動きは次第に軽くなっていった。

　オラリオの東部は平野が続き、緑一色の草原がどこまでも広がっている。世界唯一にして最大の魔石製品輸出都市であるオラリオは、必然的にあらゆる地域との交易が盛さかんとなり、都市に続く陸路はことごとくが整備されている。僕達を乗せる馬車が進むこの道も、白い石材で舗装され全く段差のない造りとなっていた。

「ミアハ様は私の気持ちに全く気付いてくれない……他の娘こ達の熱い眼差しにも気が付かないのはいいんですけど……。本当に神様なのか、疑いたくなるくらい鈍感……」

「あー、わかるわかる。うちのベル君も察しが悪くてね、ボクはいつも泣く思いをしてるよ」

「ふふっ、女神ヘスティア様の場合は畏おそれ多いと敬遠されていて、そもそも異性として見られていないじゃないですか。現実を見た方がいいですよ？　……リリも妹こぶん扱いされてる節ふしがありますが」

「「……」」

　いつの間にか固まっていた女性陣に、何故か肩身の狭い思いをする男性組。聞こえないひそひそ話に対し顔を見合わせるミアハ様と僕は、理由もわからず体を小さくする。

　やがて広大な草原を貫く幅広の人工路の上で、オラリオに向かう馬車と入れ違うこと数度。

　太陽が上空に上り出す頃、僕達は目的地に辿り着いた。

「こ、ここが……」

「へぇ～、密林と言うだけはあるなぁ」

　初めて見る眼前の光景に、僕と神様は圧倒されてしまう。

『セオロの密林』。

　オラリオから真まっ直すぐ東に進んだ先に連なったアルブ山脈、その麓ふもとに広がる大森林だ。

　森を構成する樹木は総じて樹高が凄まじく、幹も太い。野花や苔こけを始めとした植物の隆盛も顕著けんちょで、緑の王国なんて言葉が頭の中に浮かぶ。

　馬車から下りた僕達は素早く準備を始め、各々がそれぞれの荷物を背負う。

　雇った御者に森から離れた場所で待っているように言い付け、密林の中に足を踏み入れた。

「モンスターの『卵』を、取りにいくんですよね？」

「そう、ドロップアイテムとは違う、モンスターの『卵』……」

　このセオロの密林にやって来た目的は、あるモンスターが産む『卵』にあるらしい。どうやらナァーザさんは、その『卵』を材料にして新しい薬を作るようなのだ。

　遥か『古代』に地上に進出したモンスター達は、それぞれの生殖行動を取って繁殖を繰り返し、現代もなおその末裔まつえいが世界中に生息している。そう考えると『卵』を産むっていう現象は全くおかしくないんだろうけど……迷宮探索を通して、モンスターはダンジョンから産まれるということに慣れきってしまった今では、結構な違和感が付き纏う。

　モンスターの気配に意識を配りつつも、僕は何度か首を傾かしげてしまった。

「……ベル、止まって」

　僕を先頭に隊列を組みながら森の奥に進んでいくと、ナァーザさんに呼び止められる。

　彼女が目を細めて見つめる先には、ぽっかりと開ひらけた広々とした窪地くぼち。

　すぐに彼女は指示を飛ばし始めた。まずヘスティア様とミアハ様にこの場へ残るように伝え、リリには神様達の護衛を任せる。

　そして僕には自分に付いてくるよう、手招きで合図をした。

「ベル、これ」

　身を低くして窪地に近付いていく中、ナァーザさんが運んでいた装備品を渡される。

　随分と古臭い大剣と、何かが入ったバックパック。

「な、何に使うんですか、これ？」

「これくらいの武器えものじゃないと、あいつらにはきついと思うから……そのバックパックは背負っておいて」

　不穏な台詞せりふに汗を流していると、ナァーザさんはとある木陰のもとで足を止めた。

　窪地まで距離はもうあと僅か。ナァーザさんはくんくんと頻りに鼻を鳴らし、頭部に生えている犬耳を持ち上げている。

　張り詰めていく雰囲気を感じ取り、僕がどんどん緊張を高めていくと──前触れなく、ナァーザさんが動いた。

　こちらの背中に手を伸ばし、厳重に密閉されていたバックパックの口を、開放する。

「うっ……!?」

　たちまち立ち込める、鼻腔びこうの奥を突く刺激臭。

　どこか覚えのある異臭に僕が思わず呻うめく一方、ナァーザさんは、しゅたっと手を上げる。

「じゃあ、頑張って、ベル。ごめん」

　えっ、と呟くや否や、ナァーザさんはこの場をあっという間に離脱した。

　流石さすがＬｖ．２とでも言うべき速度で物音を一切立てず、樹木と樹木の間をすり抜け、僕を置いてきぼりにする。

　目を点にして放心していると……不意に、べちょり、と。

「……へっ？」

　頭に降ってきた、ぐちょぐちょの粘液。

　気持ち悪い透明の液体を肌で感じながら、ゆっくりと後ろを振り返り、見上げる。

『ゥゥウ……』

　目が合ったのは、大粒の唾液をぼたぼたとこぼす、恐竜だった。

　壮絶な勢いで血の気を失い真まっ青さおになった僕は、バックパックから発せられる異臭の正体に気付く。

　腹を空かせたモンスターを誘き寄せる、血肉トラップアイテム。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

「ほぁあああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　咆哮ほうこうと絶叫が重なり合った。

　迫り来る巨大な顎あごに背を向けて、全速力で逃走を開始する。

「おっ、大型級のモンスターじゃないですかああああああああああああああああああっ!?」




「ちょ、ベ、ベルくーんっ!?」

「ブ、『ブラッドサウルス』……!?」

　ヘスティアの叫びに続き、リリが驚愕の声を出す。

　高さ五Ｍメドルはある紅色の肉食恐竜モンスター。

　鼓膜を破らんばかりの鳴き声を上げながら、涙と悲鳴を撒き散らす兎えものを追い回している。

「ま、待ってくださいっ、あのモンスターは30階層から出現する凶悪な……!?」

「大丈夫。地上のモンスターは迷宮のモンスターと比べて、格段に能力が低い」

　動揺するリリとは対照的に、帰ってきたナァーザは冷静に語った。

「今の内に窪地へ。ベルがモンスターを誘い出してくれているこの時が好機チャンス」

　ヘスティア達を引き連れナァーザは窪地へと移動する。

　木々の生えていない空間には至るところに数十からなる『卵』の一塊があり、まさにこの場がモンスターの巣であることが知れた。

「もっとマシな方法はなかったのでしょうか……」

「ない。ブラッドサウルスの群れを全部相手にしていたら、ミアハ様達を守れなくなる」

「すまん、ベルよ……」

「ええい、くそっ、口を動かす前に全員手を動かすんだ！　ベル君が食べられる！」

　会話を交わしながらせっせとモンスターの『卵』を乱獲らんかくするヘスティア達。

　それぞれ持ったバックパックに詰められるだけの『卵』を詰めていく。

「ナァーザ様、先程の発言は事実ですか？」

「本当。大昔から生殖を繰り返してきた地上のモンスター達は、胸の中にある『魔石』がほとんどない」

　作業を続けながらナァーザはリリの問いに答える。

　母胎ダンジョンを離れたモンスターは、本能に従い、己おのが種族を繁栄させるため子孫を残していった。

　群体への特化は個体としての力の衰退でもある。もともと個体としての能力を突き詰められていたモンスター達は、繁殖の方法を核に当たる『魔石』を削けずり子に分け与えることで補った。

　長い年月を経てモンスターが体内に宿す『魔石』の規模は縮小していき、その力は地上に進出した先祖オリジナルより著いちじるしく低いものとなっている。

「地上のブラッドサウルスなら、ダンジョンの『オーク』よりちょっと強いくらいかな……」

　言いつつ、ナァーザはベルの方を見やる。

　獲物に夢中になっている三匹のブラッドサウルス。増えていた。伴ってベルの悲鳴もうなぎ昇りとなっている。

　ナァーザは立ち上がり、背に備えていた武器を取り出す。

　自身の身の丈に迫ろうかという長弓ロングボウ。肩口から取り付けられている銀の義手で弓を持ち、左手で矢をつがえた。

　これだけ距離があれば心傷トラウマからくる体の震えも起こらない。ナァーザは旅装の上から身に纏った、左右非対称の軽装を木漏れ日に濡ぬらしながら、双眸そうぼうが射抜く先に矢を早撃ちする。

　その手がぶれた瞬間、凄まじい速度で放たれた矢はブラッドサウルスの目を貫いた。


『──────────────────────ッッ!?』



　大絶叫が轟とどろき渡る。

　バランスを失いよろめいたモンスターは、並走していたもう一匹のブラッドサウルスを巻き込んで転倒した。

　密林を揺るがす地響きが発生する中、振り返ったベルは目を見開き、そして携えていた大剣を勢いよく抜剣する。残るブラッドサウルスが急迫してくるのを前に、ナァーザの援護を信じて自らもまた突撃した。

「──嬉しいな。そういうの」

「ああああああああああああああああああああああああああっっ!!」

　微笑んだナァーザが矢を撃ち、大剣を振りかぶったベルが雄叫びとともに斬りかかる。

　寸分違わず矢はモンスターの片目に命中し、その怯ひるんだところを大剣の一閃が強襲した。

　首を半ばまで斬り裂かれ、鮮血せんけつを噴出させるブラッドサウルス。膝を折ってその場に崩れ落ちる。

　後を追うように、大剣を扱い切れず着地に失敗したベルに、ナァーザは今度こそ笑い声をこぼした。

「ナァーザ、もうよいぞ」

「はい……」

　ミアハに呼びかけられ、笑みを残したままナァーザは振り返る。

　ぱんぱんに膨れ上がったバックパックを背負うリリとヘスティアを確認した後、瞳を再びベルのもとへ。

　立ち上がった少年は大剣を杖つえのように扱い、もう大丈夫ですか、と情けなさそうな視線で問いかけてくる。ナァーザはうんと頷いた。

「帰ろう、ベル」
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　星が散りばめられた夜空の下。

　扉が開け放たれた大豪邸の前で、濃紺の液体が詰まった試験管が差し出された。

「我が【ファミリア】の新商品だ。その効能は保証しよう」

「ぬ、ぬぅ……！」

　ミアハがぐいっと押し出す試験管を、ディアンケヒトは唸うなりながら受け取った。

　自分の目でもよく確かめた後、側に控える構成員、アミッドに渡し鑑定させる。

　固唾かたずを呑んで見守っていた彼は、試飲しいんした彼女がこくりと頷くのを見た瞬間、がっくりと首を折った。

「体力と精神力マインドを回復する『二属性回復薬デュアル・ポーション』……今までになかった新薬だ。そなたの【ファミリア】で販売すれば、相応の利益は上げられるな？　冒険者の需要に常に応えようとする派閥の方針とも合致する」

「ぐっ、ぐうううっ……！」

「全部で二十本。今回の支払い分には優に届くだろう。買い取ってくれ」

「お……おのれぇえええええええええええええええええええええええ!?」

　夜天に打ち上がる野太のぶとい叫び声。

　豪邸を囲う高い四壁の外で、その声を聞いたベル達は商談が成立したことを悟った。

「上手くいったようですね……」

「大儲けの機会をつっぱねるほど、あの爺じじいも馬鹿じゃない。私達に嫌がらせはしたいだろうけどね……ざまぁーみろ」

　リリの呟きにナァーザはほくそ笑みながら言う。

【ディアンケヒト・ファミリア】の豪邸ホームを囲む巨大な塀の前で、ベル達は単身赴いたミアハの帰りを待っているところだった。

「いやぁ、それにしても疲れたぁー。一日中動き回りっぱなしだったよ」

「あはは……」

　無事『卵』を回収し、セオロの密林から帰還したベル達を待ち受けていたのは、二属性回復薬デュアル・ポーションを必要量開発するための時間との戦いだった。ナァーザとミアハが死に物狂いで製薬作業を進める一方で、ベル達も彼女達の助手と雑用を務め、引っきりなしに慌ただしかったのである。

　もうくたくただとこぼすヘスティアに、ベルは苦笑を浮かべる。

「でも、本当によく作れましたね。あんな土壇場で新薬なんて」

「オラリオの人間はダンジョンばかりに目がいって、都市の外の可能性を知ろうとしない……。もっと目を向ければ、沢山の発見がある筈」

　モンスターの『卵』と、『ブルー・パピリオの翅』。迷宮と外界で手に入れた材料を組み合わせたからこそ新薬も完成した、とナァーザはベルに答えた。

「あ、ミアハ。終わったのかい？」

「うむ、話はつけてきた」

　ややあって、門から出てきたミアハがベル達のもとに帰ってきた。ホームを追い出される心配はなくなったと説明する彼は微笑を浮かべ、ヘスティア達の顔を順々に見回す。

「あらためて礼を言わせてくれ。これもそなた達のおかげだ、感謝する」

「少しは借りを返せたようで、何よりだよ」

「頑張ったかいがありましたね」

　ヘスティアとリリが微笑み返し、ベルもまた彼女達と同じ行動を倣ならう。

　彼等に双眸を細めたミアハは、最後にナァーザと向き合った。

「ナァーザ」

「はい……」

「昨日さくじつ、お前は自分のことを役立たずと言ったな」

「……はい」

「私は、ただの一度もそう思ったことはない」

　見開かれるナァーザの瞳を見つめたまま、ミアハはそう伝えた。

「神かみである私はお前に何度も救われている。例え以前より貧まずしき身に成り下がっていようが、私は、お前のおかげで満たされているのだ。だから、自分をもう決して責めるな」

「……それは、命令ですか？」

「いや、懇願こんがんだ。子おまえを誰よりも想う神わたしの、心からのな」

　目の前に立ち、ミアハはナァーザの頭に手を添える。

　優しげな眼差しで微笑する主神の姿に、ナァーザは頰を染めながらうつむいた。「鈍感……」と小さな呟きを落とし、髪を撫なでられ続ける。

　やがて誤解を招くような言動を続けたミアハをにやついたヘスティアが茶化しに行き、リリも面白そうにその後を追う。からかい、からかわれるそのやり取りにベルが外で苦笑いしていると、ナァーザが輪の中から一人抜け出してきた。

「ベル、今日はありがとう。本当に……本当に、ありがとう」

「ナァーザさん……」

　今一度深く感謝を告げる彼女は、顔を上げ、懐から試験管を取り出しベルに差し出した。

「え、これって……」

「二属性回復薬デュアル・ポーション……。一本しか余分に用意できなかったけど……冒険者依頼クエストの報酬と、お礼」

　驚くベルにナァーザは瞼を下ろしたまま、口もとだけを曲げて笑ってみせる。

「何か困ったことがあったら、言って。今日まで迷惑をかけた分まで、ベルのこと、助けにいくから……」

　淡く微笑みかけるナァーザに、ベルもまた相好そうごうを崩し、笑い返した。

　報酬を彼女の手からしっかりと受け取る。

　ベルの長い冒険者依頼クエストが、今、完了された。
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「やりました、神様！　僕、ゴブリンを倒しました！」

「……はあ？」

　ヘスティアが気ままに読書を楽しんでいた昼下がり。

　バンッ、と突然扉とびらが勢いよく開かれたかと思えば、白髪はくはつのヒューマンの少年が誇らしげにそんなことを言ってきた。

【ヘスティア・ファミリア】ホーム、教会の隠し部屋。

　正方形と長方形の空間が組み合わさった室内はＰの形で、住居人の身の丈たけが考えられてか、適度に配置されている家具の多くは背が低い。周囲を軽く見渡せば一部の石壁は塗装が剝はがれ罅割ひびわれていたりと、おんぼろという言葉が随所ずいしょで見え隠れしていた。

　天井ではたった一つの魔石灯が光を灯ともす中、ヘスティアは、いきなり扉を開け登場した唯一の派閥構成員──ベル・クラネルに、ぽかんとした表情を作る。

　余程嬉うれしいのか、視線の先の少年は頰ほおを上気させ顔全体を輝かせていた。

「ゴブリンって……あのゴブリンかい？　ダンジョンで一番弱いって言われている、あのモンスター？」

「はいっ！　実は僕、小さい頃あのモンスターに殺されかけたことがあって、ずっと怖がってたんですけどっ……今日、やっと倒すことができたんです！」

「えーっと……一匹だけかい？」

「へ？」

「ゴブリンをたった一匹だけ倒して、ダンジョンから帰ってきたのかい？」

　わざわざダンジョンに赴おもむいておいて、最弱のモンスターを倒しただけでとんぼ返りしてきたのかというヘスティアの言外の問いに、ベルが間抜けな顔をして固まること数秒。

　胸を張って誇るにはあまりにも虚むなしい戦果だと、そう気付かされた彼は、それまで輝かせていた顔をあっという間に羞恥しゅうちに染め、深くうなだれながらヘスティアに背を向ける。

「すいません、もう一回、ダンジョンにもぐってきます……」

「わ、わーっ、わーっ!?　すまないベル君っ、何も君を責めるつもりでボクは言ったんじゃあっ……ま、待つんだー!?」

　ヘスティアの呼びかけも虚むなしく、耳まで真まっ赤かにしたベルは、一目散にホームの扉の前から駆け出していった。




【ヘスティア・ファミリア】が発足してから三日。

　ヘスティアが街中まちなかでベルと出会い、そして自らの派閥に勧誘スカウトしてからそれだけの時間が経とうとしている。

　ヘスティアと契ちぎりを交わしたベルは、ギルドで手続きを済ませ、晴れて冒険者の仲間入りを果たしていた。疑いようもなく【ファミリア】の稼かせぎ頭がしらを期待される彼は、自身の熱い意欲も相あいまって、故郷を離れた慣れない土地でありながら積極的に行動を開始している。

　バイトもそこそこにそんなベルを見守るヘスティアは、彼の新しい一面を度々発見しながらゆっくりと交流を深めている最中だ。持ち前のさっぱりとした性格や女神かみなりの包容力、また微笑ほほえましく親しみやすいその幼い容姿で、何かと恐縮しがちだったベルの壁を優しげに取り払い、出会って間もないにもかかわらず円満と言えるほど打ち解けつつある。

　数ある派閥の中の最底辺に名を連つらねた未いまだ小さな【ファミリア】は、目下目標に日常生活に困らないお金の確保を掲かかげつつ、緩ゆるやかに組織の結束じばんを固めながら、地味なスタートを切っていた。




「一時はどうなるかと思ったよ。もし君があのままダンジョンから帰ってこなかったら、ボクの夢見は限りなく悪くなっただろうな」

「す、すいません、ご心配かけてしまって……」

「ははっ、なに、今回はボクの言葉も悪かったよ。謝るのはこっちの方さ。すまなかったね、ベル君」

　ホームのテーブルにつきながらヘスティアとベルは会話を交わす。

　ダンジョンへ再突入したベルが無事に帰還し、今は日没後。夜空に輝く月の光が届かない地下のホームで、二人は少し遅めの夕食をとっていた。

　本日ダンジョンのデビュー戦を飾ったベルの稼ぎ──三〇〇ヴァリスを早速用いて、食卓には硬かたいパンと少し奮発した玉子を使った料理が並べられている。

　量が少ないながらも、魔石製品である発火装置で焼き上がったばかりの玉子の黄身からは、温あたたかな湯気ゆげが立ち上っていた。

「どうだったんだい、初めてもぐったダンジョンは？　何とかやっていけそうかな？」

「えっと、ずっと緊張してて碌ろくに探索はできなかったんですけど……モンスターとは、今の僕でも戦えました。ゴブリンもコボルトも、一度倒した後は結構すんなりと」

　ベルの初の迷宮探索を祝うということで、そのささやかな食事は弾はずんだ。

　祝杯こそ用意はできなかったが、パンを千切ちぎって口にし、熱々あつあつの玉子焼きも美味しそうに頰張ほおばりながら、ヘスティアとベルは談笑する。

「でも安心したよ、ベル君がまともに冒険者をしているみたいで。ボクは君がダンジョンで女の子のお尻を追いかけ回しているんじゃないかって、少し不安に思っていたからね」

「し、しませんよっ、そんなこと!?」

　少しからかいも含まれたヘスティアの言葉に、ベルは声を高くはねさせた。

　顔を真っ赤にして否定する少年の姿に、ヘスティアは「本当かなぁ」と続ける。

「君は女の子との出会いを求めているんだろう？　可愛かわいい冒険者の娘こなんか見つけたら、それこそモンスターなんて放ったらかして口説きに行くんじゃないかい？」

「く、口説っ……！　ち、違いますっ、僕は下心で女の人と仲良くしたいんじゃなくてっ……いえ少しはありますけど……と、とにかく、僕がしたいことはそういうんじゃなくて、運命の出会いがしたいんです！　英雄譚えいゆうたんに出てくるような！」

「ハーレムがどうたらなんて口にもしていたじゃないか」

「ハ、ハーレムは男の浪漫ろまんなんです。男に生まれたら目指さなきゃいけないもので、昔の英雄達だって……」

　頰は依然いぜん赤らめたまま、深紅ルベライトの目を閉じて熱く語り出すベル。

　ヘスティアは軽く肩をすくめながらも、おもむろにその顔をじっと見つめた。まだ幼さを残す顔立ちを目にしながら、淡々と思考に耽ふける。

　ベル・クラネルは、知れば知るほど不思議な少年だった。

　酷ひどい奥手なくせに、女好き。異性との出会いを求めてはばからない。言うこととなすこと、まるで嚙かみ合っていないのだ。良い意味でも悪い意味でも真白じゅんじょうな本質せいかくの裏で、何故かだらしのない思想信条が、言動に影響を及およぼすほど度々暗躍あんやくしている。

　ベルの在り方がこうも不安定になってしまったのは、ひとえに彼の『祖父』が関係しているのだろうと、ヘスティアはそう見当をつけている。

　ベルが語る様々な話の中でよく顔を出してはにこやかに手を振ってくるその育ての親が、今の少年の人格形成に一役も二役も買っているのだ。

　どんな英才教育せんのうを施ほどこしてきたのかと、ヘスティアは顔も知らないベルの祖父に溜息ためいき交じりに驚嘆きょうたんする思いだった。育ての親を間違っていなければ、ベルもここまでちぐはぐな人物にはなっていなかっただろう。ベルの根源ルーツ、彼の行動原理は、全てその祖父が発端だと見て間違いない。

　少年の異性への興味、もとい彼の求める『運命の出会い』とは憧あこがれに終始する。

　それは彼の祖父が遺のこした、あるいは植え付けた、一種の美しい幻想でもある。

　物語に瞳ひとみを輝かせるような、夢に夢見る少年。

　それがベル・クラネルという少年の正体だ。

　女の子に生まれてきた方が良かったんじゃないかなぁ、とヘスティアはそんな身も蓋ふたもないことを考えてしまう。

「その時、祖父も言ってたんです。男は女の子と出会ってこそ本懐ほんかいを遂とげる、って。だから僕は……」

「……」

　未だ熱弁を振るい続けているベルの姿をぼんやりと眺ながめながら。

　あらためて、眷属けんぞくである少年への理解を深めるヘスティアだった。
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　ベルが【ファミリア】の生計を支えるためダンジョンにもぐっていく中、ヘスティアもまた日中はバイトへと赴いている。

　この下界に降り立ってまだ日が浅いヘスティアは、それこそオラリオに来たばかりのベルと同様に、何もかも手探りの状態で日々を過ごしている。慣れない下界の生活に戸惑うこともしばしばだが、自堕落じだらくが常であった天界では味わえなかった数々の刺激は、他の神々が口を揃そろえて述べる『下界の醍醐味だいごみ』というものを彼女に実感させていた。

「はい、ヘスティアちゃん。今日の分のお金」

「ありがとう、おばちゃん」

　獣人の女性から手渡される日当きゅうりょうをありがたく頂戴ちょうだいする。

　ヘスティアが働いている露店は北のメインストリートで開かれていた。芋を潰つぶし調味料を加え、衣をつけた後に油で揚あげた一口大の料理、『ジャガ丸くん』を販売している。

　隠し味の少量のポーションが功を奏そうしているのか、中々どうして繁盛はんじょうしていた。

（ひい、ふう、みい……一八〇ヴァリスか）

　本日は六時間働いたので、時給三〇ヴァリスの計算だ。最初から結果はわかっていても手の平の上にある金貨を数えてみたヘスティアは溜息をつく。

　以前、調理用の発火装置の扱いを間違え露店ごと大爆発させてしまい──怪我人は丸コゲになったヘスティアを除けばゼロ──、その際の失費を報酬の大部分から差し引かれているのだ。この程度の稼ぎではベルの負担の肩代わりも難しいだろう。

　下界という世界は、天界から降りてきたばかりの女神にとって世知辛せちがらい。

　自分の失敗を棚に上げ、ヘスティアはそんなことを思う。

「ねえおばちゃん、やっぱりボクの【ファミリア】に入らないかい？　今は冒険者の子も加わって、波に乗ってる最中さいちゅうなんだよ」

「あははっ、そんなこと言ってもダメダメ。全く、ヘスティアちゃんもしつこいねえ」

「なんでさー、頼むよー」

　日常茶飯事となっている【ファミリア】の勧誘も笑われながらあしらわれ、ヘスティアはそのまま帰路につくことになった。

　派閥としての名声みりょくがないこともそうだが、この威厳いげんの足りない背格好にも問題があると。

　帰り際に頭を撫なでられジャガ丸くんを一つもらったヘスティアは──すっかり神として敬うやまわれていない自分自身に──再び溜息をついた。

「今日は長くなったなぁ……」

　ジャガ丸くんを口の中に放り込み、膨ふくらんだ頰ほおをむぐむぐ動かすヘスティアは、夕暮れに染まる街の中を進んでいく。

　普段ならば日が西の空に沈み出す前に帰宅しているので、今日は随分と仕事が長引いたことになる。もしかしたらベルの方が先にホームへ帰っているかもしれないと、歩を連ねながらヘスティアは思った。

【ヘスティア・ファミリア】のホーム、教会の隠し部屋は北西と西の大通りに挟まれた区画にあるので、仕事場である北のメインストリートからまずは真西へ向かう。

　品ひんの良い煉瓦れんが造りの家屋が並ぶ住宅街を抜けていくと、ある地点を境に裏道とでも言うべき薄汚れた小径しょうけいと無骨ぶこつな建物が増え出していく。古ぼけた道具屋アイテムショップや縦長の宿屋、小さな場末ばすえの酒場の前を順々に通り過ぎていけば、やがて視界は一気に開け、北西のメインストリートに辿たどり着いた。

　ギルド本部が設置してあるこの大通りは『冒険者通り』とも呼ばれ、その名の通り多くの冒険者達が闊歩かっぽしている。通りの両端には、先程の路地裏で見かけたものとは比べ物にならない立派な商店が立ち並んでいた。

「……あれ？」

　西日が都市を囲む市壁の奥へと沈んでいく中、メインストリートを横断していたヘスティアは、偶然その光景を目にした。

　とある商店の前で、白髪の少年が一人たたずんでいる。

（ベル君……？）

　自分の【ファミリア】の少年は、メインストリートを行く冒険者の波に背を向けて、何かを覗のぞき込んでいるようだった。身じろぎもせず商店の陳列窓ショーウィンドウに張り付いているベルの姿に、ヘスティアは思わず足を止めてしまう。

　しばらくすると、ベルは名残惜しそうに店頭から離れた。時間をかけて陳列窓ショーウィンドウから視線を引き剝はがし、ゆっくりとその場を後にする。

　ベルが人ごみの中に消えるのをしっかりと見届け、ヘスティアは彼がいた商店の前にテテテテと駆け足で移動した。

「……そういうことか」

　ベルが熱心に眺めていた陳列窓ショーウィンドウの中を自らも覗き込み、納得を得る。

　窓の奥には沢山の武器が飾られていた。磨き抜かれた金属剣の数々が、力強くも美しい光沢を放っている。

　たまたま目が引き寄せられたのか、あるいは叶わないと知りつつも垂涎すいぜんの思いでこの店頭に通い続けているのか。

　どちらにせよ、ベルがこの飾られている武器に強い興味を抱いていることは確かだろう。

「うーむ……よぅし、ここは」

　一頻り腕を組んで考えたヘスティアは、可愛い子のために主神おやらしいことをしてやろうじゃないか、と大仰おおぎょうに頷いてみせる。先程の一件もあって自分も神の一柱なのだと高らかに主張したい小さな女神は、太ふとっ腹ぱらにベルへ贈物プレゼントをしてやろうと決心したのだ。

　これまで貯ためてきた全財産をはたけばいけるだろうと、目を閉じてうむうむと得意げに笑うヘスティアは眼前の商店に入店しようとする。

　ベルが視線をそそいでいた大まかな位置を思い出し、恐らく欲しがっていたのはこの短刀だろうと当たりをつける。陳列窓ショーウィンドウの奥で宝石箱の中に突き刺さっている純白の刀身はヘスティアの目から見ても美しい。

　と、そこで件くだんの短刀の値札が映った。店の扉に手をかけた格好で「ん？」と目を眇すがめる。

『八〇〇万ヴァリス』。

　ヘスティアは開けかけた扉をそっと閉じた。

（許せ、ベル君）

　これは無理だ、と後頭部に冷ひや汗あせを湛たたえながらヘスティアは扉の前から慎重に後退する。

　価格が化物ばけもの過ぎる。ヘスティアの全財産など、それこそドラゴンを前にした無力なゴブリン程度に過ぎない。

「って、ここは……」

　真まっ赤かな塗装を施された商店を見上げ、ようやくこの店が神友しんゆうのものだと悟る。

　鍛冶の超一級派閥【ヘファイストス・ファミリア】。下界に降りてきたばかりのヘスティアがついこの間まで世話になっていた【ファミリア】でもある。

　世界有数の大手ブランドを示す【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】の看板を仰ぎながら、そりゃ買えるわけがないと、ヘスティアはすごすごと敗走した。身のほどを知ろうぜベル君、という情けない負け惜しみも残して。

　神の威厳を見せる機会を逸いっしたまま、もう何度目とも知らない溜息を茜あかね色の石畳にこぼしていき、ヘスティアはホームへの路程を辿っていく。

（……髪留め、切れちゃいそうだな）

　北西のメインストリートを進んでいる途中、商店の陳列窓ショーウィンドウに薄く映る自分の顔を見つめる。

　艶つやのある漆黒の髪を二つに結わえている味気のない紐ひもの髪留めは、傍目はためから見ても寿命だと察せるくらいには、ところどころがほつれボロボロになっていた。

　ヘスティアはみっともなさに拍車をかける髪留めに手でそっと触れながら、自分の姿が映る陳列窓ショーウィンドウの内側、展示されている観賞人形ビスク・ドールを見た。

　ドレスで着飾った小さな人形達には、首飾りアミュレットを始めとした保護の力を持つ冒険者用装身具アクセサリーがかけられている。店の商品を身に付け客引きをするそんな彼女達の中には、可愛らしい髪留めを付けている者もいた。

「……」

　一体の観賞人形ビスク・ドールの蒼あおい色の髪留めを直視すること数秒、はっと肩を揺らしたヘスティアはいけないいけないと顔を横に振る。神である自分が無駄づかいしてどうするんだ、と戒いましめた。

　ちら、ちら、と視線を飛ばし、じーっと横目でしばらく窺うかがい続けたところで、ええいっと未練を断ち切って勢いよく顔を背ける。

　何かを我慢するように両の髪留めを手で押さえながら、裏道へと入って北西のメインストリートを脱出した。

「……」

　大人しく帰路につかず辺りをほっつき歩いていた深紅ルベライトの瞳が、その一部始終を目撃していたなどとは、ヘスティアは気付きもしなかった。
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　やがて、【ヘスティア・ファミリア】発足から一週間が経とうとする頃。

　ヘスティアは、目の前の光景に口をへの字にしていた。

「す、すいません、遅くなりました……」

　ぼろっ、という音が聞こえてきそうなほど体を薄汚れさせたベルが、ホームの扉を越えて帰ってきた。

　時計を見上げれば、時刻は夜の九時。

「……ベル君、何だか最近頑張り過ぎじゃないかい？」

「そ、そんなことないですよ？」

　何なんとも言えない顔で問いかけるヘスティアに、「全然大丈夫です」とベルは苦笑を返す。

　ここ連日、ベルはすっかりこの調子だった。

　朝早く起床してホームを飛び出し、目一杯ダンジョンにもぐり続けては、こうして夜の遅い時間帯に帰ってくる。身に付けている衣服も防具も、そして己の体もすっかりくたびれさせた状態でだ。

　もとから熱意をもって冒険者業に取り組んでいたベルではあったが、ほんの数日前とは明らかにその様子、姿勢が異なっていた。

「神様、これ、今日の探索で手に入ったお金です」

「あ、ああ……」

　ジャラ、と鳴る亜麻あま色の小袋を手渡される。

　ベルのダンジョン探索から得た収入は【ファミリア】の貯蓄ちょちくとしてヘスティアに預あずけられる。勿論稼いだお金の大半はアイテムや武器整備など探索ダンジョン準備金、後は僅わずかな小遣い銭ポケットマネーなどのためにベルが確保している。

　小袋の口の紐ひもを解いて覗いてみれば、ざっと計算しても五〇〇ヴァリス。次回の探索のため手もとに最低でも一〇〇〇ヴァリスは残しているとすれば、つい先日までと比べて中々の稼ぎ高だ。朝から晩までダンジョンにもぐっているベルの頑張りが如実にょじつに表れていた。

　ともすれば、それは何か目的があってお金を稼ごうとしているようにも感じられる。

「……なぁ、ベル君」

「あ、はい？」

「君、ボクに何か隠してないかい？」

　疲労をちらつかせる顔でシャワーと着替えの準備を始めていたベルを呼び止め、ヘスティアはおもむろにそう尋ねた。

　神の勘とでも言うべきか、腐っても女神である彼女はベルが自分に対し何か秘していることがあると感じたのだ。

　質問を投げかけられたベルはぎょっとして、目に見えて挙動不審きょどうふしんになる。

「あ、あははっ……な、なに言ってるんですか神様、そんなわけないじゃないですか」

「……」

　下手くそな笑みを浮かべるベルに、ヘスティアは半眼を送った。

　信じる筈がないその言葉を無視し、さっさと白状しろと鋭い視線を突き刺していく。

「……か、神様っ、僕シャワー浴びさせてもらいますね!?」

「あっ！」

　汗を流していたベルは着替えを持ってシャワー室に飛び込んだ。素早い動きに啞然あぜんとしていたヘスティアだったが、すぐに、むっすぅーと機嫌を急下降させていく。

　ベルが隠し事をしていることに対し、気に食わない、と思う自分がヘスティアの中に存在していた。

　ヘスティアは、己の眷属ファミリアにして良かったともう思えるほどに、ベルのことが気に入っている。

　少年は女神ヘスティアのことを心から神と敬い、それでいて家族と接するように優しさと温ぬくもりを預けてくれる。

　何かと不器用で危なっかしいその姿に、自分が見守っていなくてはいけないと庇護ひご欲を刺激される一方で、ふと気付けば、その背中に体を寄りかからせてくれる。

　何かと苦労もするこの下界において、彼はヘスティアのことを精一杯助けてくれるのだ。

　色々なものを溶かしてくれるベルの屈託くったくのない笑顔が、ヘスティアは好きだ。

「ボクが言え、って言ってるのに口を割らない気か、ベル君……」

　だからか、そんなベルが自分に噓うそをついていることが許せない。

　それは思い通りにならない事象に腹を立てる神故ゆえの傲慢ごうまんさなのか、それとも心の拠よりどころになりかけている眷属への寂しさの裏返しなのか。

　どちらにせよ、ヘスティアは気に食わない気に食わないと、その感情を募つのらせる。

（いいだろう、そっちがその気なら……）

　ヘスティアの瞳が吊つり上がり剣呑けんのんな光を宿やどす。ベルの入っているシャワー室の扉を睨み付け、見てろよぉ、と呟いた後、彼女は部屋に備わっている狭いキッチンへ向かった。

　一切も口を開かず黙々と料理を始める。

「あ、神様……」

「今日は疲れただろう、ベル君？　ボクがご飯の準備をするから、待っていてくれよ」

　着替えを済ませシャワー室から出てきたベルに、ヘスティアはにこっと微笑んだ。何かを言いたそうにしていたベルだったが、先程のことはもう忘れたような主神の満面の笑みに、ほっと安堵あんどする。

　警戒を解いた兎えものを前に、ヘスティアは美しい笑顔の裏でシャッシャッと刃物ナイフを研とぐ。

「さ、ベル君、今日も【ステイタス】の更新をしようか」

「あ、はい」

　食後に一息ついた後、ヘスティアは自然にそう切り出した。

　何も疑問を抱かない間抜けな白兎は素直に彼女の言うことに従う。

　笑顔の裏に隠し持つ刃物ナイフは、既に研ぎ終えていた。




　ベル・クラネル

　Ｌｖ．１

　力：Ｉ49→Ｉ58　耐久：Ｉ５　器用：Ｉ66→Ｉ72　敏捷：Ｉ98→Ｈ107　魔力：Ｉ０

《魔法》

【】

《スキル》

【】




　ベッドにうつ伏ぶせになったベルの腰に座り、ヘスティアは【ステイタス】を俯瞰ふかんする。

　相変わらずの『耐久』と『敏捷』が両極端な能力値アビリティ。この短期間の内に『敏捷』の基本アビリティがＨに突入してしまったことに軽い驚きを覚えながら、残った作業を一気に片付けてしまう。

（──さて）

【ステイタス】の更新を終え、一拍。

　ぎらりと目を輝かせたヘスティアは、一気に本性を現し、眼下の兎ベルへと襲いかかった。

　腰に座った体勢から、ぺたん、と少年の背にもたれるようにそのまま上体を倒したのだ。

「!?」

「──さぁ、ベル君。もう逃げられないぜ？」

　ぬおっ、と謎の不気味な音を立てヘスティアはベルの首の横から顔を出す。

　少年の耳に吐息といきがかかる位置で、低い声音を醸かもし出し尋問じんもん態勢に移行した。

　ベルは電気を流されたかのように大きく震えたかと思うと、一気に赤くなる。

「か、か、神様っ!?　何をしているんですか!?」

「尋問さ。君が何かボクに隠し事をしているようだから、ね」

　ベルは『隠し事』という単語にぎくっと反応しつつも、すぐ己の背に取り付くヘスティアの柔らかい体に羞恥を取り戻す。

「知っているかい、ベル君？　神には噓はつけないんだぜ？」

「な、何のことですか……？」

「ほぉ～。あくまで白しらを切るつもりかい？」

　ヘスティアはすっと目を細めた。

　赤面しながらも首を僅わずかにひねっていたベルは、目と鼻の先にあるその主神の表情に限りない危惧きぐを抱いだく。

　そして、次の瞬間。


　ヘスティアはベルの首に両腕を回し、ぎゅぅぅぅぅと締め付け、思い切り抱き着いてきた。



「ちょぉっ!?　か、神様ぁーっ!?」

「さぁ吐けっ、吐くんだベル君!!　今ならまだ許してやるぞ!?」

「しっ、しししし知りません！　ぼぼぼぼぼぼ僕は何も神様に隠してなんかないですっ!?」

「強情なぁッ……！」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃっ!?」

　ヘスティアの豊かな双丘そうきゅうとベルの背中が密着し、間からナニカが盛んに潰れる音が鳴る。

　上半身に何も服を来ていないベルは、素肌すはだにその圧倒的なナニカが頻しきりに形を変え攻めかかってくる度に悲鳴を上げ、全身という全身を真っ赤に染め上げた。

　眉を吊り上げるヘスティアは首を締める腕に力をこめ、己の体を一層強く押し付ける。

　その夜、廃れた教会の地下から泣き叫ぶ声が途切とぎれることはなかった。
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「全く、ベル君のやつ……！」

　翌日。

　結局口を割らなかったベルに終始不機嫌なヘスティアは、バイトから帰ってきた後も、そのむっつりとした顔を隠そうとしない。

　ホームのソファーの上に座り、読んでいる本のページを乱暴にめくっていく。

（あの様子じゃあ、迷宮探索に夢中になっているというより、お金を欲しがってるっていう感じがする……まさかダンジョンで変な娘おんなに誑たらし込まれて、貢みつがされているんじゃないだろうな……）

　ベルのダンジョンへの没頭ぶりを振り返り、普段ならば考えないような辛辣しんらつな思考を働かせる。己の眷属けんぞくはそこまで愚おろかではないとわかっているくせに、苛立いらだちも手伝って貶けなすような真似をしていた。

　ならば勝手に破滅してしまえっ、といかにもと言うようなアマゾネスの女に騙されデレデレしているベルを思い浮かべ、そしてすぐに、尚更なおさら面白くないゾ、と自らの想像に腹を立てる。

「ん……？」

　コツンコツン、と石の階段を下りる音が地下室のホームに響いた。

　今日はやけに早いな、とベルが帰ってきたものだと思ったヘスティアは、依然いぜん口を尖とがらせながら本から顔を上げる。

　ホームの扉が開くのを待っていると、とんとん、という乾かわいたノックの音が鳴った。

「お邪魔するぞ、ヘスティア」

「え……ミアハ？」

　ヘスティアの予想を裏切って現れたのは、ベルよりも背丈せたけがある長身の神物じんぶつだった。

　群青色の髪を伸ばし、くたびれた灰色のローブを纏う男神、ミアハは、目を丸くするヘスティアにうむと笑って頷く。

「そなたが【ファミリア】を結成したと聞いてな。遅くなってしまったが、挨拶をしようと足を運ばせてもらった」

「なんだ、わざわざ来てくれたのかい？」

　ミアハとは天界からこのオラリオに訪れ知り合ったばかりの仲であるが、互いに似たような境遇もあり、良好な交友関係を結んでいる。未だ不慣れな都市生活に折々おりおり世話を焼いてくれる神友しんゆうの一人に、ヘスティアも笑みを浮かべ歩み寄った。

「ふはは、なに、我々の得意客おとくいになってもらおうとたっぷりと打算も働かせている。気にすることではない」

「はは、抜け目がないなぁ」

【ミアハ・ファミリア】の活動は回復薬ポーションの販売を主おもとしている。知名度が低い故に顧客の獲得に奔走ほんそうしており、今日もその例に漏れないと、ミアハは声を上げ一笑した。

　釣られて破顔はがんするヘスティアに、「では早速」と彼は試験管に詰まった青いポーションを差し出す。

「売り込みと、後は祝いの品も兼かねてな。我々の安泰あんたいも願って、どうか受け取ってくれ」

「ああ、悪いね。本当に助かるよ」

「話は変わるが、ヘスティア、そなたはギルドに【ファミリア】結成の報ほうを届けたか？」

　ありがたくポーションを受け取ったヘスティアに、ミアハはそんなことを尋ねた。

　えっ？　と首を傾げると、物腰穏おだやかな男神は説明し出す。

「ダンジョンにもぐるもぐらない関係なしに、迷宮都市ここへ身を置く【ファミリア】は派閥設立の際、ギルドへその旨むねを報告しなければならない。伴って派閥登録もな」

　名目上はダンジョンの管理機関だが、迷宮都市の迷宮きもを押さえている時点で、ギルドはこの地の統治者と何も変わらない。ダンジョンの管理の延長は都市の平和に直結しており、同時にオラリオは迷宮から生まれる莫大ばくだいな利益でここまで発展してきた。『古代』から今日こんにちまでダンジョンの手綱を上手く操ってきたギルドは、名実ともに都市の管理者でもある。

　都市の運営も司る彼の組織が定める枠組みに、【ファミリア】もまた加わらなくてはならない。

「へぇ、【ファミリア】も冒険者と似たようなことをしなくちゃいけないってことか。まぁ、住まわせてもらっているから当然なのかな」

「そういうことだ。これも『下界の醍醐味だいごみ』であるな」

「天界は煩雑はんざつなこととほぼ無縁だったしねぇ」

　うんうん、と理解を共有する二柱の神達。

「それで、どうする？　その様子ならまだ行なってはいないのだろう、私も付いていくか？」

「いいのかい？　正直、ボクはそっちの方が助かるけど……」

「腹を割ると、この後やることもないのだ、虚しいことにな。暇を持てあますくらいなら、盟友めいゆうの世話を焼く方が一興というものだろう」

「神の鑑かがみだなぁ」

「ふはは、よく言われるわ」

　神特有の脱力感を発散させながら、ヘスティアとミアハは教会の隠し部屋を後にした。




「これに全部記入すればいいのかい？」

「うむ。【神聖文字ヒエログリフ】でサインするのも忘れるな」

　広々ひろびろとしたギルド本部のロビー。

　異なる派閥の冒険者達が各々行動する中、ヘスティアはミアハに確認を取りながら派閥登録に関する羊皮紙の項目を埋めていく。足りない身長を用意された台で補う格好で、窓口にて羽根ペンを動かしていく。

　夜を前にした窓の外からはうっすらとした夕日が差し込んでいた。多くの冒険者がダンジョンから帰還する時間帯ということもあって、ここギルド本部も多くのヒューマンや亜人デミ・ヒューマンでごった返している。

　笑い合いながら換金所から出てくる小人族パルゥムのパーティ、可憐な受付嬢に口説き文句をすげなく突っぱねられる獣人の男、激しい口論を交わし合うエルフとドワーフなど、白大理石で造られたロビーには様々な光景が広がり喧騒けんそうが絶えない。

　この場にいる数少ない神であるヘスティアとミアハは、そんな冒険者達を時折微笑ましそうに眺ながめた。

「ミアハ。この【ファミリア】の等級ランクっていうのは？」

「ギルド側が定める【ファミリア】の組織力……要は格付けだ。派閥の規模や活動内容など、総合的な要素も反映されているらしいが、ほぼ戦力の指標と捉とらえてもらって構わん」

【ステイタス】のアビリティと同様ＳからＩの十段階に分かれた評価は、このオラリオにおける【ファミリア】の地位にも等しい。この等級ランクが高ければ高いほどその実績を認められ、ギルドや他組織からの信頼を得られるようになる。勿論、畏怖いふも。

　ゲーム感覚が抜け切らない一部の神々は、それこそこの等級ランクを一つでも上げようと躍起やっきになり、そしてそれを心から楽しんでいる。

「商業系の【ファミリア】も相応の成果を出せば評価される。そして等級ランクが高ければ周囲の信用も得られ、客足も増えるというわけだ」

「ちなみに、ミアハのところの評価はどうなんだい？」

「ふはは、Ｈだ」

　発足直後で資金も規模も乏とぼしい【ヘスティア・ファミリア】は、当然最低等級ランクのＩ。

【ファミリア】は例外なく徴税の対象であるが、等級ランクが上に行くほどその額もはね上がる。

「聞くが、ヘスティア、そなたの【ファミリア】の子はどういった者なのだ？」

「何だい、藪やぶから棒に」

「なに、長い付き合いになるかもしれんし、そなたが選んだ子だ、ぜひ知っておこうと思ったのだ」

「……白い髪に赤い瞳の、ヒューマンの男の子だよ。名前は、ベル・クラネル」

「白髪に赤い瞳、か……。ふむ、ひょっとすると、あの者か？」

「えっ？」

　羊皮紙に滑すべらせていた羽根ペンを止め、ヘスティアは顔を上げた。

　ミアハが視線を向ける先、ロビーの一角で、白髪のヒューマンの少年がとあるギルド職員を呼び止めていた。

「ベル君……」

「やはりそうか。あれは……何かを渡そうとしているのか？」

　ヘスティア達が見つめる中、ベルは何やら緊張した様子で手の中の小箱を開け、相手に見せていた。ギルドの制服を着こなすハーフエルフの少女は、その箱の中身を一度じっくり確認した後、次には一言二言ベルに何かを伝え、くすくすと笑い出す。

「女子おなごへの贈おくり物ものか。ふふっ、そなたの子も随分やるではないか」

「……」

　ミアハの言葉には反応を返さず、ヘスティアはその光景を見続ける。

　頰を赤らめているベルは、少女に鼻の先をちょんと押され、照れを隠すように顔をうつむけた。

（……そーいうことか）

　じとり、と冷さめた視線を送りながら胸の中で呟く。

　つまり、あれだけ朝早くからダンジョンに赴いて必死にお金を稼ごうとしていたのは、あの美しいハーフエルフの少女に贈物プレゼントを渡すためだったのだ。

　ヘスティアの機嫌が急激な右下がりを描く。

　笑う少女におちょくられ、真っ赤になりながら慌てて両手を振るベルの姿に、不満に近い感情がどんどんと積もっていった。

「ふんっ」

「む……？　ヘスティア？」

「ごめん、ミアハ。先に帰らせてもらうよ」

　書き上げた書類を窓口へ乱暴に提出し、ミアハに断りを入れてから、ヘスティアは一人でギルド本部を出た。最後までこちらに気付かなかったベルも取り残し、本部前の前庭を突っ切っていく。

（くっそー、面白くない……）

　北西のメインストリートを進みながらヘスティアはそう思った。

　何故面白くないのか、理由はもうわかってしまっている。

　女神ヘスティアは独占欲を抱いてしまっているのだ。他でもない、ベルに。

　初めて得た眷属──念願だった存在──につい執着してしまい、彼が自分ではない他の者になびこうものなら敏感に反応してしまう。その子に手を出すな、君は自分ボクを見ていてくれ、そんな子供のような我儘わがままが心の奥底で見え隠れしているのだ。

　これがベルであるからなのか、ヘスティアにはわからない。

　ただ漠然ばくぜんと、初めて契りを結んだのがベルでなければ……最初に出会っていたのが彼でなければ、こうまで胸の奥をかき乱されることのない自分を、想像できてしまった。

（ベル君の、ばーかっ……）

　複雑に絡み合った感情をぐるぐると回している内に、ヘスティアはホームへと辿り着いてしまった。

　部屋に足を踏み入れ奥まで進み、そのまま一気に自分が使っているベッドへ飛び込んでしまう。眉を不機嫌な角度に保ったまま不貞腐ふてくされるように毛布を引っ張り上げ、丸い小山を作る。

　ベルのことを頭から追い出し、暗くなった視界の中で、ヘスティアは強く瞼まぶたを閉じた。
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　かちゃかちゃ、と。

　静かに食器の鳴る音が、外から聞こえてくる。

　耳朶じだをくすぐるその音に優しく起こされるように、ヘスティアは薄暗い視界の中で、目をゆっくりと開いた。

　瞬きを数度繰り返し、緩慢に手を動かしながら被っている毛布を引っ張っていく。

　ひょこと毛布の端から顔を出すと、魔石灯の光がヘスティアの顔を照らし、思わず目を瞑ってしまった。

「……」

　ぼんやりとした頭と薄くかすれた視界の中、すぐに見つけたのは、白い後ろ姿だった。

　テーブルとキッチンを何度も往復し、そして音を立てないように優しく床を歩いている。

　すぐに、ほんのりとしたスープの匂いが漂ただよってきた。

「……」

　毛布の他にもう一枚かかっているシーツを除けて、のろのろと上体を起こす。

　白い背中はすぐに気付き、振り向いてヘスティアのもとまで近寄ってきた。

「おはようございます、神様」

「……うん」

　優しく笑いかけるベルに、ヘスティアは頷きを返す。

　顔を上げれば時計は夜の七時を回っていた。意識に軽く靄もやがかかっている状態でぼうっとすること数秒、ヘスティアはぶんぶんと頭を振り覚醒かくせいを促うながす。

　ツインテールの髪がぱたぱたと左右に振れた。

「……君が準備したのかい？」

「はい。神様は疲れているみたいだったので……すいません、勝手に作らせてもらいました」

　卓テーブルの上には簡単なサラダと皮の剝かれた芋、そしてできたばかりのスープがあった。

　スープは可愛らしい木製のカップにそそがれ、温かな湯気ゆげを立ち上らせている。

「……今日はいつもと比べて、随分と帰ってくるのが早いじゃないか」

　目の前の光景に、こんな些細ささいなことに、胸を温め嬉しがっている自分を誤魔化したくて、ヘスティアはついそんな皮肉を口にしてしまう。

「何かいいことでもあったのかい？」と目を合わせずそう続ける彼女に、ベルは一度ぎょっとうろたえた素振りを見せ、やがて頰を軽く染めて視線をさまよわせていたかと思うと、一旦その場を離れた。

　背を向けて棚から何かを手にすると、それを持ってもう一度ヘスティアの前までやって来る。

「えっと、その……神様、これを」

「……え？」

　差し出されたのは、一つの小箱だった。

　目を見開いたヘスティアはしばらく固まり、のろのろと、その小さな箱を受け取った。

　蓋ふたを持ち上げると、中には二つの髪飾り。

　蒼い花弁を彷彿ほうふつさせる飾り付けのリボンに、小さな銀色の鐘が付いている。

「ベル君、これって……」

「か、神様の今いま使っている髪留めが傷いたんでいるように見えて、えっと、なんていうか……」

　贈物プレゼントを……、とベルは消え入りそうなか細い声で呟いた。

　ヘスティアは今度こそ呆然とする。軽くうつむいて赤い顔を前髪で隠す少年を、未だ見開かれているその瞳で見上げた。

　髪飾りが入っているのは見覚えのある小箱だった。あのギルド本部で、ベルがハーフエルフの少女に中身を見せていたものだ。

　あれは彼女に渡そうとしていたのではなく、品の良し悪しを──それこそ同性じょせいの視点から見て贈り物として気に入ってもらえるかどうか──尋ねていたのか。

　少女にからかわれていたベルの様子を思い出し、ヘスティアは自分が思い違いをしていたことに気付く。

（それに、見られてたのか……）

　先日、北西のメインストリートで陳列窓ショーウィンドウを眺めていた時のことを。

　自分が注目していた観賞人形ビスク・ドールの髪留めとあまりにも趣おもむきが似ているリボンを見て、ヘスティアはそう悟った。

「か、隠すつもりはなかったんですけど、無闇むやみに言い出すことじゃないような気もして、その……す、すいません」

「……」

　勝手にしどろもどろになっているベルを見つめ、ヘスティアは静かに微笑む。

　頰をうっすらと赤くする一方で、悔しい、とも感じた。

　自分はベルへの贈物プレゼントをあっさりと諦めたのに、彼は全く、そんなことはなかったからだ。

　ベルの想いの方が、自分のものよりずっと大きく、そして優しかった。

「これを渡すために、ダンジョンへ長くもぐり続けていたのかい？」

「えっと、はい……そうなり、ます」

「馬鹿だなぁ……」

　決して安くはなかっただろう。材質の良い髪飾りを見てヘスティアは思う。

　お金を手に入れるために何日も迷宮の探索に明け暮れて、へとへとになって帰ってきて、時には身を危険に晒さらされたこともあった筈だ。

　ヘスティアは瞳を閉じて、そっと顔を綻ほころばせる。

「ベル君」

「は、はい」

「これ、付けてくれよ」

「はっ？」

「君からの贈物プレゼントだ。ボクは君に付けてもらいたい」

　慌て出すベルを見て、ヘスティアはにこっと笑みを浮かべ手を引っ張った。

　姿見の前にやって来て、自分は椅子に座る。真上まうえを仰あおいで、背後に立たせたベルへさぁ早くと微笑みかけた。

　恐縮そうにして困り果てていたベルは、やがて腹をくくったのか、緊張しながら髪飾りを受け取り慎重に手を伸ばし始める。

「ベル君、ありがとう。……それと、ごめんね」

「えっ？」

「ふふっ、何でもないよ」

　おっかなびっくりな手付きで自分の髪に触れるベルに、ヘスティアは微笑を漏らす。

　四苦八苦しくはっくしながら髪を結わえていく少年の表情を鏡で見つめながら、自分の穏やかな胸の音を聞いた。

　その手が己の漆黒の髪を撫でる度、猫のように目を細め、この心地良い時間に身を委ゆだねる。

「……なぁ、ベル君」

「はい？」

「君に出会えて、君がボクの最初の眷属ファミリアで……嬉しかったよ」

　静かにそれだけ伝えると、ベルは一度手を止め。

　ややあってゆっくりと、本当に嬉しそうに、屈託なく笑った。

「僕も、神様に出会えて良かったです」

　鏡に映るその笑顔に、ヘスティアもまた頰を染めて微笑み返す。

　──きっと、この子のことを好きになる。

　小さな女神にはそれがわかった。

　いつまでも彼のことを、その背に刻まれる物語を見守っていきたいと、ヘスティアはこの時それだけを望んだ。




　やがて、不器用に結い上げられたツインテールの上で。

　銀色の小鐘がリンと鳴り、澄んだ音色を奏かなでていった。







あとがき







　鍛冶師かじしというキャラクターには、「強い！」「渋い！」「格好いい！」「星皇十字剣！」と子供の頃から何かと思い入れのあった作者は、主人公の相棒は絶対に男性にしようと決めていました。今回ようやく満まんを持じしての登場です。作中では女性キャラクターが溢あふれ返っている中、少々感慨深いものもあります。

　本書に出てくる鍛冶師はあまり強くもなければ渋くもなく、星皇十字剣も放てません。燻くすぶっている売れない鍛冶師の一人です。ですが書き起こす際、鍛錬を始めるや否いなや「うおおおおっ」と勝手に動き出し喋り出したくらいには、熱い職人になっています……と、作者は思っております。

　ファンタジーの鍛冶師と聞いて無条件にわくわくしてしまうのは、彼等が薄暗うすぐらい工房にこもり、真まっ赤かに燃える炉ろの前で、高い音を響かせながら、希望も苦悩も込めてひたすら武器を打ち続ける姿が想像できてしまうからだと、そう感じています。どんなに澄すましていても、鍛冶師達は情熱の塊かたまりなのかもしれません。

　工房から出てきた彼等の手の中にある、世界でたった一つの武器、そしてそれが差し出される瞬間。そんな光景を叶わないと知りながら、ついつい夢見てしまいます。

　この第四巻は物語の幕間ということで、ＧＡ文庫マガジンに掲載けいさいされた短編も加筆修正を行い収録しています。時系列順に直すと「クエスト×クエスト」が三巻二章と三章の間、「女神へのカンパネラ」が一巻開始前となっています。楽しんで頂けたら幸いです。

　ここから謝辞をさせて頂きます。

　担当の小瀧様、今回もお世話になりました。物語にいくつもの素晴らしいイラストを添そえて頂いたヤスダスズヒト先生、とてもご多忙の中、年内発売のために貴重なお時間を割さいて頂き真まことにありがとうございました。一部描写の許可をしてくださった裕時悠示ゆうじゆうじ先生、笑顔で快諾かいだくして頂いて、とても嬉しかったです。

　また限定版刊行にお力添えして頂いた九二枝くにえだ様、深崎暮人みさきくれひと様、面白いコミックと美しいイラストをありがとうございます。九二枝様には『ヤングガンガン（スクウェア・エニックス）』で連載中のコミカライズでもお世話になっております。いつも楽しみにしながら拝見しております。

　本書を手に取って頂いた読者様も含め、皆様、深く御礼申し上げます。

　次巻でもどうかよろしくお願いいたします。

　失礼します。


大森藤ノおおもりふじの









著者


大森藤ノ（おおもり ふじの）



　最初に出会った鍛冶師は某星皇十字剣を放つ魔剣の名工でした。飛ぶ斬撃を繰り出す老剣豪然り、魔剣を精製する刀鍛冶然り、やたらと強い方々ばかりです。

　そんな強い鍛冶師達ですが、ファンタジー世界の中では誰よりも「生む苦しみ」を知っているのではないでしょうか。

　苦悩しながらそれでも鎚を振るい続けるその姿は、いつだって心を震わされます。




イラスト


ヤスダスズヒト（やすだ すずひと）



　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト　http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5638
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５
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ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/










ＧＡ文庫




ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか４
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